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本
誌
「
ロ
ー
タ
リ
ー
は
死
な
ず
」
特
集
（
２
０
２
０
年
末
）
か
ら
３
年
、

再
び
マ
ツ
ダ
の
「
た
た
か
う
お
む
す
び
た
ち
」
に
ま
つ
わ
る
特
集
だ
。
そ

の
末
尾
に
私
は
「
マ
ツ
ダ
よ
、
早
く
帰
っ
て
こ
い
」
と
書
き
、「
レ
ー
ス

活
動
は
マ
ツ
ダ
Ｕ
Ｓ
Ａ
に
任
せ
っ
き
り
で
は
問
題
」「
こ
こ
は
も
う
１
９

６
０
年
代
と
同
様
に
、
ま
ず
は
ツ
ー
リ
ン
グ
カ
ー
レ
ー
ス

か
ら
」
と
記
し
た
。
し
か
し
こ
の
間
、
彼
ら
と

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
取
り
巻
く
環
境

に
は
い
く
ら
か
変
化
が
あ
っ
た
。
ま
ず
昨

年
９
月
に
市
販
車
「
Ｍ
Ｘ
‐
30
」
へ
車
種

追
加
と
い
う
か
た
ち
で
ロ
ー
タ
リ
ー
Ｅ
Ｖ

搭
載
車
が
発
売
開
始
と
な
り
、
Ｒ
Ｘ
‐
８

以
来
途
絶
え
て
い
た
マ
ツ
ダ
の
ロ
ー
タ
リ

ー
が
11
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。
ま
た
同
年

の
ジ
ャ
パ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
で
は「
マ

ツ
ダ 
ア
イ
コ
ニ
ッ
ク
Ｓ
Ｐ
」
な
る
流
麗

な
ク
ー
ペ
が
突
如
発
表
さ
れ
大
き
な
話
題

と
な
り
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
が
死
ん
で
い
な
い
」

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
そ
し
て
先
日
開

催
さ
れ
た
東
京
オ
ー
ト
サ
ロ
ン
２
０
２
４

で
は
毛
籠
勝
弘
社
長
が
「『
マ
ツ
ダ
ス
ピ

ー
ド
』
以
来
25
年
ぶ
り
に
『
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
モ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
部
門
』
を
ブ
ラ
ン
ド
推
進
体
系
本
部
の
中
に
設

立
し
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
す
す
め
て
い
く
」
と
宣
言
。
同
時
に
本

誌
発
売
日
で
も
あ
る
今
日
（
２
月
１
日
）
よ
り
本
社
内
に
ロ
ー
タ
リ
ー
エ

ン
ジ
ン
の
開
発
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

　

車
両
規
定
の
共
通
化
で
ル
・
マ
ン
も
狙
え
た
Ｌ
Ｍ
Ｄ
ｈ
規
定
の
北
米
レ

ー
ス
界
か
ら
撤
退
し
た
こ
と
は
残
念
だ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
流
れ
を
見
る

と
「
本
社
の
レ
ー
ス
活
動
は
将
来
的
に
ロ
ー
タ
リ
ー
で
」「
ま
ず
は
ツ
ー

リ
ン
グ
カ
ー
で
」
と
い
う
壮
大
な
一
連
だ
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
納
得
が
い

く
。
失
わ
れ
た
四
半
世
紀
を
取
り
戻
す
べ
く
、
イ
チ
か
ら
で
な
く
ゼ
ロ
か

ら
レ
ー
ス
に
向
き
合
い
始
め
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
理
解
し
た
い
。
一

足
飛
び
に
ル
・
マ
ン
復
帰
や
レ
ー
シ
ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ー
復
活
と
は
い
か
な

世代や思い入れによって「レーシ
ングRX-7」像は各種あるだろうが、
北米IMSA GTシリーズでの「通算
100勝超え」は立派で偉大な戦績。
今号ではその足跡を振り返る。

いつか蘇るその日まで、歴代セブンたちの栄光を心に刻む
はじめに

Text/Joe Kojima(Racing on)  Photos/Mazda, SAN-EI
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い
だ
ろ
う
が
、
大
い
に
期
待
し
た
く
な
る
流
れ
だ
。

　

そ
し
て
そ
う
し
た
流
れ
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
ク
ル
マ
が
、
彼
ら
と
そ

の
希
少
な
エ
ン
ジ
ン
を
代
表
す
る
名
代
「
Ｒ
Ｘ
‐
７
」
で
あ
る
。〝
セ

ブ
ン
〞
は
１
９
７
８
年
に
誕
生
す
る
や
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
大
ヒ
ッ
ト
作
と
な
り
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
厳
し

い
排
ガ
ス
規
制
に
「
牙
を
抜
か
れ
た
」
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
が
多

い
な
か
に
あ
っ
て
「
マ
ツ
ダ
こ
こ
に
あ
り
」
を
大
き
く
ア
ピ

ー
ル
し
た
。
小
さ
く
低
く
軽
く
作
れ
た
エ
ン
ジ
ン
を
積
ん

だ
セ
ブ
ン
は
そ
の
ま
ま
内
外
の
レ
ー
ス
で
活
躍
し
、
日
本

で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
今
号

は
そ
ん
な
「
た
た
か
う
セ
ブ
ン
た
ち
」
を
３
世
代
ま
と
め

て
特
集
と
し
た
。
き
っ
か
け
は
昨
秋
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
マ
ツ
ダ
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ
に
現
れ
た
Ｆ
Ｃ
の
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ

車
と
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
カ
ラ
ー
の
サ
バ
ン
ナ
Ｒ
Ｘ
‐
３
（
セ
ブ
ン

の
先
輩
に
あ
た
る
ロ
ー
タ
リ
ー
搭
載
ク
ー
ペ
）
だ
。

　

こ
の
先
ロ
ー
タ
リ
ー
を
積
ん
だ
ク
ー
ペ
が
本
当
に
市
販
さ
れ
、

そ
こ
に
セ
ブ
ン
の
名
が
冠
さ
れ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
超
え
る
べ
き

壁
は
技
術
的
な
も
の
だ
け
で
も
き
っ
と
高
く
、
厚
い
。
し
か
し
本
誌
は
待

ち
続
け
る
。「
そ
の
日
」
を
夢
想
す
る
フ
ァ
ン
や
オ
ー
ナ
ー
の
た
め
に
も
、

待
ち
続
け
た
い
。
今
号
は
そ
ん
な
彼
ら
の
た
め
の
特
集
だ
。

　

最
後
に
、
非
リ
ア
ル
タ
イ
ム
世
代
の
若
い
レ
ー
ス
フ
ァ
ン
へ
。
初
代
＝

Ｓ
Ａ
22
Ｃ
型
セ
ブ
ン
は
「
エ
ス
エ
ー
」、
２
代
目
＝
Ｆ
Ｃ
３
Ｓ
型
は
「
エ

フ
シ
ー
」、
３
代
目
＝
Ｆ
Ｄ
３
Ｓ
型
は
「
エ
フ
デ
ィ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
親

し
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
機
に
覚
え
て
お
こ
う
。 

f

オイルショックの時期にも多くのマシンが
出走し国内レースを下支えした初代セブン
は実に多くのマシンバリエーションが存在。
それらを年ごとにまとめた大ボリュームの
電子写真集が小社より刊行されている。ぜ
ひ「ASB」で検索のうえ購読いただきたい。

昨年のジャパンモビリティショー
でサプライズ出展され話題を集め
た「マツダ ICONIC SP」。RX-7
やエイトの流れを汲んだようなフ
ェイスとフォルムに胸が躍る。
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１
９
７
０
年
代
初
頭
、
世
界
を
襲
っ
た
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
盛
況
で
あ
っ
た
国
内
ツ
ー
リ

ン
グ
カ
ー
レ
ー
ス
か
ら
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
次
々
と
姿

を
消
し
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

休
止
し
た
。
し
か
し
、
マ
ツ
ダ
（
東
洋
工
業
）
だ
け
は

活
動
を
続
け
て
い
た
。
独
自
技
術
の
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン

ジ
ン
（
Ｒ
Ｅ
）
は
ま
だ
成
長
途
上
で
あ
り
、
技
術
を
磨

く
た
め
に
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
格
好
の
舞
台
だ
っ
た

か
ら
だ
。
レ
ー
ス
中
に
壊
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
次
の

機
会
ま
で
に
原
因
を
探
り
、
対
策
を
施
す
こ
と
が
で
き

る
。
極
限
を
追
求
す
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
研
究
室

や
ベ
ン
チ
室
で
は
起
き
な
い
こ
と
が
起
き
る
「
気
づ
き

の
宝
庫
」
だ
。
さ
ら
に
Ｒ
Ｅ
は
壊
れ
や
す
い
と
い
う
悪

い
噂
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
衆
目
の
前
で
信
頼
性
の

確
か
さ
を
印
象
付
け
る
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。

初
期
段
階
か
ら
レ
ー
シ
ン
グ
Ｒ
Ｅ
の
開
発
・
育
成
に
携

わ
っ
た
東
洋
工
業
の
技
術
者
、
松
浦
国
夫
は
「
Ｒ
Ｅ
研

究
部
で
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
山
本
健
一
部
長
は
『
モ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
は
量
産
車
開
発
と
と
も
に
Ｒ
Ｅ
の
両
輪
で

あ
る
。
心
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
』
と
私
達
を
励
ま
し

戦いのロータリーロケット

切り開いた
未来への道筋
マツダの誇り、ロータリーエンジンが存続の危機に瀬していたころ
誕生した初代RX-7は未来への期待を背負い、レースへと挑んだ
そしてその大一番を制したRX-7は一挙に名声を高めて
アメリカのみならず世界のレーシングシーンで輝き続けたのだった
Text/Masato Miura（MZ Racing）
Photos/Motorsport Images, MZ Racing, SAN-EI

1254や6253などといったシルエットマシンに変貌して、ル・マン
24時間レースへと挑んだSA22C。1254では初のル・マン完走を果
たしている（写真は82年WEC富士）。また7253仕様などのSA22C
でプライベーターもレースに参戦。8なかでも82年のWEC富士に挑
んだRE雨宮のマシンはマツダオート東京から手に入れた252iを独自
改良し、サイドポート仕様の13Bターボエンジンを積んだ１台。279
年のデイトナ制覇後、現地チームの手でIMSAを転戦。5は83年にデ
イトナ24時間のほか、モスポートラウンドも制したレーシングビート
のGTOマシン。380年のイギリスサルーンカー選手権でSA22Cを走
らせたTWR。4その後81年にはスパ24時間優勝という快挙を達成。

SA22C

Racing 
RX-7 
History

1

2

4

3

5
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て
く
れ
ま
し
た
。
列
強
メ
ー
カ
ー
が
サ
ー
キ
ッ
ト
か
ら

離
れ
て
い
る
間
に
私
達
は
多
く
を
レ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

か
ら
学
び
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

東
洋
工
業
は
上
昇
ム
ー
ド
に
乗
っ
て
70
年
代
中
盤
に

は
Ｒ
Ｅ
を
乗
用
車
多
種
に
採
用
し
た
。
だ
が
公
害
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
排
気
ガ
ス
対

策
に
導
入
し
た
サ
ー
マ
ル
リ
ア
ク
タ
ー
方
式
Ｒ
Ｅ
の
燃

費
の
悪
さ
が
際
立
ち
「
Ｒ
Ｅ
は
ガ
ス
ガ
ズ
ラ
ー
（
燃
料

ガ
ブ
の
み
）」
と
い
う
評
判
が
定
着
し
て
し
ま
い
、
販

売
台
数
が
低
迷
し
た
。
経
営
陣
の
な
か
に
は
Ｒ
Ｅ
か
ら

の
撤
退
を
口
に
す
る
者
さ
え
い
た
。

北
米
市
場
を
席
巻
す
る
決
意

　

そ
ん
な
Ｒ
Ｅ
が
風
前
の
灯
と
な
っ
て
い
た
時
代
に
復

権
を
か
け
て
開
発
さ
れ
た
の
が
、
Ｓ
Ａ
22
Ｃ
型
サ
バ
ン

ナ
Ｒ
Ｘ
‐
７
だ
っ
た
。
国
内
ツ
ー
リ
ン
グ
カ
ー
レ
ー
ス

で
通
算
１
０
０
勝
を
記
録
し
た
サ
バ
ン
ナ
Ｇ
Ｔ
（
輸
出

名
：
Ｒ
Ｘ
‐
３
）
の
後
継
車
で
あ
る
こ
の
ク
ル
マ
は
、

Ｒ
Ｅ
の
利
点
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
エ
ン
ジ
ン
を
ホ

イ
ー
ル
ベ
ー
ス
の
内
側
に
配
置
す
る
フ
ロ
ン
ト
ミ
ッ
ド

シ
ッ
プ
形
式
の
後
輪
駆
動
レ
イ
ア
ウ
ト
と
し
、
流
麗
な

ス
ラ
ン
ト
ノ
ー
ズ
と
戦
闘
機
の
キ
ャ
ノ
ピ
ー
の
よ
う
な

リ
ヤ
ハ
ッ
チ
、
リ
ト
ラ
ク
タ
ブ
ル
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
も

つ
２
ド
ア
ク
ー
ペ
だ
っ
た
。
Ｒ
Ｅ
車
の
原
点
で
あ
る
67

年
デ
ビ
ュ
ー
の
コ
ス
モ
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
ラ
イ
ト
ウ
エ

イ
ト
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
設
計
さ
れ
た
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
使
命

は
ア
メ
リ
カ
市
場
で
の
Ｒ
Ｅ
の
失
地
を
回
復
す
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
を
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
不
死
鳥
）
計
画
と

命
名
し
た
。
そ
の
た
め
の
ト
リ
ガ
ー
と
し
て
、
市
販
車

ベ
ー
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
が
活
躍
で
き
る
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
の

デ
イ
ト
ナ
24
時
間
レ
ー
ス
へ
の
出
場
を
選
び
、
デ
ビ
ュ

ー
レ
ー
ス
で
鮮
烈
な
印
象
を
残
す
こ
と
が
松
浦
ら
モ
ー

79年のデイトナで小さなマシンが強豪マシンを退け
遂げた快挙は多くの関係者やファンを驚かせた
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タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
開
発
部
隊
の
至
上
命
題
と
な
っ
た
。

　

76
年
後
半
に
「
打
倒
２
４
０
Ｚ
、
打
倒
ポ
ル
シ
ェ
９

１
１
」
を
掲
げ
て
デ
イ
ト
ナ
へ
の
参
戦
計
画
を
立
案
。

Ｒ
Ｘ
‐
７
の
市
場
導
入
が
78
年
春
と
決
め
ら
れ
て
い
た

た
め
、
翌
79
年
の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

な
っ
た
。
失
敗
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

迎
え
た
79
年
の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
レ
ー
ス
で
は
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
日
本
人
組
が
総
合
５
位
、
ア
メ
リ
カ

人
組
が
総
合
６
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
多
数
の
強
豪
モ

ン
ス
タ
ー
マ
シ
ン
た
ち
を
退
け
て
こ
の
小
さ
な
マ
シ
ン

が
遂
げ
た
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス
優
勝
・
２
位
の

成
績
は
、
多
く
の
関
係
者
や
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ

ン
を
驚
か
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
加
え
て
東
洋
工
業

の
レ
ー
シ
ン
グ
Ｒ
Ｘ
‐
７
導
入
計
画
は
周
到
に
練
ら
れ

て
お
り
、
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ
３
台
の
マ
シ
ン
は
現

地
の
有
力
チ
ー
ム
に
貸
与
さ
れ
、
デ
イ
ト
ナ
以
降
の
Ｉ

Ｍ
Ｓ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

も
サ
ー
ビ
ス
拠
点
で
あ
っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
日
本
か
ら
派
遣
し
て
常
駐
さ
せ
、
す
べ
て
の

Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
戦
に
帯
同
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
タ
ー
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
、
マ
ン
デ
ビ
ル
オ
ー
ト
テ

ッ
ク
、
レ
ー
シ
ン
グ
ビ
ー
ト
な
ど
の
有
力
チ
ー
ム
が
実

力
を
つ
け
た
。
そ
の
結
果
、
ス
プ
リ
ン
ト
戦
で
も
多
数

派
だ
っ
た
ポ
ル
シ
ェ
ユ
ー
ザ
ー
に
勝
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

翌
80
年
は
デ
イ
ト
ナ
こ
そ
優
勝
を
逃
し
た
も
の
の
、

続
く
セ
ブ
リ
ン
グ
12
時
間
か
ら
快
進
撃
が
始
ま
っ
た
。

マ
ン
デ
ビ
ル
レ
ー
シ
ン
グ
が
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス
優
勝
を
決

1マンデビルに供給するかたちで本格的にFC3SのGTOマシンを開
発。2その後、さらなるポテンシャルアップを求めて４ローターの
“ワークス”マシンが生まれ、IMSA100勝という快挙を達成した。
3100勝を達成したのち、90年代中盤に至ってもGTSクラスなどで
FC3Sは戦い続けた。4日本のJSSでは土屋圭市の駆るRSファイン
のマシンがスカイラインを相手に奮闘してファンを沸かせた。5JSS
のマシンはその後、94年に始まった全日本GT選手権用に転用され
る例も多かった（写真は96年に参戦した東京科学芸術専門学校の独
自改良車）。67IMSAで名を馳せたレーシングビートはボンネビル
での最高速レコードに挑戦。381.4㎞/hという記録を残した。

FC3S 1

2

3

4

7 6 5
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め
る
と
ロ
ー
ド
ア
ト
ラ
ン
タ
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
、
ラ
グ

ナ
セ
カ
、
ブ
レ
イ
ナ
ー
ド
、
デ
イ
ト
ナ
２
５
０
マ
イ
ル
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
テ
ー
ト
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
モ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
で
も
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
ク
ラ
ス
優
勝
を
重
ね
、
レ
ー

シ
ン
グ
ビ
ー
ト
の
ウ
ォ
ル
ト
・
ボ
ー
レ
ン
が
ド
ラ
イ
バ

ー
ズ
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。
加
え
て
マ
ツ
ダ
に
初
の
マ
ニ

ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ラ
ー
選
手
権
制
覇
を
も
た
ら
し
た
。

　

松
浦
は
「
デ
イ
ト
ナ
か
ら
戻
っ
て
山
本
（
健
一
）
常

務
に
は
専
門
の
Ｒ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
常
駐
派
遣
す
る
必

要
が
あ
る
と
報
告
す
る
と
即
決
で
『
そ
う
し
よ
う
』
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
急
遽
Ｒ
Ｅ
実
研
部
の
松

田
誠
一
郎
く
ん
を
第
一
号
駐
在
員
と
し
て
送
り
込
ん
だ

ん
で
す
。
言
葉
も
ろ
く
に
通
じ
な
い
な
か
、
彼
は
全
米

の
レ
ー
ス
ト
ラ
ッ
ク
を
駆
け
巡
り
、
情
報
収
集
や
ユ
ー

ザ
ー
サ
ポ
ー
ト
に
従
事
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で

現
地
で
の
Ｒ
Ｅ
の
使
わ
れ
方
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か

り
、
技
術
的
な
ト
ラ
ブ
ル
の
対
策
を
打
つ
こ
と
で
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
も
大
層
喜
ば
れ
た
も
の
で
す
」
と
語
っ
て
い

る
。
こ
れ
以
後
、
Ｒ
Ｘ
‐
７
と
マ
ツ
ダ
は
87
年
ま
で
８

年
連
続
で
Ｇ
Ｔ
Ｕ
王
座
に
君
臨
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

Ｒ
Ｘ
‐
７
が
挑
ん
だ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
「
キ
ャ
メ
ル
Ｇ
Ｔ
」

シ
リ
ー
ズ
は
も
と
も
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
タ
ー
の
た
め
の
レ

ー
ス
だ
っ
た
が
、
や
が
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
が

進
ん
だ
。
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス
で
の
活
躍
の
反
面
、
Ｇ
Ｔ
Ｏ

ク
ラ
ス
の
ビ
ッ
グ
パ
ワ
ー
車
に
対
し
て
13
Ｂ
エ
ン
ジ
ン

を
積
む
Ｒ
Ｘ
‐
７ 

Ｇ
Ｔ
Ｏ
は
非
力
で
あ
り
、
マ
ツ
ダ

（
84
年
に
東
洋
工
業
か
ら
社
名
変
更
）
は
苦
戦
を
強
い

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
片
山
義
美
／
寺
田
陽
次
郎
／

従
野
孝
司
ら
に
よ
る
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
体
制
で
臨
ん
だ
82

年
、
勢
い
に
乗
る
レ
ー
シ
ン
グ
ビ
ー
ト
が
83
年
の
デ
イ

ト
ナ
で
Ｇ
Ｔ
Ｏ
ク
ラ
ス
優
勝
を
手
に
す
る
が
、
大
出
力

パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
熱
望
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。

1RE雨宮をはじめ、2マツダアンフィニ西東京や3オークラなど全日本GT選手権／SUPER GTでの活躍がよく知
られるFD3S。なかでも95年から2010年まで16年にわたり、FDひとすじで戦い続けたRE雨宮は06年に悲願のタイ
トルを手にした。4スーパー耐久のクラス３で01年に王座を獲得したBPビスコガンマ。5バサースト12時間では92
年から３連覇を達成。それを記念してバサーストの名が冠された市販の限定車も登場した。62000年にはアメリカ
のGrand-Amでも戦ったFD3S。7レーシングビートによるボンネビル挑戦はFD3Sでも継続。95年には387.2㎞/h
という新記録を樹立した。8マッド・マイクが搭乗するなどドリフトの世界においてもRX-7は愛されている。

FD3S
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そ
し
て
つ
い
に
87
年
に
は
ル
・
マ
ン
用
に
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
た
20
Ｂ
型
３
ロ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載

す
る
Ｆ
Ｃ
３
Ｓ
型
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
Ｇ
Ｔ
Ｏ
仕
様
を
開
発
し
、

マ
ン
デ
ビ
ル
レ
ー
シ
ン
グ
に
運
用
を
託
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
目
覚
ま
し
い
結
果
は
得
ら
れ
ず
。
北
米
の
新
車

販
売
を
統
括
す
る
Ｍ
Ｍ
Ａ
（
マ
ツ
ダ
・
モ
ー
タ
ー
・
オ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
）
は
89
年
に
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
マ
シ
ン
開

発
に
舵
を
切
っ
た
。
そ
う
し
て
完
成
し
た
新
た
な
Ｇ
Ｔ

Ｏ
マ
シ
ン
は
13
Ｊ
改
型
４
ロ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載

し
た
車
両
で
、
90
年
の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
に
デ
ビ
ュ
ー

す
る
と
、
同
年
９
月
に
は
単
一
車
種
に
よ
る
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ

シ
リ
ー
ズ
１
０
０
勝
と
い
う
偉
業
を
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
英
国
で
も
特
に
Ｓ
Ａ

22
Ｃ
型
が
活
躍
し
た
。
マ
ツ
ダ
Ｕ
Ｋ
は
ト
ム
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
シ
ョ
ー
・
レ
ー
シ
ン
グ
（
Ｔ
Ｗ
Ｒ
）
と
と
も
に
81

年
の
ス
パ
・
フ
ラ
ン
コ
ル
シ
ャ
ン
24
時
間
レ
ー
ス
に
挑

戦
。
な
か
で
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
と
ピ
エ
ー
ル
・
デ

ュ
ド
ネ
組
が
総
合
優
勝
を
飾
り
、
大
き
な
番
狂
せ
と
騒

が
れ
た
。
そ
の
一
方
で
Ｔ
Ｗ
Ｒ
は
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京

（
の
ち
の
マ
ツ
ダ
ス
ピ
ー
ド
）
の
ル
・
マ
ン
24
時
間
へ

の
参
戦
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
協
力
し
て
お
り
、
82
年
の
初

完
走
に
も
貢
献
し
た
。
こ
の
時
の
成
果
が
翌
年
か
ら
の

グ
ル
ー
プ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
に
よ
る
ル
・
マ
ン
挑
戦
に
直
結

し
、
ひ
い
て
は
91
年
の
マ
ツ
ダ
７
８
７
Ｂ
に
よ
る
日
本

車
ル
・
マ
ン
初
制
覇
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
サ
ー
ス
ト

　

そ
の
ほ
か
に
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
サ
ー
ス
ト
1212

時
間
、
全
日
本
Ｇ
Ｔ
選
手
権
／
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
、
ス
ー

時
間
、
全
日
本
Ｇ
Ｔ
選
手
権
／
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
、
ス
ー

パ
ー
耐
久
で
も
歴
代
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
活
躍
し
て
い
る
の
は

パ
ー
耐
久
で
も
歴
代
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
活
躍
し
て
い
る
の
は

広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
や
は
り
Ｒ
Ｘ
‐

広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
や
は
り
Ｒ
Ｘ
‐

７
は
レ
ー
ス
で
輝
く
こ
と
が
運
命
づ
け
ら
れ
た
車
両
だ

７
は
レ
ー
ス
で
輝
く
こ
と
が
運
命
づ
け
ら
れ
た
車
両
だ

っ
た
と
言
え
る
。
Ｒ
Ｅ
の
長
所
が
活
か
せ
る
最
適
地
は

っ
た
と
言
え
る
。
Ｒ
Ｅ
の
長
所
が
活
か
せ
る
最
適
地
は

レ
ー
ス
ト
ラ
ッ
ク
な
の
だ
。

レ
ー
ス
ト
ラ
ッ
ク
な
の
だ
。  

ff

やはりRX-7はレースで輝くことが運命づけられた車両だと言える

1

678

45

23
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北米初投入、初優勝したRX-7 
当時のREエンジニアが述懐するデビューウインの舞台裏 

マツダの新型スポーツカー、SA22C型RX-7は1979年の
デイトナ24時間でデビューしIMSA GTUクラスで優勝
総合でも5-6位でフィニッシュするという戦果を残した
この優勝劇には前年の挑戦が大きな役割を果たしていた
Text/ Masato Miura（MZ Racing）  Photos/MAX PRESS,  MZ Racing, SAN-EI

写真／MAX PRESS
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１
９
７
９
年
２
月
４
日
（
日
）
午
後
４
時
30
分
、
フ

ロ
リ
ダ
州
デ
イ
ト
ナ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ピ
ー
ド

ウ
ェ
イ
。
寺
田
陽
次
郎
ド
ラ
イ
ブ
の
７
号
車
マ
ツ
ダ
Ｒ

Ｘ
‐
７
と
ジ
ム
・
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
77
号
車
マ
ツ
ダ
Ｒ
Ｘ

‐
７
が
ラ
ン
デ
ブ
ー
で
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
開
幕
戦
デ

イ
ト
ナ
24
時
間
レ
ー
ス
の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
を
ク

ロ
ス
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス
で
１
‐
２
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
を
果
た
し
た
。
し
か
も
こ
の
マ
ツ
ダ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
の
２
台
は
総
合
順
位
で
も
５
位
と
６
位
で
あ
り
、

総
合
優
勝
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｇ
Ｔ
Ｘ
勢
の
０
号
車
ポ
ル

シ
ェ
９
３
５
タ
ー
ボ
や
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
９
３
５
Ｇ
Ｔ
Ｂ

に
続
く
も
の
で
あ
っ
た
。
６
０
０
㎰
を
超
す
と
言
わ
れ

る
ビ
ッ
グ
パ
ワ
ー
の
Ｇ
Ｔ
Ｘ
勢
に
対
し
、
わ
ず
か
２
６

５
㎰
の
ロ
ー
パ
ワ
ー
Ｇ
Ｔ
Ｕ
車
両
で
あ
る
Ｒ
Ｘ
‐
７
が

大
善
戦
し
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

だ
け
で
な
く
、
有
力
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
や

目
の
肥
え
た
レ
ー
ス
フ
ァ
ン
を
も
驚
か
せ
た
。
Ｓ
Ａ
22

Ｃ
型
マ
ツ
ダ
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
鮮
烈
な
レ
ー
ス
デ
ビ
ュ
ー
の

様
子
は
瞬
く
間
に
ア
メ
リ
カ
全
土
に
伝
播
さ
れ
、
前
年

３
月
に
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の
間
で
引
っ
張
り
だ
こ
と
な
り
、
爆

発
的
な
勢
い
で
全
米
モ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
の
勢
力
図

を
塗
り
替
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　東
洋
工
業
・
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
混
成
チ
ー
ム
結
成

　
70
年
代
終
盤
当
時
、
マ
ツ
ダ
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

開
発
部
隊
は
松
浦
国
夫
ら
の
エ
ン
ジ
ン
先
行
開
発
グ
ル

ー
プ
と
岩
見
晴
栄
が
率
い
る
シ
ャ
シ
ー
実
研
グ
ル
ー
プ

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
企
画
管
理
機
能
は
広
島
本
社
広

報
室
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
こ
が
主
体
と
な
っ
て
、
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
チ
ー
フ
格
で
あ
っ
た
片
山

義
美
を
筆
頭
に
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
の
寺
田
陽
次
郎
、

片
山
の
異
父
実
弟
で
あ
る
従
野
孝
司
ら
と
専
属
ド
ラ
イ

バ
ー
契
約
を
か
わ
し
て
い
た
。
ま
た
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン

ジ
ン
（
Ｒ
Ｅ
）
の
復
権
を
か
け
た
新
型
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

で
あ
る
Ｓ
Ａ
22
Ｃ
型
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
レ
ー
ス
デ
ビ
ュ
ー
は
、

79
年
２
月
の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
レ
ー
ス
と
す
る
こ
と
が

経
営
陣
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
。
Ｒ
Ｅ
搭
載
の
先

代
サ
バ
ン
ナ
Ｒ
Ｘ
‐
３
は
国
内
Ｔ
Ｓ
レ
ー
ス
で
は
敵
な

チェッカーフラッグを受けるため、７
号車と77号車がデイトナのバンクを編
隊走行する。前年の経験を生かして対
策し、万全の態勢で臨んだレースだっ
たが、細かいトラブルが続出。しかし
レース結果に大きな影響は無かった。

チェッカーフラッグを受けるため、7号
車と77号車がデイトナのスタンド前を
編隊走行する。前年の経験を生かして
対策し、万全の態勢で臨んだレースだっ
たが、細かいトラブルが続出。しかし
レース結果に大きな影響は無かった。



20

し
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
社
運
を
賭
け
た
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
北

米
の
名
物
レ
ー
ス
に
突
撃
し
玉
砕
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
そ
ん
な
時
、
74
年
に
シ
グ
マ
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ

ブ
と
共
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
マ
ン
24
時
間
に
挑
み
、
ま

さ
に
手
も
足
も
出
な
い
ま
ま
惨
敗
を
経
験
し
て
い
た
マ

ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
が
、
ル
・
マ
ン
再
挑
戦
の
た
め
の
ス

テ
ッ
プ
ボ
ー
ド
と
し
て
78
年
の
デ
イ
ト
ナ
に
挑
み
た
い

と
い
う
計
画
が
持
ち
上
が
る
。
そ
れ
ま
で
同
じ
メ
ー
カ

ー
契
約
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
と
は
い
え
、
片

山
と
寺
田
は
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
岩
見
が
率
い

る
マ
ツ
ダ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
チ
ー
ム
か
ら
見
れ
ば
、
マ
ツ

ダ
オ
ー
ト
東
京
は
い
わ
ば
下
部
組
織
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
チ

ー
ム
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
目
に
見
え
な
い
壁
が
あ

っ
た
。
し
か
し
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
発
売
を
目
前
に
し
た
78
年

の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
レ
ー
ス
を
経
験
し
な
け
れ
ば
、
翌

年
の
デ
ビ
ュ
ー
レ
ー
ス
は
心
許
な
い
。
こ
の
時
ば
か
り

は
両
者
は
手
を
携
え
、
志
を
ひ
と
つ
に
デ
イ
ト
ナ
に
挑

む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

チ
ー
ム
は
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
の
大
橋
孝
至
が
采
配

す
る
。
出
場
車
両
の
国
内
Ｔ
Ｓ
レ
ー
ス
仕
様
Ｒ
Ｘ
‐
３

は
、
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
の
工
場
に
て
チ
ー
フ
メ
カ
ニ

ッ
ク
の
田
知
本
守
ら
が
組
み
上
げ
た
も
の
だ
。
岩
見
は

あ
く
ま
で
も
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、
松
浦
は
エ
ン
ジ
ン
担

当
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
る
。
2

台
の
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
製
右
ハ
ン
ド
ル
Ｒ
Ｘ
‐
３
は
、

フ
ロ
リ
ダ
州
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ビ
ル
に
あ
っ
た
北
米
マ
ツ
ダ

（
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
）
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
全
米
に
３
カ

所
あ
っ
た
Ｒ
Ｅ
再
生
工
場
の
ひ
と
つ
）
に
送
ら
れ
た
。

ま
た
、
日
本
ダ
ン
ロ
ッ
プ
か
ら
は
京
極
正
明
部
長
と
タ

イ
ヤ
サ
ポ
ー
ト
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
チ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
に
は
フ
ロ
リ
ダ
生
ま
れ

の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
ブ
ラ
ン
ド
、
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
が

つ
く
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
も
話
題
と
な
っ
た
。
こ
う
し

て
初
代
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
デ
ビ
ュ
ー
レ
ー
ス
に
備
え
る
た
め
、

熟
成
の
進
ん
だ
Ｒ
Ｘ
‐
３
を
使
っ
て
未
知
の
デ
イ
ト
ナ

24
時
間
に
挑
む
計
画
は
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
続
出
の
78
年
デ
イ
ト
ナ

　

安
全
装
備
な
ど
を
中
心
に
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
規
定
に
沿
っ
て

Ｇ
Ｔ
Ｕ
マ
シ
ン
に
改
造
さ
れ
た
２
台
の
Ｒ
Ｘ
‐
３
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
は
、
52
号
車
に
片
山
、
寺
田
と
Ｍ
Ｍ
Ａ
推

薦
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
マ
ン
デ
ビ
ル
を
割
り
当
て
、
53
号
車

に
は
ジ
ム
・
ダ
ウ
ニ
ン
グ
と
ス
テ
ュ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、

ウ
ォ
ル
ト
・
ボ
ー
レ
ン
と
マ
ン
デ
ビ
ル
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
は
ペ
リ
フ
ェ
ラ
ル
ポ
ー
ト
吸
気
の

12
Ｂ
型
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ト
仕
様
（
東
洋
工
業
で
は
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
が
シ
ン
グ
ル
と
な
っ
た
12
Ａ
型
を

12
Ｂ
型
と
呼
ん
で
い
る
）
で
、
最
高
出
力
は
２
６
５
㎰

で
あ
っ
た
。
78
年
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
の
出
場
台
数
は
67

台
で
、
ト
ッ
プ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
Ｇ
Ｔ
Ｘ
が
27
台
、
排
気

量
２
・
５
ℓ
以
上
の
Ｇ
Ｔ
Ｏ
が
20
台
、
２
・
５
ℓ
未
満

の
Ｇ
Ｔ
Ｕ
が
20
台
。
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス
の
主
要
車
種
は
水

平
対
向
６
気
筒
２
・
０
ℓ
の
ポ
ル
シ
ェ
９
１
１
で
あ
り
、

参
加
Ｇ
Ｔ
Ｕ
の
過
半
数
を
超
え
る
12
台
が
ス
タ
ー
テ
ィ

ン
グ
グ
リ
ッ
ド
に
つ
い
た
。
Ｒ
Ｘ
‐
３
は
マ
ツ
ダ
オ
ー

ト
東
京
の
２
台
の
ほ
か
、
ル
・
マ
ン
に
も
出
場
し
た
こ

と
が
あ
る
Ｚ
＆
Ｗ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
マ
ツ
ダ
オ
ー

ト
山
梨
所
属
の
赤
池
卓
が
乗
る
チ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
い
た
。
予
選
で
は
52
号
車
の
片
山
が
ク

ラ
ス
２
番
手
タ
イ
ム
（
２
分
08
秒
７
７
９
）
を
記
録
し

た
も
の
の
総
合
で
は
28
番
手
で
あ
り
、
53
号
車
は
さ
ら

に
後
方
の
42
番
グ
リ
ッ
ド
か
ら
決
勝
レ
ー
ス
を
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
チ
ー
フ
メ
カ
ニ
ッ
ク
だ
っ
た

田
知
本
は
「
国
内
レ
ー
ス
で
は
１
０
０
０
㎞
レ
ー
ス
を

ノ
ー
ト
ラ
ブ
ル
で
走
り
切
る
実
力
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
４
倍
く
ら
い
の
距
離
は
難
な
く
走
れ
る
だ
ろ
う
」
と

タ
カ
を
括
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
楽
観
視
は
も
ろ

く
も
崩
れ
去
る
こ
と
に
な
る
。

　

決
勝
レ
ー
ス
日
の
２
月
４
日
（
日
）
は
、
ド
ラ
イ
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
が
ら
風
が
強
い
１
日
で
あ
っ
た
。
序

盤
こ
そ
ク
ラ
ス
ト
ッ
プ
の
ポ
ル
シ
ェ
９
１
１
と
首
位
争

い
を
展
開
し
て
い
た
52
号
車
だ
っ
た
が
、
次
第
に
デ
イ

ト
ナ
特
有
の
「
砂
」
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
デ

イ
ト
ナ
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
は
大
西
洋
に
面
し
た
デ
イ
ト

ナ
ビ
ー
チ
か
ら
数
マ
イ
ル
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
強
い

風
に
乗
っ
て
砂
が
レ
ー
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
あ
ち
こ
ち
に
溜

ま
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ク
ラ
ッ
シ
ュ
車
両
か
ら
漏
れ

た
オ
イ
ル
を
マ
ー
シ
ャ
ル
が
路
面
処
理
す
る
際
に
も
砂

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
大
量
の
砂
が
災
い
を
も

た
ら
し
た
。
田
知
本
は
「
コ
ー
ス
を
覆
っ
た
砂
が
速
い

ヘッドライトカバーがダクトテープで固定されているのは、デイトナの飛砂によるヘ
ッドライト破損防止のため。またチンスポイラーのGatoradeロゴはその飛砂で削り取
られた。それもデイトナに参戦して初めて分かったこと。

事前の楽観視はもろくも崩れ去ることになった
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レ
ー
ス
カ
ー
に
巻
き
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
強
い
風
に
よ

っ
て
我
々
の
ク
ル
マ
に
襲
い
か
か
り
ま
し
た
。
砂
に
よ

っ
て
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
な
ん
て
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
経
験
が
な
く
、
想
像
す
ら
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
担
当
の

松
浦
は
「
Ｒ
Ｘ
‐
３
の
ラ
ジ
エ
タ
ー
グ
リ
ル
を
通
し
て

イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
に
導
風
し
て
い
る
の
で
す

1４月12日には、国内で製作されたIMSA GTU仕様
のRX-7が富士スピードウェイでテストされた。2ドラ
イバーはル・マン24時間や富士GC、スーパーツーリ
ングに出場経験のある岡本安弘。3デイトナで得られ
た経験が対策されたエンジンルーム。搭載した12Aは
ウェーバーキャブを装着して250馬力を発生。このマ
シンはRX-7を購入してレースに参加するチーム／ドラ
イバーのためのスポーツキット開発車だった。

北米自動車メディア向け事前発表会にこ
のSA22C型RX-7 IMSA GTUマシンも
展示された。日本のメディアが初めてマ
シンを見たのは78年４月12日の富士ス
ピードウェイ、RX-3でのデイトナ初参戦
から2カ月半後のことだった。

1

2

3
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が
、
エ
ア
フ
ァ
ン
ネ
ル
カ
バ
ー
の
ス
テ
ン
レ
ス
メ
ッ
シ

ュ
の
間
か
ら
さ
ら
に
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
を
通
り
抜
け

た
細
か
い
砂
が
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
に
侵
入
し
、
ロ
ー
タ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
内
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
次

第
に
コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
低
下
に
よ
り
、
始
動
不
良
が

発
生
し
ま
し
た
。
ピ
ッ
ト
レ
ー
ン
を
押
し
が
け
し
て
コ

ー
ス
に
送
り
出
す
こ
と
を
繰
り
返
し
、
つ
い
に
は
ピ
ッ

ト
レ
ー
ン
の
端
ま
で
押
し
て
行
っ
て
も
エ
ン
ジ
ン
は
始

動
し
な
く
な
り
「
万
事
休
す
」
と
途
方
に
暮
れ
て
い
た

ら
、〝
あ
な
た
た
ち
、
ス
ペ
ア
エ
ン
ジ
ン
が
あ
る
な
ら

交
換
し
な
さ
い
よ
〞
と
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
の
方
が
声
を
か

け
て
く
れ
た
の
で
す
」
と
語
る
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
で
は
レ
ー
ス
途
中
の
大
規
模
修
理
は
認
め

ら
れ
て
お
り
、
エ
ン
ジ
ン
交
換
さ
え
も
許
さ
れ
て
い
る
。

松
浦
た
ち
は
３
時
間
近
く
を
か
け
、
決
勝
レ
ー
ス
前
に

交
換
し
た
使
用
済
み
エ
ン
ジ
ン
を
積
み
替
え
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
同
じ
症
状
が
発
生
し
つ
い
に
は
エ

ン
ジ
ン
ブ
ロ
ー
。
リ
タ
イ
ヤ
を
宣
言
す
る
こ
と
に
な
る
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
12
時
間
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
僚
機
53

号
車
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
が
、
な

ん
と
か
総
合
29
位
・
ク
ラ
ス
11
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し

た
。
だ
が
総
合
優
勝
し
た
99
号
車
ブ
ル
モ
ス
ポ
ル
シ
ェ

９
３
５
／
77
Ａ
が
６
８
０
周
４
２
０
２
㎞
を
走
り
切
っ

た
の
に
対
し
、
53
号
車
は
１
８
２
周
遅
れ
の
４
９
８
周

３
０
７
７
㎞
し
か
周
回
で
き
て
い
な
い
。
松
浦
た
ち
は
、

頭
を
抱
え
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

　
社
内
製
作
の
R
X‐
7
が
デ
ビ
ュ
ー

　

１
９
７
８
年
の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
レ
ー
ス
を
経
験
す

る
計
画
と
同
時
進
行
で
、
東
洋
工
業
社
内
で
は
Ｓ
Ａ
22

Ｃ
型
Ｒ
Ｘ
‐
７
レ
ー
ス
デ
ビ
ュ
ー
カ
ー
の
製
作
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
車
両
規
定
に
合
わ
せ
て

試
作
部
門
で
は
フ
ロ
ン
ト
エ
ア
ダ
ム
ス
カ
ー
ト
、
リ
ヤ

179年デイトナ24時間の事前テスト、ピットで出走を待つ77号車。2コクピット内のバケットシートなどは、マツダのスポーツキットと
して市販されたもの。3デイトナの砂対策がほどこされたエンジンルーム。

同時進行で新型RX-7の開発もスタートしていた

1

3 2

写真／MAX PRESS
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ス
ポ
イ
ラ
ー
、
オ
ー
バ
ー
フ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
ボ
デ
ィ

パ
ー
ツ
が
成
形
さ
れ
、
テ
ス
ト
カ
ー
に
は
フ
ァ
ブ
リ
ケ

ー
タ
ー
に
よ
っ
て
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
が
組
み
込
ま
れ
て
い

く
。
こ
れ
ら
は
北
米
の
レ
ー
ス
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
す
る

ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ト
と
し
て
設
定
す
る
も
の
だ
。
さ
ら
に

デ
イ
ト
ナ
24
時
間
に
向
け
た
特
別
装
備
と
し
て
、
前
後

ブ
レ
ー
キ
に
強
化
品
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

フ
ロ
ン
ト
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
タ
ー
は
２
５
０
㎜
径
ベ
ン

チ
レ
ー
テ
ッ
ド
に
改
め
ら
れ
、
リ
ヤ
の
標
準
ド
ラ
ム
ブ

レ
ー
キ
も
２
２
０
㎜
径
ソ
リ
ッ
ド
デ
ィ
ス
ク
が
採
用
さ

れ
た
。
当
時
の
デ
イ
ト
ナ
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
は
全
長
６

片山義美、寺田陽次郎、従野孝司という日本人トリオで79年のデイトナ24時間に出場した７号車は617周、3813㎞を走破し総合５位、GTUクラスで優勝した。

レース終了後、優勝マシンを囲んでの記念撮影。前年に比べてもマシンにはほとんど傷が見当たらない。

写真／MAX PRESS
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・
18
㎞
の
約
70
％
が
オ
ー
バ
ル
ト
ラ
ッ
ク
で
、
５
速
全

開
か
ら
フ
ル
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
で
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
コ
ー

ス
に
進
入
す
る
た
め
、
24
時
間
レ
ー
ス
で
は
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク

ラ
ス
で
も
６
０
０
周
・
６
０
０
回
以
上
ハ
ー
ド
ブ
レ
ー

キ
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

　
78
年
３
月
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
新
車
発
表
会
に
は
、
こ
れ
ら

の
特
別
装
備
に
加
え
て
レ
ー
ス
用
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
と

幅
広
タ
イ
ヤ
が
組
み
込
ま
れ
た
レ
ー
ス
仕
様
車
が
展
示

さ
れ
話
題
と
な
っ
た
。
空
力
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
共
に
開
発

し
た
エ
ア
ロ
デ
バ
イ
ス
と
特
徴
的
な
ス
ト
ラ
イ
プ
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
デ
ザ
イ
ン
部
の
小
野
隆
は
、「
新
車
発
表

時
に
レ
ー
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
同
時
発
表
す
る
な
ん
て
、

ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ら
し
い
デ
ビ
ュ
ー
で
は
な
い
か
」

と
回
顧
し
て
い
る
。

　
新
車
発
表
の
の
ち
、
４
月
に
は
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ

イ
に
て
テ
ス
ト
走
行
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に

は
、
す
で
に
Ｒ
Ｘ
‐
３
で
参
戦
し
た
デ
イ
ト
ナ
の
経
験

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
松
浦
は
「
帰
国
後
す
ぐ
に
デ

イ
ト
ナ
で
起
き
た
こ
と
を
報
告
し
、
材
料
研
究
部
で
は

ア
ペ
ッ
ク
ス
シ
ー
ル
の
素
材
変
更
を
検
討
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
信
頼
性
が
第
一
な
の
で
厚
み
は
６
㎜
の
ま
ま

で
、
耐
摩
耗
性
の
高
い
素
材
が
必
要
と
お
願
い
し
ま
し

た
。
ま
た
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
内
の
エ
ア
フ
ィ

ル
タ
ー
も
二
重
構
造
と
し
、
ピ
ッ
ト
イ
ン
時
に
外
側
の

オ
イ
ル
を
湿
ら
せ
た
エ
レ
メ
ン
ト
を
交
換
し
て
目
詰
ま

り
を
予
防
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
エ
ン
ジ
ン

を
交
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
に
備
え
、
い
か
に
ア
ッ

セ
ン
ブ
リ
ー
交
換
を
素
早
く
す
る
か
が
課
題
だ
と
考
え

ら
れ
た
た
め
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
内
補
機
類
の
配
置
を

考
え
、
水
経
路
や
オ
イ
ル
配
管
な
ど
も
ク
イ
ッ
ク
に
差

し
替
え
ら
れ
る
よ
う
改
良
を
施
し
て
い
ま
す
。
最
終
的

に
は
25
分
で
交
換
作
業
を
完
了
で
き
る
よ
う
、
載
せ
替

え
練
習
を
繰
り
返
し
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｇ
Ｔ
Ｕ
仕
様
Ｒ
Ｘ
‐
７

の
国
内
開
発
テ
ス
ト
は
10
月
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

　新
型
Ｒ
Ｘ
‐
７
デ
イ
ト
ナ
へ

　
79
年
の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
レ
ー
ス
に
向
け
社
内
で
製

作
さ
れ
た
３
台
の
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｇ
Ｔ
Ｕ
仕
様
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
、

78
年
12
月
に
は
フ
ロ
リ
ダ
州
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ビ
ル
に
向
け

て
輸
送
さ
れ
た
。
デ
イ
ト
ナ
以
後
は
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
タ
ー
で
あ
る
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
北
米
マ
ツ
ダ
）
主
導

で
現
地
チ
ー
ム
が
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
レ
ー
ス
を
戦
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
レ
ー
ス
に
は
広
島
か
ら
岩
見
マ
ネ
ー
ジ
ャ

左から寺田、片山、岩見、従野。79年
デイトナ24時間のクラス優勝はニュー
マシンRX-7の門出に華を添えることと
なった。北米ユーザーに向けたアピー
ルは十分なものだった。

2013年のデイトナ24時間でロジャー・マンデビル（写真左）に招
待されデイトナを訪れた寺田陽次郎。

ボーレン、ダウニング、マンデビルの77号車は615周、3800㎞を走破し総合６位に。

心配されたエンジントラブルは、まったくその予兆もなかった

写真／MAX PRESS

2013年のデイトナ24時間に参加した寺田陽次郎は、ロジャー・マ
ンデビル（写真左）と久しぶりの再会を果たした。
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ー
率
い
る
シ
ャ
シ
ー
実
研
グ
ル
ー
プ
数
名
、
松
浦
お
よ

び
同
じ
エ
ン
ジ
ン
先
行
開
発
グ
ル
ー
プ
の
助
っ
人
１
名

が
渡
米
し
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ビ
ル
の
マ
ツ
ダ
テ
ク
ニ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
か
ら
関
田
克
己
ら
数
人
の
ヘ
ル
パ
ー
を
迎
え

入
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
レ
ー
ス
チ
ー
ム
運
営
の
ほ
か
、

Ｍ
Ｍ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
や
有
力
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
チ
ー
ム
に

対
し
て
Ｒ
Ｅ
車
お
よ
び
Ｒ
Ｘ
‐
７
レ
ー
ス
仕
様
車
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
指
導
す
る
役
割
も
あ
っ
た
。
関
田
は

当
時
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
駐
在
員
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に

本
社
Ｒ
Ｅ
実
研
部
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
ベ
ル
ギ
ー
の
マ

ツ
ダ
ラ
リ
ー
チ
ー
ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
編
成
は
７
号
車
に
片
山
／
寺
田

／
従
野
の
日
本
人
ト
リ
オ
を
、
77
号
車
に
は
前
年
も
参

加
し
た
ボ
ー
レ
ン
／
ダ
ウ
ニ
ン
グ
／
マ
ン
デ
ビ
ル
の
３

名
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。
３
台
目
は
、
ス
ペ
ア
カ

ー
（
Ｔ
カ
ー
）
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
年
の
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
開
幕
戦
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
に
は

Ｆ
Ｉ
Ａ
メ
イ
ク
ス
選
手
権
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
ポ
ル

シ
ェ
を
使
う
有
力
チ
ー
ム
勢
が
Ｇ
Ｔ
Ｘ
ク
ラ
ス
に
９
３

５
／
79
や
９
３
５
／
77
を
、
Ｇ
Ｔ
Ｏ
ク
ラ
ス
に
は
カ
レ

ラ
Ｒ
Ｓ
Ｒ
、
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス
に
９
１
１
な
ど
を
投
入
。

フ
ェ
ラ
ー
リ
や
Ｂ
Ｍ
Ｗ
も
準
ワ
ー
ク
ス
ク
ラ
ス
の
マ
シ

ン
を
送
り
込
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ダ
ッ
ト
サ
ン
２
４

０
Ｚ
や
コ
ル
ベ
ッ
ト
、
カ
マ
ロ
な
ど
の
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
常
連

マ
シ
ン
も
多
数
勢
揃
い
し
た
。
話
題
性
の
高
い
Ｒ
Ｘ
‐

７
を
２
台
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
マ
ツ
ダ
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
チ
ー
ム
が
有
力
チ
ー
ム
か
ら
は
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
チ

ー
ム
と
し
て
見
な
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　

公
式
予
選
で
は
、
７
号
車
は
片
山
が
２
分
05
秒
９
５

５
を
記
録
し
て
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ト
ッ
プ
、
77
号
車
も
ボ
ー
レ
ン

の
ア
タ
ッ
ク
で
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス
２
番
手
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

得
た
が
、
総
合
で
は
出
走
67
台
中
32
番
手
、
34
番
手
グ

リ
ッ
ド
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
気
温
は
低
め
な
が
ら
ド

ラ
イ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
２
月
３
日
（
土
）
の
レ
ー
ス

ス
タ
ー
ト
時
刻
を
迎
え
た
。

　
前
年
の
苦
戦
が
嘘
の
よ
う
な
快
走

　

作
戦
で
は
7
号
車
が
８
５
０
０
回
転
シ
フ
ト
で
序
盤

か
ら
攻
め
る
走
り
、
77
号
車
は
抑
え
気
味
に
や
や
保
守

的
な
レ
ー
ス
運
び
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
レ
ー

ス
は
序
盤
か
ら
強
豪
ポ
ル
シ
ェ
９
３
５
勢
の
争
い
が
続

き
、
速
さ
で
は
引
け
を
取
ら
な
か
っ
た
フ
ァ
ラ
ー
リ
５

１
２
Ｂ
Ｂ
が
バ
ン
ク
で
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
て
赤
旗
中
断
。

そ
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
は
タ
イ
ヤ
が
原
因
と
見
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
後
も
う
一
台
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
５
１
２
Ｂ
Ｂ

も
レ
ー
ス
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
波
乱

と
は
裏
腹
に
、
２
台
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
快
調
に
周
回
を
刻

み
続
け
た
。
日
本
人
組
は
３
時
間
交
代
で
片
山
、
従
野
、

寺
田
と
繋
い
で
い
く
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
ス
タ
ー
ト

担
当
の
片
山
は
３
時
間
後
に
は
ト
ッ
プ
10
ま
で
順
位
を

上
げ
て
従
野
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
し
か
し
そ
の
後
タ
イ

ヤ
が
パ
ン
ク
し
、
あ
わ
や
と
い
う
場
面
も
あ
っ
た
が
ダ

メ
ー
ジ
は
な
く
、
従
野
は
タ
イ
ヤ
交
換
の
後
も
レ
ー
ス

を
続
行
し
た
。
そ
の
他
に
も
計
算
よ
り
ブ
レ
ー
キ
パ
ッ

ド
の
摩
耗
が
早
く
交
換
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ
た
こ
と
、

燃
料
の
違
い
か
ら
か
フ
ュ
ー
エ
ル
ポ
ン
プ
に
不
具
合
が

発
生
し
て
交
換
し
た
こ
と
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
深
夜
に
は
、
一
時
的
に
77
号
車
と
と
も
に
総

合
3
位
・
4
位
を
走
る
好
走
を
見
せ
た
。

　

明
け
方
に
雨
が
降
っ
て
各
車
が
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
す
る

な
か
片
山
は
ド
ラ
イ
と
同
等
の
タ
イ
ム
で
周
回
し
、
こ

こ
で
も
順
位
を
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
し

て
二
日
目
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
の
ち
、
最
終
ラ
ン
ナ
ー

の
寺
田
が
7
号
車
に
、
77
号
車
に
は
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
乗

り
、
２
台
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
に
導

い
た
。
心
配
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き
ず
、

ま
っ
た
く
そ
の
予
兆
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
７
号
車
は

６
１
７
周
を
、
77
号
車
は
６
１
５
周
を
走
破
。
と
も
に

前
年
の
Ｒ
Ｘ
‐
３
よ
り
７
３
０
㎞
以
上
多
く
走
っ
た
。

　

岩
見
や
松
浦
が
背
負
っ
た
使
命
は
果
た
さ
れ
、
見
事

に
初
代
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
鮮
烈
な
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
デ
ビ
ュ
ー
ウ
イ

ン
を
飾
っ
た
の
だ
っ
た
。 

f

（右）1978-79年のデイトナ24時間だけで
はなく、レーシングロータリーを知る数少
ない証人である松浦国夫。（左）小野隆は、
RX-7の生産車デザインとともにIMSA用マ
シンの空力パーツを開発していた。
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ル・マン24時間レースに挑んだRX-7

栄光への先駆け
1978年に発売されたRX-7は、翌年マツダオート東京の手によって

初めてル・マン24時間レースに挑んだ。初陣は惨敗を喫したが
IMSA GTXクラスでの３回に及んだ出走とそこで積み重ねた経験は

その後の総合優勝を狙う戦いへの、大きな足がかりとなった
Text/Makoto Ogushi  Photos/Motorsport Images, SAN-EI  Illustrations/Takashi Jufuku   

Challenging the Le Mans
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マ
ツ
ダ
が
ル
・
マ
ン
24
時
間
レ
ー
ス
の
本
格
的
な
参

戦
に
踏
み
切
っ
た
の
は
１
９
７
９
年
の
こ
と
。
前
年
に

サ
バ
ン
ナ
Ｒ
Ｘ
‐
７
（
Ｓ
Ａ
22
Ｃ
）
が
発
売
さ
れ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
体
は
大

橋
孝
至
率
い
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
チ
ー
ム
で
あ
る
マ
ツ
ダ
オ

ー
ト
東
京
が
担
当
し
た
。
Ｒ
Ｘ
‐
７
に
よ
る
ル
・
マ
ン

参
戦
に
あ
た
っ
て
マ
ツ
ダ
が
選
ん
だ
の
は
ア
メ
リ
カ
で

開
催
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
、
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
Ｇ
Ｔ

Ｘ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
78
年
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ａ
の
グ

ル
ー
プ
５
規
定
、
い
わ
ゆ
る
シ
ル
エ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
規
定
に
基
づ
い
て
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
が
独
自
に
設
け
た
ク
ラ

ス
で
あ
り
、
ル
・
マ
ン
24
時
間
レ
ー
ス
を
運
営
す
る
Ａ

Ｃ
Ｏ
は
78
年
か
ら
Ｇ
Ｔ
Ｘ
ク
ラ
ス
を
受
け
入
れ
て
い
た
。

小
排
気
量
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
量
産
車

を
ベ
ー
ス
に
ル
・
マ
ン
24
時
間
を
戦
お
う
と
す
る
マ
ツ

ダ
に
と
っ
て
は
適
し
た
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
こ
う
し
て
Ｉ

Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｇ
Ｔ
Ｘ
ク
ラ
ス
向
け
に
開
発
さ
れ
た
の
が
マ

ツ
ダ
Ｒ
Ｘ
‐
７ 

２
５
２
ｉ
で
あ
っ
た
。

ポ
ル
シ
ェ
を
手
本
に

　

２
５
２
ｉ
と
い
う
車
名
は
、
通
常
の
ツ
ー
リ
ン
グ
カ

ー
分
類
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
「
２
」
に
大
幅
改
造
を
加
え

グ
ル
ー
プ
「
５
」
へ
改
造
し
た
車
両
の
「
２
」
代
目
と

い
う
意
味
で
、
１
代
目
は
77
年
、
サ
バ
ン
ナ
Ｒ
Ｘ
‐
３

を
ベ
ー
ス
に
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
が
開
発
、
２
戦
の
み

国
内
レ
ー
ス
に
参
戦
し
た
車
両
だ
。

　

Ｆ
Ｉ
Ａ
グ
ル
ー
プ
５
規
定
は
シ
ル
エ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ミ

ュ
ラ
規
定
と
異
名
を
と
る
よ
う
に
、
ル
ー
フ
や
ボ
ン
ネ

ッ
ト
な
ど
ボ
デ
ィ
外
板
の
投
影
形
状
や
エ
ン
ジ
ン
の
搭

載
位
置
、
シ
リ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

形
式
を
市
販
車
か
ら
引
き
継
げ
ば
大
幅
な
改
造
が
可
能

と
い
う
、
か
な
り
自
由
な
内
容
で
あ
っ
た
。
２
５
２
ｉ

は
２
５
１
よ
り
は
る
か
に
シ
ル
エ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

化
が
進
ん
だ
車
両
と
な
っ
て
い
た
が
、
フ
レ
ー
ム
に
関

し
て
は
規
定
で
許
さ
れ
た
大
幅
な
改
変
は
行
な
わ
れ
ず

一
般
的
な
剛
性
強
化
を
行
な
っ
た
程
度
。
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
も
フ
ロ
ン
ト
／
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
ス
ト
ラ
ッ
ト
、

リ
ヤ
／
４
リ
ン
ク
＋
ワ
ッ
ト
リ
ン
ク
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ

ル
形
式
を
引
き
継
い
で
い
た
も
の
の
前
後
と
も
新
設
計

の
全
浮
動
式
ハ
ブ
に
交
換
、
車
軸
に
対
す
る
負
荷
を
減

ら
す
「
ル
・
マ
ン
向
け
」
チ
ュ
ー
ン
は
施
さ
れ
た
。

エンジン 13B
排気量 654㏄×２ローター
最大出力 285ps
全長 4850㎜
全幅 1825㎜
ホイールベース 2420㎜

252i (1979)

ル・マンの地に初めて乗
り込んだRX-7 252i。初
めての挑戦は、予選から
トラブルの連続。決勝グ
リッドにたどり着けずに
終わってしまった。

当時最強のグループ５マシン
だったポルシェ935/78をモ
チーフとしたスタイルの252i
は由良拓也によるデザイン。
エンジンは富士GCで実績の
ある13Bを搭載した。
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エ
ン
ジ
ン
は
市
販
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
12
Ａ
に
対
し
、
２
ロ

ー
タ
ー
ペ
リ
フ
ェ
ラ
ル
ポ
ー
ト
＆
ド
ラ
イ
サ
ン
プ
化
し

た
13
Ｂ
エ
ン
ジ
ン
に
換
装
さ
れ
、
さ
ら
に
ク
ー
ゲ
ル
フ

ィ
ッ
シ
ャ
ー
製
の
機
械
式
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
が
組
み

込
ま
れ
た
。
２
５
２
ｉ
の
ｉ
は
こ
の
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
を
意
味
す
る
文
字
で
あ
る
。
こ
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
富

士
グ
ラ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
リ
ー
ズ
で
活
躍
し
実
績
を

残
し
て
い
た
。

　

耐
久
レ
ー
ス
仕
様
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
施
さ
れ
た
エ

ン
ジ
ン
は
２
８
０
㎰
を
発
揮
す
る
と
発
表
さ
れ
た
。
同

じ
ク
ラ
ス
で
戦
う
こ
と
に
な
る
ポ
ル
シ
ェ
９
３
５
Ｋ
３

や
フ
ェ
ラ
ー
リ
５
１
２
Ｂ
Ｂ 

Ｌ
Ｍ
な
ど
に
比
べ
れ
ば

あ
ま
り
に
も
小
排
気
量
で
非
力
だ
が
、
マ
ツ
ダ
と
し
て

は
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
の
耐
久
性
を
武
器
に
対
抗
で

き
る
と
考
え
て
い
た
。

　

オ
ー
バ
ー
フ
ェ
ン
ダ
ー
一
体
式
の
フ
ロ
ン
ト
カ
ウ
ル

と
ウ
イ
ン
グ
付
き
の
リ
ヤ
カ
ウ
ル
は
、
そ
れ
ま
で
純
レ

ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
で
成
功
を
収
め
て
い
た
ム

ー
ン
ク
ラ
フ
ト
の
由
良
拓
也
が
担
当
し
た
。

「
あ
の
頃
は
ま
だ
そ
ん
な
に
ク
ル
マ
（
の
空
力
）
を
わ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
ど
う
や
っ
て
い
い
か
わ
か
ら

ず
、
風
洞
実
験
も
せ
ず
、
と
り
あ
え
ず
ポ
ル
シ
ェ
っ
ぽ

く
作
れ
ば
い
い
か
な
と
い
う
感
じ
で
作
り
ま
し
た
か
ら

苦
労
も
何
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
由
良
は
ポ
ル
シ
ェ

を
模
倣
し
た
こ
と
を
認
め
る
。

　

由
良
が
お
手
本
に
し
た
の
が
前
年
の
ル
・
マ
ン
24
時

間
に
現
れ
た
ポ
ル
シ
ェ
９
３
５
／
78
で
あ
る
こ
と
は
あ

き
ら
か
だ
。〝
モ
ビ
ー
デ
ィ
ッ
ク
〞
と
呼
ば
れ
た
こ
の

車
両
の
ボ
デ
ィ
は
ノ
ー
ズ
と
テ
ー
ル
を
延
長
し
て
車
幅

を
拡
大
し
、
グ
ル
ー
プ
５
規
定
の
解
釈
と
し
て
当
時
ひ

と
つ
の
完
成
形
で
あ
っ
た
。グ
ル
ー
プ
５
規
定
で
は「
ベ

ー
ス
車
両
の
ボ
デ
ィ
形
状
を
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
光
学
的
に
投
影
し
た
外
形
形

状
を
維
持
す
る
限
り
、
空
力
付
加
物
の
取
り
付
け
は
許

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
ポ
ル
シ
ェ
は
ベ
ー
ス
車
両
の
ボ

デ
ィ
を
残
し
、
そ
れ
を
覆
う
か
た
ち
で
「
空
力
付
加
物

と
し
て
」
カ
ウ
ル
を
か
ぶ
せ
、
ロ
ン
グ
ノ
ー
ズ
＆
ロ
ン

グ
テ
ー
ル
化
を
合
法
的
に
実
現
し
て
い
た
の
だ
。

　

前
年
に
市
販
さ
れ
た
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
北
米
で
「
プ
ア
マ

ン
ズ
ポ
ル
シ
ェ
」
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
２

５
２
ｉ
が
控
え
め
な
が
ら
〝
ポ
ル
シ
ェ
コ
ピ
ー
〞
と
な

っ
た
の
も
、
当
時
の
国
内
自
動
車
技
術
が
先
進
的
な
ポ

ル
シ
ェ
を
追
い
か
け
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
不
思
議
は
な
い
。
完
成
し
た
２
５
２
ｉ
は
国
内
レ
ー

ス
で
実
戦
テ
ス
ト
を
行
な
っ
た
後
、
６
月
の
ル
・
マ
ン

24
時
間
本
番
に
臨
ん
だ
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
か
つ
て
ロ

ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
ル
・
マ
ン
を
走
っ
た
経

験
の
あ
る
生
沢
徹
と
寺
田
陽
次
郎
に
加
え
、
フ
ラ
ン
ス

・
マ
ツ
ダ
の
推
薦
を
受
け
た
ク
ロ
ー
ド
・
ブ
シ
ェ
と
い

う
ト
リ
オ
が
組
ま
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
現
場
で
は
ギ
ヤ
が
合
わ
な
か
っ
た
り
イ
ン

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
が
不
調
だ
っ
た
り
と
経
験
不
足
が
露
呈

し
た
う
え
天
候
に
も
恵
ま
れ
ず
、
さ
ら
に
生
沢
が
体
調

を
崩
し
、
ブ
シ
ェ
は
経
験
不
足
で
タ
イ
ム
が
伸
び
な
か

っ
た
う
え
公
式
予
選
通
過
タ
イ
ム
に
関
す
る
認
識
も
Ａ

1980年はマツダスピードは不出場。しかしアメリカのZ&Wエンタープライズから12A
搭載のRX-7が出走し、総合21位でマツダ車としての初完走を記録している。

マツダスピード再挑戦の1981年は本場のノウハウを学
ぶためTWRとジョイントしての参戦。253を投入したが、
寺田と鮒子田の日本人コンビにイギリスのパーシーが加
わった38号車はわずか25周でリタイアとなった。
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Ｃ
Ｏ
と
チ
ー
ム
の
間
に
齟
齬
が
あ
っ
て
、
寺
田
が
土
壇

場
で
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
を
行
な
っ
た
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ラ
イ
ン
手
前
で
エ
ン
ジ
ン
が
ブ
ロ
ー
し
て
結
局
予
選
落

ち
を
喫
す
る
な
ど
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
の
状
態
の
ま
ま

終
わ
っ
て
し
ま
う
。

　

だ
が
、
当
時
大
橋
は
「
生
産
車
ベ
ー
ス
と
し
て
は
そ

れ
な
り
の
仕
上
が
り
に
は
な
っ
て
い
て
全
体
の
レ
ベ
ル

の
真
ん
中
よ
り
少
し
下
か
な
と
思
っ
て
い
た
。
ポ
ル
シ

ェ
も
９
３
５
は
と
も
か
く
カ
レ
ラ
よ
り
は
速
い
と
感
じ

た
。
あ
と
は
耐
久
性
で
勝
負
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
壊
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
手
応
え
を
語
っ
て
い
る
。

初
決
勝
は
無
念
の
結
果

　

79
年
、
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
を
基
盤
に
設
立
さ
れ
た

マ
ツ
ダ
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
専
門
会
社
マ
ツ
ダ
ス
ピ

ー
ド
は
、
２
年
後
の
81
年
、
２
５
２
ｉ
の
正
常
進
化
モ

デ
ル
、
サ
バ
ン
ナ
Ｒ
Ｘ
‐
７ 

２
５
３
を
開
発
し
て
再

び
ル
・
マ
ン
へ
向
か
っ
た
。
２
５
３
は
、
２
年
間
の
開

発
期
間
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
基
本
的
に
は
２
５

２
ｉ
を
引
き
継
い
だ
改
良
型
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
２
５
２
ｉ
が
ラ
イ
バ
ル
に
遜
色
な
い
コ
ー
ナ

リ
ン
グ
速
度
を
示
し
た
の
に
対
し
ユ
ノ
デ
ィ
エ
ー
ル
で

の
ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
が
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、

リ
ヤ
ウ
イ
ン
グ
を
廃
し
て
ダ
ッ
ク
テ
ー
ル
と
す
る
一
方
、

オ
ー
バ
ー
フ
ェ
ン
ダ
ー
を
ス
リ
ム
に
す
る
改
良
が
加
え

ら
れ
た
。
ま
た
、
ド
ア
下
に
は
フ
ロ
ン
ト
フ
ェ
ン
ダ
ー

か
ら
リ
ヤ
フ
ェ
ン
ダ
ー
へ
つ
な
が
る
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ

が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
Ｃ
Ｄ
値
は
０
・
42
か
ら

０
・
39
へ
改
善
し
た
。
タ
イ
ヤ
は
前
後
15
イ
ン
チ
か
ら

前
後
16
イ
ン
チ
へ
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
に
伴
い
リ

ヤ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ダ
ン
パ
ー
マ
ウ
ン
ト
位
置
を
変

更
し
て
ジ
オ
メ
ト
リ
ー
を
最
適
化
す
る
な
ど
の
改
良
や

エンジン 13B
排気量 654㏄×２ローター
最大出力 300ps
全長 4850㎜
全幅 1895㎜
ホイールベース 2420㎜

253 (1981)

ウォーキンショー、生沢、ロベットが
駆る37号車はレース半ばの12時間ま
で到達したが、クラッチトラブルでリ
タイア。目標の完走はならなかった。

直線スピードを向上させるため、
リヤウイングを廃してダックテー
ルボディを採用したのが253の特
徴。13Bエンジンも若干のパワー
アップを果たしている。
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軽
量
化
も
行
な
わ
れ
た
。

　

エ
ン
ジ
ン
に
関
し
て
は
マ
ツ
ダ
本
社
か
ら
供
給
さ
れ

た
ワ
ー
ク
ス
チ
ュ
ー
ン
の
13
Ｂ
が
搭
載
さ
れ
た
。
ま
た

前
回
の
ル
・
マ
ン
挑
戦
時
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
苦
し
ん
だ

機
械
式
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
に
換
え
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
48

ダ
ウ
ン
ド
ラ
フ
ト
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
を
装
着
、
耐
久
性
を

中
心
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
や
り
直
し
な
が
ら
パ
ワ
ー
は

３
０
０
㎰
へ
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
年
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
は
燃
料
タ
ン
ク
容
量
を
一
律
１
２

０
ℓ
に
制
限
し
た
。
こ
れ
は
ポ
ル
シ
ェ
よ
り
燃
費
の
良

い
Ｒ
Ｘ
‐
７
に
有
利
な
規
則
変
更
で
あ
っ
た
。
エ
ン
ジ

ン
パ
ワ
ー
は
相
変
わ
ら
ず
非
力
で
は
あ
っ
た
が
、
24
時

間
走
る
と
ポ
ル
シ
ェ
よ
り
ピ
ッ
ト
ス
ト
ッ
プ
回
数
を
大

幅
に
減
ら
せ
る
計
算
と
な
る
た
め
、
チ
ー
ム
と
し
て
は

完
走
で
き
れ
ば
総
合
10
位
が
狙
え
る
と
目
論
ん
で
い
た
。

車
両
に
は
大
き
な
改
良
が
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
79

年
の
現
場
で
チ
ー
ム
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
混
乱
が
あ
り

レ
ー
ス
の
足
を
引
っ
張
っ
た
面
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮

し
、
大
橋
は
チ
ー
ム
体
制
を
大
き
く
変
え
、
イ
ギ
リ
ス

の
ト
ム
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
・
レ
ー
シ
ン
グ
と
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
体
制
構
築
に
踏
み
切
っ
て
Ｒ
Ｘ
‐
７
に
と
っ

て
２
回
目
の
ル
・
マ
ン
に
備
え
た
。

　

本
番
で
は
ウ
ィ
ン
・
パ
ー
シ
ー
／
寺
田
／
鮒
子
田
寛

組
が
50
位
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
／
生
沢
／
ピ
ー
タ
ー

・
ロ
ベ
ッ
ト
組
が
54
位
で
２
台
と
も
に
予
選
通
過
を
果

た
し
た
。

　

し
か
し
決
勝
で
は
ス
タ
ー
ト
し
て
わ
ず
か
２
時
間
で

パ
ー
シ
ー
／
寺
田
／
鮒
子
田
組
が
デ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル

ピ
ニ
オ
ン
を
壊
し
て
25
周
を
走
っ
た
だ
け
で
リ
タ
イ
ア

し
て
し
ま
っ
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
／
生
沢
／
ロ
ベ

ッ
ト
組
は
そ
の
後
も
順
調
に
周
回
を
重
ね
チ
ー
ム
の
期

待
ど
お
り
順
位
を
上
げ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
後
オ
イ
ル

洩
れ
と
ブ
レ
ー
キ
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
、
ピ
ッ
ト
で
１
時

間
以
上
に
わ
た
る
修
復
作
業
を
強
い
ら
れ
た
後
、
レ
ー

ス
に
復
帰
し
た
も
の
の
今
度
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ケ
ー
ス
に

ひ
び
割
れ
が
起
き
て
ピ
ッ
ト
イ
ン
、
そ
の
ま
ま
１
０
７

RX-7ベースの車体を使った
最後のル・マンとなった1982
年もマツダスピード＋TWR
体制での参戦。マシンはボデ
ィスタイルを一新した縦目の
254に進化していた。
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３度目の正直となる82年のル・マンは、グループＣへの
ステップアップを期すマツダスピードにとって正念場だった
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縦置きヘッドライト付きの新ノーズ、２重ルーフのリヤ処理とウイングの復活、ワイドボディ化などで究極のRX-7
となった254。しかし写真のウォーキンショー／ロベット／ニコルソンの83号車はエンジントラブルに泣く。

周
で
リ
タ
イ
ア
、
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
の
音
は
止
ま

っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
も
や
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
ル
・
マ
ン
完

走
は
な
ら
な
か
っ
た
。

Ｒ
Ｘ
‐
７
の
集
大
成
と
な
っ
た
82
年

　

３
度
目
の
正
直
と
な
る
82
年
の
ル
・
マ
ン
は
、
将
来

の
グ
ル
ー
プ
Ｃ
ク
ラ
ス
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
期
す

マ
ツ
ダ
ス
ピ
ー
ド
に
と
っ
て
は
正
念
場
だ
っ
た
。
当
然
、

マ
シ
ン
作
り
に
も
力
が
入
っ
た
。
最
も
大
き
な
差
異
は

そ
の
ボ
デ
ィ
に
見
て
取
れ
る
。
丸
み
を
帯
び
た
ノ
ー
ズ

に
は
従
来
バ
ン
パ
ー
内
に
横
置
き
さ
れ
て
い
た
前
照
灯

が
縦
置
き
で
組
み
込
ま
れ
た
。
前
照
灯
を
低
い
位
置
に

横
置
き
す
れ
ば
霧
の
乱
反
射
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
寺
田
は
「
低
い
位
置
か
ら
照
ら
す
と
路
面
の
起
伏

に
陰
が
で
き
て
レ
ー
ス
中
の
視
認
性
が
悪
く
な
る
」
と

も
言
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
フ
ロ
ン
ト
イ
ン
テ

ー
ク
の
面
積
を
拡
大
し
て
冷
却
効
率
を
上
げ
る
こ
と
も

で
き
る
こ
と
か
ら
前
照
灯
の
縦
置
き
レ
イ
ア
ウ
ト
が
選

ば
れ
た
模
様
だ
。

　

ま
た
ル
ー
フ
は
リ
ヤ
エ
ン
ド
に
向
け
て
緩
い
角
度
で

下
が
っ
て
い
き
、
そ
の
先
に
ハ
イ
マ
ウ
ン
ト
の
リ
ヤ
ウ

イ
ン
グ
が
復
活
し
た
。
２
５
３
で
リ
ヤ
ウ
イ
ン
グ
が
使

わ
れ
な
か
っ
た
の
は
空
気
抵
抗
を
低
減
す
る
た
め
だ
っ

た
が
、
２
５
４
で
は
ル
ー
フ
形
状
を
変
更
し
て
空
気
の

流
れ
を
改
善
で
き
た
た
め
ウ
イ
ン
グ
も
浅
い
角
度
で
機

能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
さ
ら
に
リ
ヤ
の
オ
ー
バ

ー
フ
ェ
ン
ダ
ー
前
、
ド
ア
後
部
に
は
オ
ー
バ
ー
フ
ェ
ン

ダ
ー
の
曲
面
に
つ
な
が
る
取
り
外
し
可
能
な
バ
ル
ジ
も

設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
は
徹
底
的
な
空
気

抵
抗
低
減
に
よ
り
空
力
効
果
を
効
率
良
く
引
き
出
す
た

め
の
工
夫
で
、
Ｃ
Ｄ
値
は
０
・
39
か
ら
０
・
35
へ
と
さ

ら
に
向
上
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
一
番
頑
張
っ
て
作
っ
た
の
は
２
５
４
で
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ヤ
ガ
ラ
ス
ハ
ッ
チ
の
上
に
ア
ク
リ
ル

の
ル
ー
フ
を
置
い
て
、
空
気
の
流
れ
を
変
え
ま
し
た
。

ル
ー
フ
は
２
重
に
な
っ
て
い
て
内
側
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ル
ー
フ
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ル
シ
ェ
が
同
じ
こ
と

や
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
デ
ザ
イ

ン
で
す
」
と
由
良
は
言
う
。
空
気
抵
抗
低
減
の
過
程
で

は
、
リ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
ア
ー
チ
を
パ
ネ
ル
で
塞
ぐ
ホ
イ
ー

ル
カ
バ
ー
も
テ
ス
ト
さ
れ
た
が
採
用
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

シ
ャ
シ
ー
面
で
は
軽
量
化
を
進
め
る
一
方
、
さ
ら
な

る
補
強
が
加
え
ら
れ
高
剛
性
化
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
ホ

イ
ー
ル
は
前
16
イ
ン
チ
／
後
19
イ
ン
チ
へ
拡
大
さ
れ
て

い
る
。
寺
田
は
「
２
５
４
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
は
快
適
だ

っ
た
」
と
感
想
を
残
し
て
い
る
。

　

エ
ン
ジ
ン
は
２
５
３
に
引
き
続
き
マ
ツ
ダ
の
ワ
ー
ク

ス
チ
ュ
ー
ン
だ
っ
た
が
、
予
選
用
で
は
パ
ワ
ー
重
視
の

ク
ー
ゲ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
製
メ
カ
ニ
カ
ル
イ
ン
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
仕
様
、
決
勝
で
は
燃
費
重
視
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
製

キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
仕
様
が
用
い
ら
れ
た
。

　

ル
・
マ
ン
で
は
寺
田
／
従
野
孝
司
／
ア
ラ
ン
・
モ
フ

ァ
ッ
ト
組
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
／
ロ
ベ
ッ
ト
／
チ
ャ

ッ
ク
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
組
の
２
台
が
出
走
。
満
を
持
し
て

臨
ん
だ
３
回
目
の
ル
・
マ
ン
だ
っ
た
が
公
式
予
選
で
は

ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
タ
イ
ム
が
上
が
ら
ず
、
か
ろ
う
じ

て
寺
田
組
が
50
位
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
組
が
53
位
で

予
選
を
通
過
し
た
。

　

決
勝
で
は
チ
ー
ム
の
狙
い
ど
お
り
マ
イ
ペ
ー
ス
で
周

回
を
重
ね
順
位
を
上
げ
、
レ
ー
ス
の
折
り
返
し
時
点
で

は
ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
組
が
12
番
手
、
寺
田
組
が
13
番

手
に
進
出
し
た
。
し
か
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
組
の
マ

シ
ン
は
ブ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
リ
タ
イ
ア
し
、
寺
田
組
は

慎
重
を
期
し
て
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
、
エ
ン
ジ
ン
回
転
数
を

８
０
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
に
抑
え
て
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
目
指
す

作
戦
に
切
り
替
え
た
。

　

と
こ
ろ
が
そ
れ
で
も
夜
が
明
け
る
頃
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
、
ピ
ッ
ト
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
１
時
間
20
分
に

及
ぶ
作
業
の
後
コ
ー
ス
に
復
帰
、
完
走
を
目
指
し
て
い

た
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
直
前
、
ガ
ス
欠
症
状
を
感
じ
た
寺

田
は
コ
ー
ス
脇
に
マ
シ
ン
を
止
め
、
ト
ッ
プ
に
チ
ェ
ッ

カ
ー
フ
ラ
ッ
グ
が
振
ら
れ
始
め
る
の
を
待
っ
て
走
行
を

再
開
、
よ
う
や
く
チ
ェ
ッ
カ
ー
フ
ラ
ッ
グ
を
受
け
た
。

総
合
14
位
、
ク
ラ
ス
６
位
で
の
完
走
で
あ
っ
た
。 

f

エンジン 13B
排気量 654㏄×２ローター
最大出力 300ps
全長 4850㎜
全幅 1965㎜
ホイールベース 2420㎜

254 (1982)
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　マツダRX-7、最後のル・マン24時間参
戦となった1982年の一戦は、その後多く
のメーカーを巻き込んで大流行するグルー
プＣ規定下での初開催だった。施行初年度
とあって参加台数が懸念されたが、フタを
開けてみれば純メーカーワークス参戦こそ
ポルシェとフォードの２社のみだったもの
のアストンマーチンの支援を受けたニムロ

ッドやマーチ、ローラといった英系コンス
トラクターに加えてロンドーやクレマー、
WMなどの大陸系チーム、日本の童夢など
が参画したことで、全参加車中約半数がグ
ループＣ勢という状況に。
　一方、規定移行期ということで旧グルー
プ６／５／４マシンとこれに準拠したIMSA
のGTX/GTOクラスの参戦も許されており、

その筆頭がランチアのグループ６、LC1。
RX-7 254が属したIMSA GTXとその同様
規定の旧グループ５には、ポルシェ935各
種に加えフェラーリ512BB LM、ランチア
・ベータモンテカルロ、BMW M1がいた。
予選での254は総合50番手に82号車、約
27秒遅れの53番手に83号車とやや低調。
決勝レースを前にマツダ陣営は、予選では
9500回転まで回していたエンジン回転を
8000～8500回転まで落として24時間の
戦いに臨むことになった。
　６月19日、ローリングスタートで幕を
開けた第50回ル・マンのIMSA GTXクラ
スは、レース半ばを待たずにポルシェ935
の独走態勢に。254はこの段階で83号車
が12番手まで浮上していたが、16時間経
過後に燃料系トラブルでストップ。しかし、
残された82号車は17周ごとにピットイン
する戦略で順調に周回を重ねる。その後、
リヤダンパー交換やミッショントラブルに
よる１時間20分の長期ピットストップ、
燃料トラブルなどを乗り越え、総合14位
／IMSA GTXクラス６位で完走を果たした。
総合優勝したポルシェ956の周回359周に
対して、254は282周。マツダは翌年から
はグループＣジュニアにカテゴリーを移し、
究極の目標である総合優勝へ向けて大きな
差を詰めていくことになる。

 １位 ポルシェ956（ロスマンズ・ポルシェ） Gr.C J.イクス／D.ベル 359周
 ２位 ポルシェ956（ロスマンズ・ポルシェ） Gr.C J.マス／V.シュパン 356周
 ３位 ポルシェ956（ロスマンズ・ポルシェ） Gr.C H.ヘイウッド／A.ホルバート／J.バルト 340周
 ４位 ポルシェ935／78（ジョン・フィッツパトリック） IMSA GTX J.フィッツパトリック／D.ホッブス 329周
 ５位 ポルシェ935／K3（クックレーシング） IMSA GTX D.スノベック／F.サバーン／R.メッジ 325周
 ６位 フェラーリ512BB／LM（プランシング・ホース・ファーム・レーシング） IMSA GTX P.デュドネ／C.ベアード／J-P.リベール 322周
 ７位 ニムロッドNRA／C2（ビスカウント・ダウン・レーシング） Gr.C R.マロック／S.フィリップス／M.サロモン 317周
 ８位 ポルシェ935／K3（チャールズ・アイビー・レーシング） Gr.5 SP J.クーパー／P.スミス／C.ブルゴーニ 316周
 ９位 フェラーリ512BB／LM（NART） IMSA GTX A.クディーニ／J.モートン／J.ポールJr. 306周
 10位 ロンドーM379C（プリマガス） Gr.C P.イベール／B.ソッティ／L.グイッティーニ 306周
 14位 マツダRX-7 254（マツダスピード） IMSA GTX 寺田陽次郎／従野孝司／A.モファット 282周
 DNF マツダRX-7 254（マツダスピード） IMSA GTX T.ウォーキンショー／C.ニコルソン／P.ラベット 180周

1982年 ル・マン24時間レース結果

ついに成し遂げた初完走も
頂点までの道は遠く──

先行した83号車は失ったものの、数々のトラブルを抱えながら24時間を走り切った82号車。総合14位というまず
まずの結果を得て、翌年からは市販車ベースではなく、いよいよプロトタイプカーでの挑戦に乗り出すことに。

規定元年にも関わらず、数多くのグループＣが集った1982年のル・マン24時間。
結果はポルシェワークスの圧勝、956は他メーカーの目標となった。

PLAY BACK

1982 
24 Hours of 
Le Mans

RX-7によるル・マン挑戦の掉尾を飾った1982年は
グループＣ元年でもある。新世代のプロトタイプを横目に
254は初完走を目指して地道に周回を重ねていった



34

　

マ
ツ
ダ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
も
い
う
べ
き

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
、
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
デ
ビ
ュ
ー
は
サ
ー
キ
ッ
ト
ば
か

り
で
は
な
く
、
ラ
リ
ー
の
世
界
で
も
注
目
さ
れ
た
。

　

海
外
で
は
マ
ツ
ダ
ラ
リ
ー
チ
ー
ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
Ｍ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
）
に
１
９
７
４
〜
77
年
に
Ｒ
Ｘ
‐
３

で
ラ
リ
ー
に
出
場
し
て
い
た
ロ
ッ
ド
・
ミ
レ
ン
が
、

80
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ラ
リ
ー
に

出
場
。
参
戦
当
時
は
後
輪
駆
動
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
だ
っ

た
が
、
83
年
か
ら
は
４
Ｗ
Ｄ
化
さ
れ
た
Ｒ
Ｘ
‐
７

で
出
場
し
て
い
る
。
彼
は
そ
の
間
の
81
〜
82
年
の

Ｒ
Ａ
Ｃ
ラ
リ
ー
に
は
、
ト
ム
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ

ウ
・
レ
ー
シ
ン
グ
（
Ｔ
Ｗ
Ｒ
）
製
の
グ
ル
ー
プ
２

マ
シ
ン
で
Ｗ
Ｒ
Ｃ
に
も
ス
ポ
ッ
ト
参
戦
し
て
い
る
。

１
年
お
い
て
84
年
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
製
の
グ
ル
ー
プ

Ｂ 

Ｒ
Ｘ
‐
７
で
イ
ギ
リ
ス
国
内
選
手
権
と
Ｒ
Ａ

Ｃ
ラ
リ
ー
に
参
戦
。
ミ
レ
ン
は
80
〜
86
年
に
、
ア

メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ラ
リ
ー
に
Ｒ
Ｘ
‐
７
で

80
戦
以
上
出
場
し
て
い
た
。

　

本
家
Ｍ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
は
そ
れ
ま
で
Ｆ
Ｆ
フ
ァ
ミ
リ
ア

３
２
３
で
Ｗ
Ｒ
Ｃ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
権
に
参
戦

し
て
い
た
が
、
84
年
に
は
ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
で
グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
マ
シ
ン
を
製
作
し
、
シ
ー

ズ
ン
中
盤
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
ラ
リ
ー
に
投
入
し
て

い
る
。
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
で
は
ア
キ
ム
・
バ
ル
ン
ボ

ル
ト
が
８
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
が
、
総
合
優

勝
は
タ
ー
ボ
４
Ｗ
Ｄ
の
ア
ウ
デ
ィ
・
ク
ワ
ト
ロ
で

劣
勢
は
否
め
な
か
っ
た
。
ラ
ン
チ
ア
ラ
リ
ー
０
３

７
な
ど
も
出
場
し
て
い
た
が
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
も
す

で
に
タ
ー
ボ
４
Ｗ
Ｄ
に
移
行
し
て
い
た
。　

　

と
は
い
え
、
約
１
カ
月
後
に
出
場
し
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ラ
リ
ー
選
手
権
）ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、

イ
ン
グ
バ
ー
・
カ
ー
ル
ソ
ン
が
グ
ル
ー
プ
Ｂ 

Ｒ

Ｘ
‐
７
で
総
合
優
勝
を
得
て
い
る
。
そ
の
後
も
出

場
し
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ
で
は
好
成
績
を
収
め
た
が
、
Ｗ
Ｒ

Ｃ
で
の
最
上
位
は
85
年
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
ラ
リ
ー
の

３
位
だ
っ
た
。
86
年
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
が
タ
ー
ボ
４

Ｗ
Ｄ
の
ニ
ュ
ー
カ
ー
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
マ
ツ
ダ
３
２

３
の
開
発
・
実
戦
投
入
を
始
め
た
た
め
ワ
ー
ク
ス

で
の
参
戦
は
見
送
ら
れ
た
。

　

だ
が
他
メ
ー
カ
ー
同
様
、
マ
ツ
ダ
も
２
代
目
Ｒ

Ｘ
‐
７
の
Ｆ
Ｃ
型
を
ベ
ー
ス
に
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
以

後
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
リ
ー
カ
ー
「
グ
ル
ー
プ
Ｓ
」

を
開
発
し
て
い
た
。
外
観
は
Ｆ
Ｃ
３
Ｓ
だ
が
フ
ォ

ー
ド
Ｒ
Ｓ
２
０
０
風
の
フ
ロ
ン
ト
マ
ス
ク
を
持
ち
、

搭
載
エ
ン
ジ
ン
は
４
５
０
馬
力
の
13
Ｇ
３
ロ
ー
タ

ー
。
ト
ル
ク
ス
プ
リ
ッ
ト
型
４
Ｗ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
を

搭
載
し
て
い
た
。

　

ラ
リ
ー
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
っ
た
ミ

レ
ン
は
88
年
に
パ
イ
ク
ス
ピ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
に
も
Ｆ
Ｃ
３
Ｓ
型
Ｒ

Ｘ
‐
７
で
出
場
し
て
い
る
。
ま
た
２
０
０
４
年
と

06
年
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
内
選
手
権
に
も
Ｒ

Ｘ
‐
７
で
、
07
年
に
は
４
Ｗ
Ｄ
化
し
た
Ｒ
Ｘ
‐
７

で
参
戦
し
て
い
る
。

　

一
方
日
本
国
内
で
も
グ
ル
ー
プ
２
仕
様
の
Ｒ
Ｘ

85年スウェーデンに出場し８位にな
ったRX-7。これより上位はプジョー
205T16やアウディ・クワトロなど
のターボ4WD勢。マツダはグループ
A時代の87年に、ターボ4WDのマツ
ダ323で総合優勝を得る。

ロッド・ミレンは1981年のRACラリーでTWRのグループ2 RX-7で出場。88年のパイクス
ピーク・インターナショナル・ヒルクライムにはFC3S型RX-7で出場した（写真）。

サーキットを飛び出したRX-7
コンパクトでハイパワーなマツダ・サバンナRX-7は

レースだけではなく国内外のラリーストからも注目された
WRCを頂点にヒルクライム、ダートトライアルと土の上でも活躍した

Text/Toshiya Hasegawa  Photos/Motorsport Images, McKLEIN, SAN-EI

Knocking on
SEVEN’s

Door

01
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‐
７
ラ
リ
ー
カ
ー
の
製
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

簡
単
な
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
２
６
５
馬
力
を
発
生
す

る
12
Ａ
エ
ン
ジ
ン
は
魅
力
的
だ
っ
た
の
だ
。
79
年

の
Ｗ
Ｒ
Ｃ
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
ラ
リ
ー
に
は
ノ
バ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
製
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
で
中
川
一
／
森
岡

修
組
が
出
場
し
ク
ラ
ス
優
勝
。
最
終
戦
の
Ｒ
Ａ
Ｃ

ラ
リ
ー
に
は
片
山
マ
ツ
ダ
が
製
作
し
た
マ
シ
ン
で

山
内
伸
弥
／
山
口
励
組
、
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
は

金
子
繁
夫
／
船
越
正
成
組
、
相
馬
和
夫
／
飯
田
浩

一
組
、
藤
沼
秀
一
／
久
保
宏
組
の
マ
シ
ン
が
出
場
。

そ
の
後
も
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
国
内
ラ
リ
ー
に
も
多
く
の

セ
ブ
ン
が
出
場
、
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
改
造
車
ク

ラ
ス
に
は
鶴
一
郎
が
出
場
し
た
。  

F

179年モンテカルロラリーに参戦した中川／森岡組がグループ２ C4クラス優勝。のちにラリーモンテカル
ロ・ヒストリックにも出場。2片山マツダ製のRX-7は山内／山口組がRACラリーに出場。3国内ラリーに
もRX-7が数多く出場したが、すぐにファミリア4WDに交替した。4全日本ダートトライアルでは、鶴一郎
がMRTEのパーツを組み込んだC2マシンを投入し話題を集めた。

ラリーからダートラまで、RX-7は注目のマシンだった

2

4

1

3

Column   01
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Ｓ
Ａ
22
Ｃ
型
の
初
代
サ
バ
ン
ナ
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
デ
ビ
ュ

ー
ウ
イ
ン
を
飾
っ
た
１
９
７
９
年
の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間

レ
ー
ス
。そ
の
奇
跡
の
裏
に
は
前
年
の
同
レ
ー
ス
に「
調

査
出
場
」
な
る
名
目
で
参
戦
し
た
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
カ
ラ

ー
の
Ｒ
Ｘ
‐
３
と
い
う
存
在
が
あ
り
、
そ
こ
で
得
た
知

見
が
セ
ブ
ン
の
実
戦
で
活
き
た
と
い
う
話
は
Ｐ
18
か
ら

の
記
事
に
詳
し
い
と
お
り
だ
。
１
９
６
０
年
代
に
は
84

時
間
レ
ー
ス
に
も
挑
戦
し
て
上
位
完
走
を
果
た
し
て
い

る
マ
ツ
ダ
と
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
が
単
調
な
高
回
転

区
間
（
＝
バ
ン
ク
）
の
多
い
デ
イ
ト
ナ
で
の
レ
ー
ス
を

〝
軽
視
〞
し
た
こ
と
を
誰
も
非
難
は
で
き
ま
い
。
し
か

し
こ
の
時
の
惨
敗
が
技
術
者
た
ち
の
心
を
た
ぎ
ら
せ
、

き
た
る
79
年
の
〝
本
番
〞
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
で
き

た
。
あ
の
勝
利
は
単
な
る
１
勝
に
と
ど
ま
ら
ず
セ
ー
ル

ス
面
で
マ
ツ
ダ
の
北
米
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
急
伸
さ
せ
、
ひ

い
て
は
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
そ
の
も
の
の
評
価
を
Ｖ

セ
ブ
ン
の
前
に
先
行
参
戦
し
た
R
X
‐
3
が〝
里
帰
り
〞

わ
れ
、ア
メ
リ
カ
進
出
の

橋き

ょ

う

と

う

ほ

頭
堡
と
な
ら
ん
│
│

ア
メ
リ
カ
ン
レ
ー
シ
ン
グ
の
雰
囲
気
漂
う
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
で

昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
大
き
な
注
目
を
集
め
た
１
台
の
マ
シ
ン

こ
の
サ
バ
ン
ナ
Ｒ
Ｘ
‐
３
は
78
年
の
デ
イ
ト
ナ
を
走
っ
た
本
物
だ

45
年
ぶ
り
に
日
本
の
地
へ
帰
っ
て
き
た
希
少
な
Ｒ
Ｅ
車
に
迫
る

Text/Joe K
ojim
a(R
acing on)

P
hotos/H

idenobu Tanaka, M
S
C
C
, M
A
ZD
A

S
pecial Thanks/H

isashi K
unie
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字
回
復
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
意
味
で
あ

の
Ｒ
Ｘ
‐
３
は
偉
大
な
る
影
の
貢
献
車
と
い
え
た
。

　

そ
し
て
そ
の
Ｒ
Ｘ
‐
３
、
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
カ
ラ
ー
に

彩
ら
れ
た
あ
の
個
体
が
今
も
残
っ
て
い
る
の
だ
。
当
時

の
カ
タ
チ
と
色
も
そ
の
ま
ま
に
、
そ
れ
も
ア
メ
リ
カ
で

は
な
く
、
こ
の
日
本
に
あ
る
の
だ
か
ら
驚
く
。
昨
秋
開

催
さ
れ
た
マ
ツ
ダ
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ
に
突
如
現
れ
た
か

ら
覚
え
て
い
る
フ
ァ
ン
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
イ
ベ

ン
ト
当
日
こ
そ
走
る
姿
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
個
体

と
し
て
は
今
も
実
動
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

こ
の
マ
シ
ン
を
入
手
し
た
の
は
国
江
仙
嗣（
ひ
さ
し
）

さ
ん
。「
フ
ィ
ッ
ト
イ
ー
ジ
ー
」
と
い
う
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ジ
ム
（
そ
の
ロ
ゴ
は
今
季
よ
り
ト
ヨ
タ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
チ
ー

全長×全幅×全高 4065×1595×1335㎜
ホイールベース 2310㎜
トレッド（前／後） 1300／1290㎜
サスペンション（前／後） ストラット／リジッド
車両重量 780㎏
エンジン型式 12B
エンジン形式 ２ローター
排気量 573cc×２
最高出力 265ps
タイヤ（前／後） 230-535-13／250-535-13
※ディメンションの数値は国内レース仕様

サバンナRX-3 主要諸元

78年当時の53号車。ヘッドライトカバーの
有無やミラー形状などに違いはあるがともに
右ハンドルで、現存車が醸し出す空気はこの
時のまま。本戦後はずっと北米の地にあった。



車体はTSレース仕様をベースにマツダオート東京の工場で組ま
れたのち北米マツダへ送られ、デイトナ現地でスポンサーロゴ
貼付など実戦仕様へ仕立てられた。完走した53号車はダウニン
グほかアメリカ人が駆り、52号車で片山義美と寺田陽次郎が組
んだ。予選は52号車が総合28番手、53号車が42番手だった。
決勝ではデイトナビーチから巻き上げられた細かい砂にアペッ
クスシールが摩耗し苦戦。かろうじて53号車が29位となった。

国江さんの入手前はアメリカの旧車サイトで紹介され
ていた。それによれば「僚機の52号車はエンジン部品
をスワップされヒルクライム車となった」らしい。
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ム
が
走
ら
せ
る
ワ
ー
ク
ス
Ｇ
Ｒ
ヤ
リ
ス
に
躍
っ
て
い
る
）

を
全
国
展
開
す
る
実
業
家
で
あ
り
な
が
ら
元
ガ
ル
フ
レ

ー
シ
ン
グ
監
督
と
し
て
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
に
も
参
戦
し
て

い
た
、
生
粋
の
レ
ー
シ
ン
グ
エ
ン
ス
ー
で
も
あ
る
。
国

江
さ
ん
は
ご
自
身
で
も
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
や
ヒ

ス
ト
リ
ッ
ク
ラ
リ
ー
、
ポ
ル
シ
ェ
・
タ
イ
カ
ン
に
よ
る

Ｅ
Ｖ
レ
ー
ス
な
ど
を
走
っ
て
楽
し
ま
れ
て
い
る
が
、
一

方
で
数
多
く
の
本
物
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
を
所
有
す
る
日

本
で
も
有
数
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
。

「
あ
の
個
体
が
ず
っ
と
ア
メ
リ
カ
に
残
っ
て
い
た
こ
と

は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
乗
っ

て
い
た
ジ
ム
・
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
自
身
の
ガ
レ
ー
ジ
で
補

修
し
て
、
乗
っ
て
走
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
ん
で
す
。
私

も
ず
っ
と
手
に
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
そ
れ
が
売
り
に
出
た
と
聞
き
、
飛
び
つ
き
ま
し
た
」

も
と
も
と
マ
ツ
ダ
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
か
？　

と
訊

い
た
ら
「
の
ち
に
ル
・
マ
ン
を
日
本
車
で
初
め
て
制
し

た
マ
ツ
ダ
の
、
ア
メ
リ
カ
で
の
第
一
歩
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
セ
ブ
ン
の
デ
ビ
ュ
ー
ウ
イ
ン
が
有
名
だ
け
ど
、
こ

の
Ｒ
Ｘ
‐
３
だ
っ
て
偉
大
で
す
よ
。
本
来
な
ら
マ
ツ
ダ

心臓部は２ローターRE。見慣れたエンジンルームを覗い
たら、なぜか当時の12Bではなく13Bが搭載されていた。
ストラットマウントのトップに足された金属パーツと合
わせ、今も「サーキットを走れる」仕様なのだろう。

低められた車高と巨大なフェンダーに比して小径にすぎ
るタイヤ。真横から見たスタイルは国内のTSレースで連
勝を重ねていたサバンナそのものだ。シルエット化され
る前、ゴツい鉄製の前後バンパーも存在感を放っている。

現オーナーの国江仙嗣さん。温厚な語り口の奥に古い
レーシングカーやビンテージ・ゴルフクラブ、郷土の
岐阜県への深い情愛が見え隠れする紳士。
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本
社
が
買
い
取
っ
て
広
島
に
展
示
す
べ
き
一
台
で
す
。

で
も
そ
れ
が
無
理
な
ら
、
せ
め
て
日
本
人
が
保
有
し
て
、

も
う
日
本
か
ら
出
て
い
か
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
」

　

そ
う
、
国
江
さ
ん
は
ベ
ネ
ト
ン
や
テ
ィ
レ
ル
と
い
っ

た
Ｆ
１
マ
シ
ン
も
所
有
す
る
が
、
近
年
こ
だ
わ
っ
て
増

や
し
て
い
る
マ
シ
ン
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
ト
ヨ
タ
の

ル
・
マ
ン
初
挑
戦
車
ト
ム
ス
85
Ｃ
‐
Ｌ
、
オ
ベ
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
ゆ
か
り
の
Ｒ
Ａ
20
型
ト
ヨ
タ
・
セ
リ
カ
、
サ

フ
ァ
リ
で
金
字
塔
を
打
ち
立
て
た
日
産
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
、

サ
ー
ド
独
自
設
計
の
Ｇ
Ｔ
１
車
Ｍ
Ｃ
８
Ｒ
な
ど
、
い
ず

れ
も
「
世
界
の
扉
を
開
け
た
日
本
車
」
と
い
う
ワ
ー
ド

が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
チ
ョ
イ
ス
ば
か
り
な
の
だ
。

　

実
際
の
マ
シ
ン
は
ピ
カ
ピ
カ
で
、
当
時
と
異
な
る
13

Ｂ
ロ
ー
タ
リ
ー
が
載
っ
て
い
る
こ
と
や
細
部
の
ロ
ゴ
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
異
な
る
こ
と
、
走
行
用
の
ホ
イ
ー
ル

も
付
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
78
年
当
時
の
ま
ま
」
で

は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
驚
く
ほ
ど
コ
ン
パ
ク

ト
な
車
体
と
モ
リ
モ
リ
の
オ
ー
バ
ー
フ
ェ
ン
ダ
ー
、
ア

メ
車
ら
し
い
ウ
イ
ン
ド
ウ
ネ
ッ
ト
な
ど
が
当
時
の
〝
ホ

ン
モ
ノ
〞
感
を
ビ
シ
ビ
シ
と
伝
え
て
く
る
。

　

現
在
は
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ギ
ヤ
比
が
合
っ
て

お
ら
ず
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ピ
ー
ド
で
の
走
行
は
難
し
い
と

い
う
が
、「
乗
っ
て
て
楽
し
い
ク
ル
マ
で
す
よ
」
と
国

江
さ
ん
は
言
う
。
彼
は
グ
ル
ー
プ
Ｂ
仕
様
の
Ｓ
Ａ
22
Ｃ

や
マ
ナ
09
、
富
士
Ｇ
Ｃ
を
走
っ
た
伊
藤
ハ
ム
89
Ｇ
な
ど

レ
ー
シ
ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ー
搭
載
車
の
ド
ラ
イ
ブ
経
験
も

豊
富
だ
し
、
今
後
も
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
い

っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
ま
た
１
台
、
希
少
で
貴
重
な
日
本
の
銘
車

が
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
て
き
た
。
実
に
45
年
ぶ
り
の
里
帰

り
と
い
う
か
ら
言
葉
も
な
い
。
フ
ァ
ン
に
代
わ
っ
て
本

誌
か
ら
、「
お
か
え
り
」
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
。 

f

コクピット内もピカピカで、バケットシートやステアリ
ング、メーター、ドア内側の補強などはノンオリジナル
と思われる（ホイールが当時のままのものかは確認でき
なかった）。しかし当時の内装パーツを活用したダッシュ
ボードは雰囲気があり、２針式のアナログ時計も残って
いる。燃料タンクはトランクにあり、ノーズのセンター
には耐久レースらしくポジション灯（オレンジマーカー）
が備わる。国江オーナーによれば左下のクルージャケッ
トも「当時モノ」。こうしたものまで制作されていたとい
うことはやはり本格的な参戦体制だったと窺い知れる。

45年ぶりの里帰り。また１台、希少で貴重な日本の銘車がふるさとへ帰ってきた
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１
９
６
０
年
代
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
と
富
士
ス
ピ
ー

ド
ウ
ェ
イ
く
ら
い
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
こ
ろ
の
日
本

の
ツ
ー
リ
ン
グ
カ
ー
レ
ー
ス
は
、す
べ
て
Ｔ
Ｓ
カ
ー（
改

造
ツ
ー
リ
ン
グ
カ
ー
）
に
よ
っ
て
競
わ
れ
て
い
た
。
非

改
造
の
ノ
ー
マ
ル
カ
ー
に
よ
る
レ
ー
ス
が
本
格
化
す
る

の
は
地
方
サ
ー
キ
ッ
ト
が
増
加
す
る
70
年
代
以
降
の
こ

と
、
ワ
ン
メ
イ
ク
も
の
は
80
年
代
以
降
の
こ
と
だ
。
だ

か
ら
そ
れ
以
前
、
日
本
の
高
度
成
長
と
マ
イ
カ
ー
ブ
ー

ム
到
来
と
軌
を
一
と
す
る
60
年
代
後
半
の
国
内
レ
ー
ス

黎
明
期
に
お
い
て
は
「
ど
の
乗
用
車
が
速
い
の
か
」
と

い
う
若
者
た
ち
の
関
心
に
直
結
す
る
Ｔ
Ｓ
レ
ー
ス
は
、

日
常
と
か
け
離
れ
す
ぎ
る
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
や
レ
ー

シ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
以
上
に
人
気
が
あ
っ
た
。「
誰

よ
り
も
何
」（
選
手
よ
り
も
道
具
）
に
関
心
が
偏
重
し

が
ち
な
日
本
固
有
の
傾
向
は
現
在
で
も
変
化
が
な
い
。

　

60
〜
70
年
代
の
Ｔ
Ｓ
カ
ー
は
基
本
的
に
排
気
量
１
３

０
０
㏄
を
境
に
上
下
二
分
さ
れ
て
い
た
。
サ
ニ
ー
や
カ

ロ
ー
ラ
等
の
大
衆
車
を
中
心
と
し
た
小
排
気
量
ク
ラ
ス

は
改
造
費
用
も
比
較
的
廉
価
で
あ
り
、
参
加
台
数
も
多

い
。
対
し
て
大
排
気
量
ク
ラ
ス
（
と
言
っ
て
も
２
０
０

０
㏄
程
度
）
は
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
Ｇ
Ｔ
や
ベ
レ
ッ
ト
Ｇ
Ｔ
、

ブ
ル
ー
バ
ー
ド
Ｓ
Ｓ
Ｓ
、
ト
ヨ
タ
１
６
０
０
Ｇ
Ｔ
な
ど
、

憧
れ
の
車
種
が
連
な
る
。
各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
大
舞

台
で
は
後
者
に
ワ
ー
ク
ス
体
制
で
臨
戦
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
当
時
は
シ
リ
ー
ズ
戦
自
体
が
少
な
く
、
シ
リ

ー
ズ
全
戦
参
戦
義
務
な
ど
な
か
っ
た
か
ら
、
ご
く
ま
れ

に
複
数
メ
ー
カ
ー
の
ワ
ー
ク
ス
参
戦
が
実
現
す
る
と
異

様
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
そ
し
て
69
〜
72
年
に
か

け
て
国
内
Ｔ
Ｓ
レ
ー
ス
で
一
気
に
50
勝
余
を
挙
げ
る
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ
（
ハ
コ
ス
カ
）
は
な
か
で
も
人

気
車
種
と
な
る
。ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
72
年
夏
に
新
型（
ケ

ン
メ
リ
）
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
Ｇ

純粋に速さを競ったあのとき
“祭りのあと”のスーパーツーリングを席巻したRX-3

72年までにハコスカと繰り広げた激闘がよく知られるRX-3
その衆目を集めた対決のあともツーリングカーレースへの参戦を止めず

長きにわたりTSマシンによる国内レースシーンを支え続けた

1
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Ｔ
‐
Ｒ
は
サ
ー
キ
ッ
ト
か
ら
一
旦
退
場
。
以
後
20
年
間

沈
黙
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

70
年
代
初
頭
、
そ
こ
に
敢
然
と
立
ち
向
か
っ
た
敵
役

が
マ
ツ
ダ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
だ
。
ト
ヨ
タ
や
日
産
と
比
べ

る
と
は
る
か
に
後
発
の
４
輪
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
マ
ツ
ダ

（
東
洋
工
業
）
は
当
初
、
軽
乗
用
車
の
キ
ャ
ロ
ル
や
１

０
０
０
㏄
に
も
満
た
ぬ
フ
ァ
ミ
リ
ア
、
新
奇
な
ロ
ー
タ

リ
ー
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
初
代
コ
ス
モ
ス
ポ
ー
ツ
し
か
持

ち
駒
が
な
く
、
国
内
市
場
よ
り
も
東
南
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
海
外
レ
ー
ス
中
心

に
活
動
し
た
。
だ
か
ら
60
年
代
の
日
本
国
内
レ
ー
ス
に

参
戦
し
た
マ
ツ
ダ
車
は
総
数
の
べ
１
２
０
台
に
も
満
た

な
い
。
小
柄
な
フ
ァ
ミ
リ
ア
１
３
０
０
の
車
体
に
10
Ａ

ロ
ー
タ
リ
ー
を
搭
載
し
た
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ー
ペ
は
70
年

ス
パ
24
時
間
で
片
山
義
美
／
武
智
俊
憲
組
が
総
合
優
勝

目
前
ま
で
い
っ
た
こ
と
で
、
日
本
国
内
（
特
に
鈴
鹿
や

西
日
本
方
面
）
の
サ
ー
キ
ッ
ト
で
も
急
速
に
シ
ェ
ア
を

増
す
。
そ
し
て
日
産
か
ら
の
挑
発
を
受
け
る
か
た
ち
で

71
年
半
ば
以
降
、
今
度
は
日
本
国
内
で
マ
ツ
ダ
広
島
ワ

ー
ク
ス
が
臨
戦
。
ひ
と
ま
わ
り
大
型
の
12
Ａ
ロ
ー
タ
リ

ー
搭
載
の
カ
ペ
ラ
、
続
け
て
10
Ａ
搭
載
の
新
機
種
サ
バ

ン
ナ
、
72
年
春
に
は
そ
の
サ
バ
ン
ナ
に
12
Ａ
を
ぶ
ち
込

ん
だ
Ｒ
Ｘ
‐
３
と
い
う
順
に
サ
ー
キ
ッ
ト
へ
登
場
し
た
。

　

あ
え
て
輸
出
仕
様
の
Ｒ
Ｘ
‐
３
を
国
内
販
売
に
先
駆

け
て
投
入
し
た
の
は
、
出
力
向
上
と
軽
量
化
を
両
立
さ

せ
て
ホ
モ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
取
得
を
狙
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
れ
は
70
年
秋
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
（
技
術
委

員
長
は
難
波
靖
治
）
が
ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
造
規
定
に
つ

い
て
吸
気
ポ
ー
ト
の
変
更
を
不
可
と
し
、
ペ
リ
フ
ェ
ラ

ル
ポ
ー
ト
化
を
禁
じ
た
こ
と
へ
の
対
抗
策
に
も
見
え
た
。

　

迎
え
た
72
年
5
月
の
日
本
Ｇ
Ｐ
前
座
戦
（
富
士
左
回

り
４
・
３
㎞
コ
ー
ス
）
で
は
Ｒ
Ｘ
‐
３
と
カ
ペ
ラ
で
臨

ん
だ
マ
ツ
ダ
勢
（
片
山
義
美
が
率
い
る
チ
ー
ム
木
の
実

の
従
野
孝
司
と
大
橋
孝
至
が
率
い
る
オ
ー
ト
東
京
の
寺

田
陽
次
郎
＆
岡
本
安
弘
と
広
島
契
約
の
武
智
＆
増
田
建

基
を
総
動
員
し
た
ワ
ー
ク
ス
体
制
）
が
常
勝
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ

を
打
ち
破
る
事
態
に
レ
ー
ス
界
が
ど
よ
め
い
た
。
そ
れ

ま
で
ロ
ー
タ
リ
ー
の
後
塵
を
拝
す
る
こ
と
な
く
50
勝
を

挙
げ
続
け
て
き
た
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ
に
と
っ
て
は
初
め
て
味
わ

う
「
惨
敗
」
だ
っ
た
。
た
だ
し
Ｇ
Ｃ
前
座
の
舞
台
と
な

る
富
士
右
回
り
６
㎞
コ
ー
ス
な
ら
、
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ
に
も
ま

だ
一
日
の
長
が
あ
っ
た
。
30
度
バ
ン
ク
先
の
Ｓ
字
で
の

コ
ー
ナ
リ
ン
グ
で
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ
は
華
麗
な
ド
リ
フ
ト
を
披

露
し
、
フ
ァ
ン
の
喝
采
を
浴
び
た
。
リ
ヤ
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
が
独
立
懸
架
の
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ
に
対
し
、
サ
バ
ン
ナ
は

リ
ジ
ッ
ド
と
い
う
足
回
り
の
違
い
も
影
響
し
て
い
た
。

　

だ
が
72
年
10
月
の
Ｇ
Ｃ
前
座
戦
で
起
き
た
壮
絶
な
潰

し
合
い
（
結
果
的
に
ロ
ー
タ
リ
ー
勢
が
表
彰
台
独
占
）

を
最
後
に
、
ワ
ー
ク
ス
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ
は
戦
場
か
ら
去
る
。

　

こ
う
し
て
73
年
以
降
は
突
然
Ｒ
Ｘ
‐
３
の
独
壇
場
と

化
す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
車
両
規
則
の
改
変
に
伴
い
、
ペ
リ
フ
ェ

ラ
ル
ポ
ー
ト
も
許
可
さ
れ
た
。
さ
ら
に
Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ｃ
ヘ
ッ

ド
へ
の
交
換
が
可
能
に
な
り
セ
リ
カ
２
０
０
０
、
サ
ニ

ー
エ
ク
セ
レ
ン
ト
１
４
０
０
ク
ー
ペ
、
ス
タ
ー
レ
ッ
ト

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
モ
デ
ル
が
勝
利
を
目
指
し
て
登
場
。
Ｔ

Ｓ
カ
ー
は
ひ
と
つ
の
頂
点
を
迎
え
た
。
し
か
し
73
年
秋

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
勃
発
に
よ
り
メ
ー
カ
ー
ワ
ー
ク
ス

は
突
如
全
撤
退
。
混
迷
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
。

　

一
方
こ
の
間
、
71
年
に
始
ま
っ
た
富
士
Ｇ
Ｃ
シ
リ
ー

ズ
は
純
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を
メ
イ
ン
と
す
る

レ
ー
ス
で
、
そ
の
前
座
と
し
て
ふ
た
つ
の
Ｔ
Ｓ
レ
ー
ス

が
組
み
込
ま
れ
た
。
70
年
6
月
の
日
産
Ｒ
３
８
２
と
ト

ヨ
タ
７
の
活
動
停
止
表
明
に
よ
り
ワ
ー
ク
ス
ド
ラ
イ
バ

ー
た
ち
が
Ｔ
Ｓ
レ
ー
ス
に
積
極
参
戦
し
始
め
、
メ
ー
カ

177年、富士GC前座のスー
パーツーリング。まるでワン
メイクかのごとく、グリッド
後方までズラリとRX-3が並
んでいる。2ワークスのGT-R
が撤退した直後の73年は
RX-3に加えて、セリカなども
参戦。3“ほぼ”RX-3のみと
いうレースもあった76年のシ
ーン。だがそれでもRX-3同士
のバトルも魅力的だった。
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限られた予算と設備で知恵を絞って戦い合ったことで生まれた面白さ

ー
対
決
が
促
進
さ
れ
て
競
争
が
苛
烈
に
な
っ
て
い
く
。

　

Ｇ
Ｃ
２
年
目
の
72
年
以
降
、
１
３
０
０
㏄
を
境
に
大

排
気
量
ク
ラ
ス
が
「
ス
ー
パ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
」、
小
排

気
量
が
「
マ
イ
ナ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
る
（
添
付
の
表
を
参
照
）。
富
士
の
30
度
バ
ン
ク

は
74
年
半
ば
に
廃
さ
れ
、
以
後
は
バ
ン
ク
手
前
で
右
折

す
る
右
回
り
４
・
３
㎞
コ
ー
ス
で
の
み
競
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
Ｇ
Ｃ
メ
イ
ン
レ
ー
ス
に
71
〜
73
年
と
混
走

し
て
い
た
日
産
の
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
２
４
０
Ｚ
が
、
２
ℓ

レ
ー
シ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
の
台
数
急
増
で
、74
年
か
ら「
ス

ー
パ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
」
と
の
混
走
へ
と
活
動
舞
台
を
変

え
る
。
２
４
０
Ｚ
は
２
・
４
ℓ
直
６
の
Ｌ
24
を
搭
載
、

車
格
と
し
て
は
Ｒ
Ｘ
‐
３
よ
り
速
い
は
ず
だ
が
、
高
価

（
市
販
価
格
１
５
０
万
円
。
ち
な
み
に
Ｒ
Ｘ
‐
３
は
80

万
円
だ
っ
た
）
で
参
加
台
数
は
Ｒ
Ｘ
‐
３
よ
り
は
る
か

に
少
数
。
多
く
の
Ｒ
Ｘ
‐
３
勢
に
対
抗
す
る
柳
田
春
人

の
Ｚ
が
１
周
目
に
１
０
０
Ｒ
の
丘
の
影
か
ら
ト
ッ
プ
で

姿
を
現
わ
す
と
、
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ン
ド
は
大
き
な
拍
手

が
沸
い
た
も
の
だ
っ
た
。
判
官
び
い
き
と
い
う
奴
だ
。

　

一
方
の
Ｒ
Ｘ
‐
３
を
駆
っ
た
の
は
木
の
実
の
片
山
義

美
、
従
野
孝
司
、
猪
原
理
（
お
さ
む
。
理
徳=

ま
さ
の

り
を
名
乗
っ
た
時
期
も
）。
オ
ー
ト
東
京
の
岡
本
安
弘
、

寺
田
陽
次
郎
、
田
中
俊
夫
、
河
野
譲
。
碧
南
マ
ツ
ダ
の

中
嶋
悟
↓
長
坂
尚
樹
。
ナ
イ
ト
の
釜
塚
誠
。
静
マ
ツ
の

関
谷
正
徳
と
多
士
済
々
だ
っ
た
。
片
山
御
大
参
戦
時
は

そ
の
横
綱
相
撲
に
終
始
し
た
が
、
70
年
代
半
ば
に
片
山

家
の
体
制
変
化
も
あ
っ
て
常
時
参
戦
は
な
ら
ず
。
若
手

の
猪
原
と
中
嶋
が
先
輩
格
た
る
オ
ー
ト
東
京
勢
に
絡
む

の
が
70
年
代
半
ば
の
定
番
シ
ー
ン
と
な
っ
て
い
た
。

　

マ
イ
ナ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
が
大
接
戦
と
な
る
の
と
は
異

な
り
、
台
数
少
な
め
な
ス
ー
パ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
は
大
味

な
凡
戦
も
多
か
っ
た
が
、
時
に
迫
力
満
点
の
肉
弾
戦
と

スーパーツーリングを戦っ
たRX-3はのちの名選手た
ちも数多く育てた。1静岡
マツダの社員としてレース
に出場した関谷は77年、富
士GCスーパーツーリング
のチャンピオンに（写真は
78年）。2長坂は碧南マツ
ダのマシンで好走し、勝利
も手にした。3多数のRX-3
勢のなかで孤軍奮闘しレー
スを盛り上げた柳田のZ。
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な
っ
た
。
77
年
６
月
の
Ｇ
Ｃ
前
座
戦
は
な
か
で
も
白
眉

と
言
え
た
（
柳
田
の
Ｚ
が
関
谷
・
中
嶋
・
猪
原
ら
を
僅

差
で
降
す)
。
Ｒ
Ｘ
‐
３
が
放
つ
２
ロ
ー
タ
ー
の
排
気

音
は
耳
障
り
で
う
る
さ
く
下
品
で
、
暴
走
族
受
け
し
た
。

対
す
る
Ｚ
は
腹
に
響
く
低
音
を
響
か
せ
て
の
疾
走
。
そ

ん
な
２
台
が
競
う
「
当
た
り
」
の
一
戦
に
遭
遇
す
る
と
、

観
客
も
充
実
感
に
満
た
さ
れ
た
。

　

78
年
に
発
表
さ
れ
た
新
型
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
79
年
の
デ
イ

ト
ナ
24
時
間
で
華
麗
な
デ
ビ
ュ
ー
を
遂
げ
る
と
、
国
内

で
も
79
年
以
降
、
Ｇ
Ｃ
の
前
座
が
「
ス
ー
パ
ー
ツ
ー
リ

ン
グ
」
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
シ
ル
エ
ッ
ト
」
へ
と
改
ま
り
、

日
産
タ
ー
ボ
軍
団
な
ど
の
後
方
を
耐
久
用
Ｒ
Ｘ
‐
７
シ

ル
エ
ッ
ト
勢
が
追
う
図
式
へ
と
改
ま
っ
て
い
く
。
こ
う

し
て
Ｒ
Ｘ
‐
３
の
時
代
は
去
っ
た
。
Ｔ
Ｓ
の
Ｒ
Ｘ
‐
３

は
ハ
コ
ス
カ
の
50
勝
ど
こ
ろ
か
国
内
レ
ー
ス
で
１
０
０

勝
以
上
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
喧
伝
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
「
安
っ
ぽ
い
」
Ｒ
Ｘ
‐
３
や
１
１
０
サ
ニ
ー
が
全
盛

だ
っ
た
70
年
代
の
国
内
Ｔ
Ｓ
レ
ー
ス
が
10
年
に
も
わ
た

っ
て
と
て
も
面
白
か
っ
た
真
の
理
由
が
、
今
に
な
っ
て

み
て
改
め
て
分
か
る
。
そ
う
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
ワ
ー
ク
ス
撤
退
に
よ
り
サ
ー
キ
ッ
ト
に
は
自
動
車
メ

ー
カ
ー
が
不
在
と
な
り
、
も
と
も
と
競
走
が
大
好
き
な

街
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
屋
た
ち
が
メ
ー
カ
ー
様
の
顔
色
を

窺
う
こ
と
な
く
素
材
車
両
を
自
ら
選
別
し
、
好
き
な
よ

う
こ
と
な
く
素
材
車
両
を
自
ら
選
別
し
、
好
き
な
よ

う
に
改
造
し
、
限
ら
れ
た
予
算
と
設
備
内
で
知
恵
を
絞

う
に
改
造
し
、
限
ら
れ
た
予
算
と
設
備
内
で
知
恵
を
絞

っ
て
戦
い
合
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
大
儲
け
す

っ
て
戦
い
合
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
大
儲
け
す

る
こ
と
は
な
い
が
、
満
足
感
は
大
き
か
っ
た
。
閉
鎖
的

る
こ
と
は
な
い
が
、
満
足
感
は
大
き
か
っ
た
。
閉
鎖
的

な
狭
い
世
界
で
の
そ
ん
な
彼
ら
の
職
人
芸
と
喜
怒
哀
楽

な
狭
い
世
界
で
の
そ
ん
な
彼
ら
の
職
人
芸
と
喜
怒
哀
楽

と
を
レ
ー
ス
通
た
ち
は
フ
ェ
ン
ス
の
反
対
側
か
ら
愛
お

と
を
レ
ー
ス
通
た
ち
は
フ
ェ
ン
ス
の
反
対
側
か
ら
愛
お

し
く
見
つ
め
て
い
た
。

し
く
見
つ
め
て
い
た
。
5050
年
後
の
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
で
は

年
後
の
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
で
は

決
し
て
見
ら
れ
な
い
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
純
粋
さ
や
熱
さ

決
し
て
見
ら
れ
な
い
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
純
粋
さ
や
熱
さ

が
そ
の
時
サ
ー
キ
ッ
ト
に
は
横
溢
し
て
い
た
。

が
そ
の
時
サ
ー
キ
ッ
ト
に
は
横
溢
し
て
い
た
。  

ff

71～78年スーパーツーリングでのサバンナRX-3主要戦績
開催日 シリーズ イベント名 コース レース区分 優勝 2位 3位

1971 4月25日 GC-1 富士300キロスピード 富士６㎞/25周 TC-B 久保田洋史　GT-R 大石　秀夫　GT-R 正谷　栄邦　GT-R
5月3日 ─ 日本グランプリ 富士６㎞/15周 T-b 高橋　国光　GT-R 長谷見昌弘　GT-R 久保田洋史　GT-R
6月6日 GC-2 富士グラン300マイル 富士６㎞/15周 TC-B 黒沢　元治　GT-R 高橋　国光　GT-R 片山　義美　カペラ
8月15日 GC-3 富士500キロスピード 富士６㎞/20周 TC-B 寺田陽次郎　カペラ 杉崎　直司　GT-R 久保田洋史　GT-R
9月5日 GC-4 富士インター200マイル 富士６㎞/25周 TC-B 久保田洋史　GT-R 長谷見昌弘　GT-R 北野　　元　GT-R
10月10日 GC-5 富士マスターズ250キロ 富士６㎞/20周 TC-B 黒沢　元治　GT-R 高橋　国光　GT-R 片山　義美　カペラ

1972 3月20日 GC-1 富士300キロスピード 富士６㎞/12周 スーパーT 高橋　国光　GT-R 久保田洋史　GT-R 蟹江　光正　セリカ
5月3日 ─ 日本グランプリ 富士4.3㎞/20周 T-b 片山　義美　RX-3 武智　俊憲　カペラ 従野　孝司　RX-3
6月4日 GC-2 富士グラン300マイル 富士６㎞/20周 スーパーT 高橋　国光　GT-R 黒沢　元治　GT-R 久保田洋史　GT-R
9月3日 GC-3 富士インター200マイル 富士６㎞/20周 スーパーT 北野　　元　GT-R 岡本　安弘　RX-3 久保田洋史　GT-R
10月10日 GC-4 富士マスターズ250キロ 富士６㎞/20周 スーパーT 増田　建基　カペラ 岡本　安弘　RX-3 寺田陽次郎　カペラ
11月23日 GC-5 富士ビクトリー200キロ 富士６㎞/20周 スーパーT 従野　孝司　RX-3 岡本　安弘　RX-3 釜塚　　誠　RX-3

1973 3月18日 GC-1 富士300キロスピード 富士６㎞/20周 スーパーT 片山　義美　RX-3 尾上　　誠　RX-3 蟹江　光正　セリカ
5月3日 ─ 日本グランプリ 富士4.3㎞/20周 TS-b 岡本　安弘　RX-3 片山　義美　RX-3 従野　孝司　RX-3
6月3日 GC-2 富士グラン300キロ 富士６㎞/20周 スーパーT 片山　義美　RX-3 久木留博之　セリカ2000 尾上　　誠　RX-3
7月1日 ─ 日本オールスター 富士4.3㎞/20周 ツーリングB 岡本　安弘　RX-3 片山　義美　RX-3 窪田　　貢　RX-3
9月2日 GC-3 富士インター200マイル 富士６㎞/20周 スーパーT 片山　義美　RX-3 岡本　安弘　RX-3 宮口　茂樹　RX-3
10月10日 GC-4 富士マスターズ250キロ 富士６㎞/20周 スーパーT 片山　義美　RX-3 岡本　安弘　RX-3 尾上　　誠　RX-3
3月24日 ─ 富士ツーリングチャンピオン１ 富士4.3㎞/12周 Tc-b/c 宮口　茂樹　RX-3 土屋　春次　240Z 久保田洋史　サニー1400
4月14日 ─ 富士ツーリングチャンピオン２ 富士4.3㎞/12周 Tc-b/c 寺田陽次郎　RX-3 尾上　　誠　RX-3 中嶋　　悟　RX-3
5月19日 ─ 富士ツーリングチャンピオン３ 富士4.3㎞/12周 Tc-b/c 寺田陽次郎　RX-3 中嶋　　悟　RX-3 岡本　安弘　RX-3
6月2日 GC-2 富士グラン300キロ 富士６㎞/15周 スーパーT 片山　義美　RX-3 柳田　春人　260Z 猪原　理徳　RX-3
9月1日 GC-4 富士インター200マイル 富士4.3㎞/20周 スーパーT 猪原　理徳　RX-3 窪寺　泰昌　240Z 大木　彰夫　RX-3
9月29日 ─ 富士ツーリングチャンピオン４ 富士4.3㎞/12周 Tc-b/c 中嶋　　悟　RX-3 寺田陽次郎　RX-3 岡本　安弘　RX-3
10月10日 GC-5 富士マスターズ250キロ 富士4.3㎞/20周 スーパーT 片山　義美　RX-3 中嶋　　悟　RX-3 河野　　譲　RX-3
10月20日 ─ 富士ツーリングチャンピオン５ 富士4.3㎞/12周 Tc-b/c 猪原　理徳　RX-3 寺田陽次郎　RX-3 岡本　安弘　RX-3
11月24日 GC-6 富士ビクトリー200キロ 富士4.3㎞/20周 スーパーT 片山　義美　RX-3 猪原　理徳　RX-3 寺田陽次郎　RX-3

1975 1月12日 ─ 全日本新春300キロ 鈴鹿６㎞/50周 300キロ 片山　義美　RX-3 猪原　理徳　RX-3 政井　武雄　RX-3
1月26日 ─ 新春富士ツーリングオールスター 富士4.3㎞/50周 200キロ 中嶋　　悟　RX-3 釜塚　　誠　RX-3 椎名　寿隆　サニー
3月23日 GC-1 富士300キロスピード 富士4.3㎞/20周 スーパーT 猪原　理徳　RX-3 中嶋　　悟　RX-3 田中　俊夫　RX-3
5月4日 ─ 日本グランプリ 富士4.3㎞/20周 TS/GTS-B 片山　義美　RX-3 猪原　理徳　RX-3 寺田陽次郎　RX-3
6月8日 GC-2 富士グラン250キロ 富士4.3㎞/20周 スーパーT 釜塚　　誠　RX-3 田中　俊夫　RX-3 猪原　理徳　RX-3
9月7日 GC-3 富士インター200マイル 富士4.3㎞/20周 スーパーT 猪原　理徳　RX-3 田中　俊夫　RX-3 釜塚　　誠　RX-3
10月12日 GC-4 富士マスターズ250キロ 富士4.3㎞/20周 スーパーT 片山　義美　RX-3 田中　俊夫　RX-3 関谷　正徳　RX-3
11月23日 GC-5 富士ビクトリー200キロ 富士4.3㎞/20周 スーパーT 猪原　理徳　RX-3 窪寺　泰昌　260Z 新井　完純　RX-3

1976 3月21日 GC-1 富士300キロスピード 富士4.3㎞/20周 スーパーT 片山　義美　RX-3 猪原　理徳　RX-3 田中　俊夫　RX-3
5月3日 ─ 日本グランプリ 富士4.3㎞/20周 TS/GTS-B 片山　義美　RX-3 寺田陽次郎　RX-3 猪原　理徳　RX-3
6月6日 GC-2 富士グラン250キロ 富士4.3㎞/20周 スーパーT 岡本　安弘　RX-3 柳田　春人　240Z 猪原　理徳　RX-3
7月4日 ─ 鈴鹿ビッグジョントロフィー 鈴鹿６㎞/20周 TS/GTSⅡ 片山　義美　RX-3 従野　孝司　RX-3 猪原　理徳　RX-3
9月5日 GC-3 富士インター200マイル 富士4.3㎞/20周 スーパーT 寺田陽次郎　RX-3 柳田　春人　240Z 大木　彰夫　RX-3
10月10日 GC-4 富士マスターズ250キロ 富士4.3㎞/20周 スーパーT 中嶋　　悟　RX-3 大木　彰夫　RX-3 猪原　理徳　RX-3
11月21日 GC-5 富士ビクトリー200キロ 富士4.3㎞/20周 スーパーT 片山　義美　RX-3 猪原　理徳　RX-3 寺田陽次郎　RX-3

1977 3月20日 GC-1 富士300キロスピード 富士4.3㎞/23周 スーパーT 中嶋　　悟　RX-3 関谷　正徳　RX-3 猪原　理徳　RX-3
6月5日 ─ JAF富士グランプリ 富士4.3㎞/20周 TS/GTS-B 片山　義美　RX-3 寺田陽次郎　RX-3 猪原　　理　RX-3
6月26日 GC-2 富士グラン250キロ 富士4.3㎞/23周 スーパーT 柳田　春人　240Z 関谷　正徳　RX-3 中嶋　　悟　RX-3
9月4日 GC-3 富士インター200マイル 富士4.3㎞/23周 スーパーT 柳田　春人　240Z 釜塚　　誠　RX-3 萩原　雄一　RX-3
10月9日 GC-4 富士マスターズ250キロ 富士4.3㎞/23周 スーパーT 寺田陽次郎　RX-3 長坂　尚樹　RX-3 関谷　正徳　RX-3
11月27日 GC-5 富士ビクトリー200キロ 富士4.3㎞/23周 スーパーT 関谷　正徳　RX-3 柳田　春人　240Z 渡辺二三男　RX-3

1978 3月26日 GC-1 富士300キロスピード 富士4.3㎞/20周 スーパーT 柳田　春人　240Z 萩原　雄一　RX-3 山本　幸三　RX-3
5月3日 ─ JAF富士グランプリ 富士4.3㎞/15周 TS/GTS-B 長坂　尚樹　RX-3 寺西　孝利　280Z 原口　　隆　RX-3
6月4日 GC-2 富士グラン250キロ 富士4.3㎞/12周 スーパーT 釜塚　　誠　RX-3 長坂　尚樹　RX-3 柳田　春人　240Z
9月3日 GC-3 富士インター200マイル 富士4.3㎞/20周 スーパーT 柳田　春人　280Z 萩原　雄一　RX-3 白鳥　哲次　RX-3
10月8日 GC-4 富士マスターズ250キロ 富士4.3㎞/20周 スーパーT 柳田　春人　280Z 萩原　雄一　RX-3 今津　隆行　RX-3
11月26日 GC-5 富士ビクトリー200キロ 富士4.3㎞/20周 スーパーT 長坂　尚樹　RX-3 新井　完純　RX-3 植松三喜夫　RX-3



　

鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
が
印
象
的
な
サ
バ
ン
ナ
Ｒ
Ｘ
‐

３
。
こ
ち
ら
の
車
両
は
愛
知
県
春
日
井
市
の
シ
ョ
ッ
プ

「
Ｒ
Ｅ
ス
ギ
ヤ
マ
」
が
仕
立
て
た
マ
シ
ン
で
、
残
念
な

が
ら
当
時
の
実
走
個
体
で
は
な
い
。
し
か
し
同
店
の
杉

山
栄
一
代
表
は
か
つ
て
碧
南
マ
ツ
ダ
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ナ
ー
に
出
向
し
て
い
て
、
そ
こ
で
３
台
の
レ
ー
シ
ン
グ

Ｒ
Ｘ
‐
３
製
作
に
携
わ
っ
て
い
た
経
験
を
有
す
る
。
な

か
で
も
こ
の
22
号
車
は
駆
け
出
し
の
頃
の
中
嶋
悟
が
シ

ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
を
担
当
し
、
中
嶋
と
杉
山
自
身
が
コ
ン

ビ
を
組
ん
で
耐
久
レ
ー
ス
に
挑
ん
だ
こ
と
も
あ
る
一
台

と
い
う
か
ら
思
い
入
れ
は
強
い
。

　

杉
山
は
各
方
面
か
ら
協
力
を
得
て
数
年
前
か
ら
コ
ツ

コ
ツ
と
自
身
の
手
で
復
元
を
試
み
、
完
成
に
至
っ
た
。　

　

こ
れ
は
当
時
マ
シ
ン
を
製
作
し
た
本
人
が
あ
ら
た
め

て
作
っ
た
、
い
わ
ば
〝
本
物
の
レ
プ
リ
カ
〞
だ
。 

f

サバンナRX-3
碧南マツダスポーツコーナー仕様

若き中嶋悟も駆ったグリーンのサバンナが復刻！

中嶋と杉山がコンビを組み、参戦した78年１月の新春鈴鹿500キロレース。格上のレーシン
グスポーツカー勢と対峙して総合２位／クラス優勝という殊勲の戦績を残した。



今回、取材にご協力いただいたプロショップが「RE 
SUGIYAMA」だ。杉山栄一が26歳のときに興
してから40年以上、ロータリーエンジンひとす
じで営んできたショップだ。子息の光一らスタッ
フとともモータースポーツで培った技術を活かし、
愛車を最適なコンディションに導いてくれる。

RE SUGIYAMA
愛知県春日井市宗法町知光院61-1
営業時間：9：00～19：00
定休日：火曜日、第３日曜日
HP：www.re-sugiyama.co.jp/
YouTube：www.youtube.com/@resugiyamatvtv4185

123P46でも紹介した78年の新春鈴鹿500
キロレース時のカラーリングが再現されている
エクステリア。復元のために手に入れたRX-3は
フロントウインドウとドア以外のパーツがほぼ
なく、ボディもパテが大量に盛られていて酷い
状態だったが、それをベースに現在の美麗な状
態に蘇らせた。4フロントのノーズ部や5リヤ
スポイラー、67オーバーフェンダーなど当時
の仕様を再現して新規に製作、取り付けされた
パーツも多い。フロントスポイラーに貼られた
「アイリス」とは当時、中嶋が獲得してきたスポ
ンサーの名称だという。この「アイリス」が貼
られた詳しい経緯や車両の製作過程の様子など
はREスギヤマのYouTubeチャンネルに詳細が
アップされているので、ぜひチェックしてみて
ほしい。812Aロータリーエンジンについても
スポーツキットの在庫などを使い新たに組み上
げられた。9メーターやスイッチ類が整然と並
ぶ美しいインパネが目を引くコクピット。

21

3

4 5 6 7
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福
岡
県
筑
後
市
、
九
州
道
「
八
女
」
Ｉ
Ｃ
近
く

に
、
目
指
す
「
オ
ペ
ラ 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」（
山

本
泰
吉
代
表
）
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
東
日
本
大
震

災
を
機
に
神
奈
川
県
の
湘
南
か
ら
移
転
し
た
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
の
奥
に
、
元
・
片
山
レ
ー
シ
ン
グ
の
サ

バ
ン
ナ
Ｒ
Ｘ
‐
３
は
確
か
に
い
た
。
競
技
車
両
の

製
作
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
生
業
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

に
、
な
ぜ
そ
ん
な
旧
い
車
両
が
？

〝
ヤ
ス
キ
チ
〞
こ
と
山
本
は
宮
崎
市
の
出
身
で
、

カ
ー
ト
で
経
験
を
積
み
西
日
本
サ
ー
キ
ッ
ト
の
Ｋ

Ｐ
61
ス
タ
ー
レ
ッ
ト
で
４
輪
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後

は
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
を
目
指
し
な
が
ら
ミ
ラ
ー
ジ

ュ
カ
ッ
プ
や
Ｎ
１
耐
久
の
Ｅ
Ｇ
シ
ビ
ッ
ク
な
ど
を

走
り
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
や
Ｓ
耐
で
活
躍
し
た
「
シ
フ

ト
」
で
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
働
い
た
。
シ
フ
ト
を

離
れ
た
98
年
と
99
年
に
は
ギ
ャ
ザ
ス
シ
ビ
ッ
ク

（
Ｅ
Ｋ
４
）
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
Ｓ
耐
の
ク
ラ
ス
４

で
２
年
連
続
の
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
。

そ
の
後
は
弟
た
ち
と「
オ
ペ
ラ 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

を
興
し
２
０
１
１
年
と
12
年
に
は
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク

リ
ン
ク
24
時
間
に
出
場
し
、
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ
で
ク
ラ
ス

優
勝
を
果
た
し
て
い
る
。

　

ヤ
ス
キ
チ
の
父
・
幸
三
は
自
動
車
整
備
工
場
を

父
親
か
ら
受
け
継
ぎ
、
山
本
レ
ー
シ
ン
グ
と
し
て

５
１
０
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
や
自
作
の
サ
バ
ン
ナ
Ｒ
Ｘ

‐
３
、
Ｓ
30
Ｚ
な
ど
で
西
日
本
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど

の
レ
ー
ス
に
も
参
戦
し
て
い
た
ロ
ー
カ
ル
レ
ー
サ

ー
だ
っ
た
。
そ
ん
な
幸
三
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か

ら
神
戸
の
片
山
レ
ー
シ
ン
グ
か
ら
元
ワ
ー
ク
ス
車

で
あ
っ
た
Ｒ
Ｘ
‐
３
を
紹
介
さ
れ
、
入
手
。
仲
介

し
た
の
は
ヤ
ス
キ
チ
の
Ｋ
Ｐ
61
の
エ
ン
ジ
ン
を
チ

ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
た
同
じ
九
州
・
大
分
の
布
木

レ
ー
シ
ン
グ
だ
っ
た
。

　

こ
の
Ｒ
Ｘ
‐
３
は
も
と
も
と
黄
緑
色
に
濃
紺
と

白
の
ラ
イ
ン
を
巻
い
た
〝
デ
サ
ン
ト
〞
カ
ラ
ー
だ

っ
た
が
、
一
時
は
海
外
に
も
持
ち
出
さ
れ
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
も
走
っ
て
い
た
よ
う
で
詳
し
い
レ
ー
ス

戦
歴
な
ど
は
不
明
。
た
だ
マ
ツ
ダ
と
契
約
し
て
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ
と
丁
々
発
止
の
バ
ト
ル
を

展
開
し
た
ワ
ー
ク
ス
車
両
群
の
１
台
で
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
当
時
、
車
両
の
下
見
に
は
ま

だ
小
学
生
だ
っ
た
ヤ
ス
キ
チ
も
日
向
か
ら
フ
ェ
リ

ー
に
乗
っ
て
神
戸
ま
で
行
っ
た
と
い
う
。

　

元
ワ
ー
ク
ス
カ
ー
を
入
手
し
た
幸
三
は
、
カ
ラ

ー
リ
ン
グ
を
変
更
し
西
日
本
や
富
士
で
レ
ー
ス
に

参
戦
。
Ｚ
を
駆
る
柳
田
春
人
と
も
同
じ
レ
ー
ス
を

戦
っ
た
と
い
う
が
、
以
後
は
宮
崎
の
ガ
レ
ー
ジ
に

保
管
さ
れ
て
い
た
。
月
日
が
経
っ
て
ヤ
ス
キ
チ
が

ハ
タ
チ
に
な
っ
た
頃
、
眠
っ
て
い
た
Ｒ
Ｘ
‐
３
で

ジ
ム
カ
ー
ナ
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
崎

ボンネット内には当時の
２ローター、12Aが鎮座
……しておらず「がらん
どう」だった。ただ健在
で、現在は別の倉庫で保
管中という。エンジン下
部の構造は市販車と同様。

スポーツファッションブランド「デサント」
のスポンサードを受け黄緑色をまとった片
山義美の５号車こそ、今回の現存個体であ
る。写真は“現役”当時の76年富士。

山本幸三さんが入手して
何度かレースを走った後
は子息のヤスキチさんが
地元のジムカーナで走ら
せた。この２枚はご本人
提供の、クラッシュ前の
カット。極太フェンダー
は「ホンモノ」の証。

発掘サバンナ、復活の日を夢見て
３年前にアップされた、ファンと関係者を中心に話題となった動画

そこには九州のとある倉庫に眠る、貴重な元ワークスRX-3の姿があった
当時のカラーを残すこの個体の由来とは？ 保管するショップを訪ねた

Text/Kazuya Minakoshi  Photos/Kazuya Minakoshi, Opera Performance, SAN-EI
Special Thanks/Opera Performance

Knocking on
SEVEN’s

Door

02
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市
近
郊
の
都
農
町
に
あ
る
ト
ー
ヨ
ー
タ
イ
ヤ
の
テ

ス
ト
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
出
場
し
た
の

だ
が
、
競
技
が
始
ま
る
や
右
フ
ロ
ン
ト
の
ホ
イ
ー

ル
が
割
れ
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
ク
ラ
ッ
シ
ュ
。
車
両

は
再
び
ガ
レ
ー
ジ
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

宮
崎
で
眠
っ
て
い
た
Ｒ
Ｘ
‐
３
が
オ
ペ
ラ
の
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
に
や
っ
て
き
た
の
は
８
年
ほ
ど
前
の

こ
と
。
そ
の
後
は
93
年
に
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た

父
・
幸
三
の
形
見
と
し
て
、
ジ
ム
カ
ー
ナ
で
ク
ラ

ッ
シ
ュ
し
た
姿
の
ま
ま
ず
っ
と
カ
バ
ー
を
か
け
て

保
管
さ
れ
て
い
た
。「
い
つ
か
レ
ス
ト
ア
し
て
走

ら
せ
た
い
」
と
。

　

３
年
前
、
ヤ
ス
キ
チ
は
こ
の
Ｒ
Ｘ
‐
３
を
自
社

展
開
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
紹
介
、

公
開
し
た
。「
ほ
と
ん
ど
反
響
は
な
か
っ
た
」
と

言
う
が
フ
ァ
ン
と
関
係
者
の
界
隈
で
話
題
を
呼
び

19
万
回
も
視
聴
さ
れ
て
い
る
。
書
き
込
ま
れ
た
コ

メ
ン
ト
は
実
に
熱
く
、
濃
い
。
そ
ん
な
Ｒ
Ｘ
‐
３

は
現
在
ど
ん
な
状
態
な
の
か
。

　

製
作
さ
れ
て
50
年
近
く
経
過
し
た
個
体
だ
が
、

ず
っ
と
ガ
レ
ー
ジ
の
屋
内
で
保
管
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
車
体
は
多
少
の
錆
は
あ
る
も
の
の
し

っ
か
り
し
て
い
る
。
ラ
バ
ー
製
ド
ア
モ
ー
ル
や
サ

ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
マ
ウ
ン
ト
な
ど
は
さ

す
が
に
朽
ち
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
パ
ー
ツ
は
搭

載
さ
れ
て
い
た
ペ
リ
（
フ
ェ
ラ
ル
ポ
ー
ト
）
チ
ュ

ー
ン
の
12
Ｂ
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
も
含
め
保
管

中
だ
。
不
足
す
る
パ
ー
ツ
は
現
代
の
も
の
を
使
え

ば
い
い
し
、
技
術
者
で
も
あ
る
ヤ
ス
キ
チ
の
手
に

よ
っ
て
新
た
な
も
の
が
製
作
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

デ
サ
ン
ト
カ
ラ
ー
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
ド
ア
も
宮
崎
に
残

し
て
い
る
と
い
う
。「
自
分
ひ
と
り
で
は
何
と
も

な
ら
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
い
つ
か
は
デ
サ
ン

ト
カ
ラ
ー
に
戻
し
て
走
ら
せ
た
い
の
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
ず
っ
と
大
切
に
保
管
し
て
お
か
な
い
と
」。

フ
ァ
ン
の
思
い
を
乗
せ
た
、
ヤ
ス
キ
チ
の
夢
。
実

現
の
日
が
待
た
れ
る
。 

f

50年近い月日がボディやパーツの各所を蝕んではいるが、しっかり手を加えれば再び走らせられそうな状
態にあるワークス出自の元カタヤマRX-3。入手した当時のドアなど各パーツも保管されており、レストア
の夢は膨らむ。「いつかは当時のままに戻して走らせたい」というヤスキチさんの思いが叶う日を待ちたい。

Column   02
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東
洋
工
業
（
現
・
マ
ツ
ダ
）
が
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ

ン
（
Ｒ
Ｅ
）
の
実
用
化
に
成
功
し
、
１
９
６
７
年
に
最

初
の
量
産
車
で
あ
る
コ
ス
モ
ス
ポ
ー
ツ
を
世
に
送
り
出

し
て
か
ら
57
年
。
Ｒ
Ｅ
は
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場

で
鍛
え
ら
れ
、
マ
ツ
ダ
は
そ
こ
か
ら
独
自
の
Ｒ
Ｅ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
育
ん
で
き
た
と
言
え
る
。
世
界
中
に
同
様

の
技
術
を
継
続
開
発
し
て
い
る
ラ
イ
バ
ル
は
い
な
い
。

そ
ん
な
孤
高
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
78
年
に
コ
ス
モ

ス
ポ
ー
ツ
以
来
の
Ｒ
Ｅ
専
用
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
で
あ
る
Ｒ

孤高の歩み
歴代RX-7を支えたロータリーエンジンの進化

1981年のスパ24時間、12Bを搭載
したウォーキンショー／デュドネ組
のRX-7は終始エンジン快調。大排気
量のライバルたちを相手に最後は２
周差をつけて優勝。悔しい思いを味
わった70年の雪辱を果たした。

世界の自動車メーカーで、唯一ロータリーエンジンを実用化した
マツダは、その優秀性を実証すべく積極的に世界の舞台に挑戦
３世代にわたるRX-7もその一翼を担い、次々に進化するREで
名だたるレースシリーズを駆け抜けていった
Text/Masato Miura (MZ Racing)
Photos/MZ Racing, Motorsport Images, SAN-EI  Special Thanks/Web Option

The Evolution of RE
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Ｘ
‐
７
シ
ャ
シ
ー
を
得
て
、
さ
ら
に
活
躍
の
輪
を
広
げ

て
い
く
。
こ
こ
で
は
主
に
、
３
世
代
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
と
共

に
歩
ん
だ
レ
ー
シ
ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

紹
介
し
よ
う
。

ス
パ
の
屈
辱
は
ス
パ
で
晴
ら
す

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
「
Ｒ
Ｅ
強
し
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り

上
げ
た
の
は
、
世
界
最
高
峰
の
ツ
ー
リ
ン
グ
カ
ー
耐
久

レ
ー
ス
と
言
わ
れ
た
ス
パ
・
フ
ラ
ン
コ
ル
シ
ャ
ン
24
時

間
レ
ー
ス
で
あ
る
。
69
年
か
ら
こ
の
レ
ー
ス
に
挑
ん
で

い
た
マ
ツ
ダ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
チ
ー
ム
は
、
70
年
に
は
総

合
優
勝
を
狙
い
、
合
計
４
台
も
の
Ｒ
１
０
０
（
フ
ァ
ミ

リ
ア
）
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ー
ペ
を
投
入
。
予
選
６
番
手
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
エ
ー
ス
カ
ー
の
31
号
車
片
山
義
美
／

武
智
俊
憲
組
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ 

２
８
０
０
Ｃ
Ｓ
や
ア
ル
フ

ァ
ロ
メ
オ
２
０
０
０
Ｇ
Ｔ
Ａ
ｍ
な
ど
並
み
居
る
欧
州
の

強
豪
車
を
置
き
去
り
に
す
る
力
強
い
レ
ー
ス
を
展
開
。

12
時
間
後
に
ト
ッ
プ
に
立
つ
と
、
21
時
間
目
ま
で
首
位

を
快
走
し
た
。
そ
の
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
地

元
ベ
ル
ギ
ー
や
隣
国
ド
イ
ツ
の
フ
ァ
ン
は
Ｒ
１
０
０
を

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
キ
ラ
ー
だ
と
認
識
し
、
マ
ツ
ダ
車
、
特

に
Ｒ
Ｅ
搭
載
車
に
好
印
象
を
持
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
33
号
車
が
総
合
５
位
に
残
っ
た
も
の
の
、
31
号

車
を
含
む
他
の
３
台
は
エ
ン
ジ
ン
を
壊
し
て
リ
タ
イ
ア

し
て
い
た
。

　

エ
ン
ジ
ン
担
当
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
こ
の
レ
ー
ス
に

臨
ん
だ
松
浦
国
夫
は
、「
絶
対
に
エ
ン
ジ
ン
だ
け
は
壊

し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
使
命
感
を
背
負
っ
て
い
た

の
で
、
割
れ
た
10
Ａ
エ
ン
ジ
ン
の
ロ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ジ
ン

グ
を
見
て
絶
望
感
を
覚
え
ま
し
た
」
と
語
る
。
原
因
は

（左）RE初号機となった10Aエンジン。コスモスポーツやロータリークーペ、サバンナ
RX-3初期型などに搭載された。（右）10Aの後継として、カペラやサバンナGTに搭載され
てスカイラインGT-Rと激闘を演じ、初期の富士GC用エンジンとしても使用された12A。

ロ
ー
タ
ー
内
側
の
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
ギ
ヤ
と
サ
イ
ド
ハ
ウ

ジ
ン
グ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
ギ
ヤ
の
共
振
で
、
こ
れ

が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
で
疲
労
破
壊
し
、
エ
ン
ジ
ン
内

部
を
壊
し
て
い
た
。
松
浦
は
「
帰
国
後
は
二
度
と
起
き

な
い
よ
う
共
振
解
析
を
進
め
、
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
ギ
ヤ
を

ロ
ー
タ
ー
に
留
め
て
い
る
ス
プ
リ
ン
グ
ピ
ン
な
ど
を
見

直
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
91
年
に
ル
・
マ
ン
で
総

合
優
勝
す
る
ま
で
一
度
も
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き
て

い
ま
せ
ん
」
と
続
け
た
。

　

い
つ
か
こ
の
屈
辱
を
晴
ら
し
た
い
、
と
考
え
る
松
浦

に
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
の
は
81
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
グ
ル
ー
プ
１
仕
様
の
初
代
Ｒ
Ｘ
‐
７
で
英
国
サ
ル

ー
ン
カ
ー
選
手
権
を
席
巻
し
て
い
た
Ｔ
Ｗ
Ｒ
（
ト
ム
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
・
レ
ー
シ
ン
グ
）
か
ら
、
ス
パ
・

フ
ラ
ン
コ
ル
シ
ャ
ン
24
時
間
に
挑
む
た
め
、
マ
ツ
ダ
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
マ
ツ
ダ

Ｕ
Ｋ
を
通
じ
て
舞
い
込
ん
だ
。
Ｔ
Ｗ
Ｒ
は
80
年
に
も
同

レ
ー
ス
に
出
場
し
て
い
る
が
、
ペ
ー
ス
が
上
げ
ら
れ
ず

２
台
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
最
下
位
に
並
ん
で
い
た
。
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
寺
田
陽
次
郎
は
「
僕
は
、
81
年

の
ス
パ
に
何
を
準
備
す
べ
き
か
を
提
案
す
る
役
割
で
80

12A10A
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年
の
Ｔ
Ｗ
Ｒ
に
ジ
ョ
イ
ン
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
オ

ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
傾
向
が
続
き
、
ブ
レ
ー
キ
も
キ
ャ
パ
不

足
で
し
た
。
僕
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
広
島
の
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
は
大
型
ラ
ジ
エ
タ
ー
、
強
化
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
、

強
化
ブ
レ
ー
キ
、
オ
イ
ル
／
デ
フ
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
オ

プ
シ
ョ
ン
部
品
を
設
定
し
、
Ｆ
Ｉ
Ａ
ホ
モ
ロ
ケ
ー
ジ
ョ

ン
を
取
得
し
た
の
で
す
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

そ
し
て
、
迎
え
た
81
年
。
松
浦
は
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
チ

ュ
ー
ン
の
サ
イ
ド
ポ
ー
ト
仕
様
12
Ｂ
エ
ン
ジ
ン
（
東
洋

工
業
で
は
シ
ン
グ
ル
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
式
の
12

Ａ
エ
ン
ジ
ン
を
12
Ｂ
と
呼
称
し
て
い
た
）
を
Ｔ
Ｗ
Ｒ
に

提
供
し
た
。
結
果
は
、
フ
ロ
ン
ト
ロ
ウ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
／
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ド
ネ
組

の
40
号
車
が
総
合
優
勝
だ
っ
た
。

　

ウ
エ
ッ
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
序
盤
は
、
パ
ワ
ー
で

勝
る
６
気
筒
３
ℓ
の
フ
ォ
ー
ド
・
カ
プ
リ
３
・
０
Ｓ
や

Ｂ
Ｍ
Ｗ
５
３
０
ｉ
、
５
・
７
ℓ
の
シ
ボ
レ
ー
・
カ
マ
ロ

な
ど
が
先
を
争
っ
た
。
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
決
め
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
一
時
ト
ッ
プ
に
立

つ
が
す
ぐ
に
カ
マ
ロ
に
抜
か
れ
、
さ
ら
に
カ
プ
リ
ほ
か

に
か
わ
さ
れ
て
集
団
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ

で
も
軽
量
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
燃
費
で
は
有
利
で
あ
り
、
ビ

ッ
グ
パ
ワ
ー
車
が
ト
ラ
ブ
ル
で
脱
落
す
る
な
か
で
も
上

位
陣
に
食
ら
い
つ
い
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
40

号
車
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
５
時
間
後
に
は
６
位
、
８
時
間
後
に

は
４
位
、
そ
し
て
16
時
間
後
に
は
つ
い
に
ト
ッ
プ
を
走

る
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
追
い
詰
め
た
。
以
後
一
進
一
退
の
攻
防
を

続
け
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
交
互
に
首
位
を
走
っ
た
。
そ
し
て
、

レ
ー
ス
が
残
り
２
時
間
の
時
点
を
境
に
Ｂ
Ｍ
Ｗ
が
ペ
ー

ス
ダ
ウ
ン
。
６
気
筒
の
ひ
と
つ
が
死
ん
だ
ら
し
い
。
快

音
を
轟
か
せ
る
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
そ
の
ま
ま
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

ラ
イ
ン
を
ク
ロ
ス
し
、
日
本
車
と
し
て
初
の
優
勝
を
手

に
入
れ
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー
は
「
エ
ン
ジ
ン
は
髪

の
毛
ほ
ど
の
不
安
も
な
く
回
り
続
け
て
く
れ
た
」
と
語

っ
た
と
い
う
。
現
場
に
立
ち
会
っ
て
い
た
松
浦
は
「
ま

さ
に
70
年
の
レ
ー
ス
と
は
真
逆
の
展
開
と
な
り
、
私
自

身
最
大
の
汚
点
で
あ
っ
た
ス
パ
惨
敗
の
記
憶
は
、
こ
の

81
年
の
勝
利
で
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」
と

目
を
細
め
た
。

Ｇ
Ｃ
で
育
っ
た
13
Ｂ
は
ル
・
マ
ン
で
華
咲
か
せ
る

　

73
年
に
東
洋
工
業
は
ル
ー
チ
ェ
用
の
上
級
エ
ン
ジ
ン

と
し
て
、
12
Ａ
エ
ン
ジ
ン
よ
り
ロ
ー
タ
ー
幅
が
10
㎜
広

い
13
Ｂ
エ
ン
ジ
ン
を
市
場
導
入
し
た
。
そ
し
て
、
76
年

に
は
富
士
グ
ラ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
リ
ー
ズ
（
富
士
Ｇ

Ｃ
）
に
ペ
リ
フ
ェ
ラ
ル
ポ
ー
ト
仕
様
13
Ｂ
を
投
入
し
、

こ
こ
で
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
搭
載
の
本
格
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー

へ
の
適
応
を
学
ん
で
い
る
。
一
体
式
３
㎜
カ
ー
ボ
ン
ア

ペ
ッ
ク
ス
シ
ー
ル
の
採
用
、
潤
滑
オ
イ
ル
の
ド
ラ
イ
サ

ン
プ
化
、
ジ
ャ
イ
ロ
モ
ー
メ
ン
ト
（
重
い
ロ
ー
タ
ー
の

回
転
に
よ
り
右
コ
ー
ナ
ー
で
オ
ー
バ
ー
ス
テ
ア
、
左
コ

ー
ナ
ー
で
ア
ン
ダ
ー
ス
テ
ア
に
な
る
症
状
）
解
消
の
た

め
の
延
長
ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
開
発
、
機
械
式
イ
ン
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
の
採
用
な
ど
だ
。
し
か
し
ラ
イ
バ
ル
の
Ｂ

Ｍ
Ｗ
エ
ン
ジ
ン
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
多
く
な

り
、
東
洋
工
業
は
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
直
接
関
与
を
断
念

（下写真）1976年の富士GCから投入された
ペリフェラルポート仕様＋機械式インジェク
ション＋ドライサンプの13B。GCでは本格
レーシングカー用エンジンの経験を積み、そ
れがル・マン24時間用の13B（左。写真は
1982年の254）に活かされた。

富
士
Ｇ
Ｃ
か
ら
ル
・
マ
ン
へ
と
引
き
継
が
れ
た
13
Ｂ
エ
ン
ジ
ン
は

「
Ｒ
Ｅ
＝
壊
れ
な
い
抜
群
の
信
頼
性
」と
い
う
評
判
を
定
着
さ
せ
た

13B
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し
、
以
後
は
片
山
マ
ツ
ダ
や
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
、
静

岡
マ
ツ
ダ
、
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
山
梨
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
コ

ー
ナ
ー
に
対
応
を
委
ね
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
こ
こ
で
培
っ
た
経
験
は
、
81
年
か
ら
本
格
関

与
を
始
め
た
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
の
ル
・
マ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

チ
ュ
ー
ン
13
Ｂ
を
搭
載
し
た
81
年
の
Ｒ
Ｘ
‐
７ 

２
５

３
は
駆
動
系
の
ト
ラ
ブ
ル
で
完
走
す
ら
で
き
ず
に
終
わ

っ
た
が
、
翌
82
年
の
Ｒ
Ｘ
‐
７ 

２
５
４
が
初
め
て
ル

・
マ
ン
完
走
を
果
た
し
、
続
く
マ
ツ
ダ
ス
ピ
ー
ド
の
グ

ル
ー
プ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
／
グ
ル
ー
プ
Ｃ
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

も
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
13
Ｂ
（
３
０
０
Ｐ
Ｓ +

α
）
が
採

用
さ
れ
、
以
後
の
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
化
を
促
す
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｃ
か
ら
ル
・
マ
ン
へ
と
引
き
継
が

れ
た
13
Ｂ
エ
ン
ジ
ン
は
、「
Ｒ
Ｅ=

壊
れ
な
い
抜
群
の

信
頼
性
」
と
い
う
評
判
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｒ
Ｘ
‐
７
＋
Ｒ
Ｅ
の
主
戦
場
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ

　

79
年
の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
で
鮮
烈
な
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
デ
ビ

ュ
ー
を
飾
っ
た
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
、
80
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｇ

Ｔ
Ｕ
を
制
す
る
と
、
以
後
87
年
ま
で
８
年
連
続
で
不
動

の
王
座
を
独
占
し
た
。
こ
の
間
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
Ｒ

Ｅ
を
使
う
多
数
の
ト
ッ
プ
ド
ラ
イ
バ
ー
や
有
力
Ｒ
Ｅ
チ

ュ
ー
ナ
ー
が
育
っ
て
い
る
。
こ
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
活
躍
を

支
え
た
の
が
ペ
リ
フ
ェ
ラ
ル
ポ
ー
ト
仕
様
の
12
Ｂ
エ
ン

ジ
ン
で
あ
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
レ
ー
ス
で
は
常
時
10
台
前
後

の
Ｒ
Ｘ
‐
７ 

Ｇ
Ｔ
Ｕ
が
ひ
し
め
い
た
。活
況
の
陰
に
は
、

顧
客
の
レ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
と
情
報
収
集
に
力
を
注
ぎ
続

け
た
歴
代
Ｒ
Ｅ
専
門
駐
在
エ
ン
ジ
ニ
ア
達
の
存
在
も
大

き
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
後
押
し
も
あ
り
、
初
代
Ｒ
Ｘ

‐
７
の
全
輸
出
台
数
に
対
す
る
対
米
輸
出
割
合
は
83
・

１
％
と
い
う
驚
異
的
な
数
字
を
残
し
て
い
る
。

13J 改

20B
２代目（FC3S）登場
後に、IMSA GTO用エ
ンジンとしてプライベ
ーターに供給された
20B。大排気量勢を相
手にやや苦戦した。

北米IMSAでも躍動し
た初代（SA22C）。
1982年には13Bエン
ジンを搭載してデイト
ナ24時間のGTOクラ
スも制した。

GTOクラスでは苦戦が続いた
RX-7だが、GTUクラスではFC3S
になっても好調を維持。勝ち星を
重ねていった。

1990年からは２段階式可変吸気
システムを持つ４ローターの13J
改がIMSA GTO用に投入され
FC3Sに搭載された。
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一
方
、
排
気
量
３
ℓ
を
超
す
Ｇ
Ｔ
Ｏ
ク
ラ
ス
に
は
13

Ｂ
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
す
る
Ｒ
Ｘ
‐
７
勢
が
挑
ん
で
い
る

が
、
ビ
ッ
グ
パ
ワ
ー
を
誇
る
ラ
イ
バ
ル
も
多
く
、
な
か

な
か
目
覚
ま
し
い
結
果
が
出
せ
ず
に
い
た
。
82
年
に
は

広
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
メ
イ
ド
の
Ｒ
Ｘ
‐
７ 

Ｇ
Ｔ
Ｏ
車

を
仕
立
て
、
片
山
／
寺
田
／
従
野
が
デ
イ
ト
ナ
優
勝
を

も
ぎ
取
っ
て
い
る
の
が
数
少
な
い
成
功
例
の
ひ
と
つ
だ
。

モ
ア
パ
ワ
ー
が
必
要
な
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　

マ
ツ
ダ
（
84
年
に
社
名
変
更
）
は
85
年
に
２
代
目
Ｒ

Ｘ
‐
７
（
Ｆ
Ｃ
３
Ｓ
）
を
発
表
す
る
と
、
20
Ｂ
型
３
ロ

ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
Ｇ
Ｔ
Ｏ
用
と
し
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
チ

ー
ム
に
提
供
、
87
年
か
ら
レ
ー
ス
運
用
を
開
始
し
た
。

し
か
し
所
詮
４
５
０
ps
の
出
力
で
は
ビ
ッ
グ
パ
ワ
ー
車

に
太
刀
打
ち
で
き
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
風
前
の
灯
火

と
な
っ
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
独
自
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

活
動
が
89
年
に
キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
り
、
90
年
か
ら
４
ロ

ー
タ
ー
の
13
Ｊ
改
（
89
）
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
Ｒ
Ｘ

‐
７ 

Ｇ
Ｔ
Ｏ
が
デ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、
や
が
て
20
Ｂ
エ

ン
ジ
ン
は
表
舞
台
か
ら
消
え
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
Ｇ
Ｔ
Ｏ
の
活
躍
に
つ
い
て
は
別
ペ
ー
ジ
に

譲
る
こ
と
に
す
る
が
、
姿
を
消
し
た
20
Ｂ
エ
ン
ジ
ン
は

２
０
０
７
年
に
北
米
マ
ツ
ダ
（
Ｍ
Ｎ
Ａ
Ｏ
）
が
ス
タ
ー

ト
し
た
Ｒ
Ｘ
‐
８ 

Ｇ
Ｔ
に
よ
る
デ
イ
ト
ナ
Ｇ
Ｔ
活
動

に
受
け
継
が
れ
、
08
年
と
10
年
の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
で

ク
ラ
ス
優
勝
を
遂
げ
、
結
果
が
出
せ
な
か
っ
た
20
世
紀

終
盤
の
雪
辱
を
果
た
し
た
こ
と
を
触
れ
て
お
き
た
い
。

Ｆ
Ｄ
＋
13
Ｂ
で
バ
サ
ー
ス
ト
３
連
覇

　

91
年
10
月
、
同
年
の
ル
・
マ
ン
24
時
間
レ
ー
ス
に
お

け
る
マ
ツ
ダ
７
８
７
Ｂ
の
総
合
優
勝
の
記
憶
が
新
し
い

こ
の
時
期
に
３
代
目
Ｒ
Ｘ
‐
７
（
Ｆ
Ｄ
３
Ｓ
）
は
発
表

さ
れ
た
。
２
５
５
ps
を
発
生
す
る
13
Ｂ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｗ
型
は

シ
ー
ケ
ン
シ
ャ
ル
ツ
イ
ン
タ
ー
ボ
を
装
備
す
る
こ
と
で

パ
ワ
ー
ウ
エ
イ
ト
レ
シ
オ
は
４
・
９
㎏
／
ps
。
流
麗
な

ス
タ
イ
リ
ン
グ
と
相
ま
っ
て
、
こ
の
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
は

内
外
か
ら
高
評
価
を
受
け
た
。
そ
れ
に
着
眼
し
た
マ
ツ

ダ
オ
ー
ト
ス
ト
ラ
リ
ア
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
来
日
し
、
92
年
の
バ
サ
ー
ス
ト
12
時
間
に
出

場
し
た
い
と
申
し
出
た
の
は
国
内
で
デ
リ
バ
リ
ー
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
同
年
12
月
の
こ
と
。
マ
ツ
ダ
ブ
ラ
ン

ド
が
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
同
国
で
新
型
Ｒ

Ｘ
‐
７
の
総
合
性
能
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
は
有
効
と
判

断
し
、
マ
ツ
ダ
は
技
術
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
約
束
し
た
。

　

と
は
言
え
、
新
型
車
の
レ
ー
ス
経
験
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、

レ
ー
ス
が
行
な
わ
れ
る
マ
ウ
ン
ト
パ
ノ
ラ
マ
は
高
速
／

低
速
コ
ー
ナ
ー
の
連
続
と
激
し
い
ア
ッ
プ
ヒ
ル
と
ダ
ウ

ン
ヒ
ル
が
特
徴
の
タ
フ
な
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
る
。
当
時
パ

13B-REW
マウントパノラマを舞台とするバサースト12時間はオーストラリアでは知らぬ者のいない
クラシックイベント。1992年、デビューしたばかりのFD3Sと13B-REWエンジンは、ほ
とんど改造の許されなかったこのレースで独走優勝。94年まで無敵を誇った。
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ワ
ー
ト
レ
イ
ン
設
計
部
に
所
属
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
山
本
修
弘

は
「
あ
の
12
時
間
レ
ー
ス
は
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
に

よ
る
耐
久
レ
ー
ス
で
あ
り
、
燃
料
タ
ン
ク
や
ロ
ー
ル
ケ

ー
ジ
な
ど
の
安
全
装
備
以
外
ほ
と
ん
ど
改
造
が
で
き
ま

せ
ん
。
特
に
エ
ン
ジ
ン
関
係
は
何
も
手
が
加
え
ら
れ
ず
、

キ
ャ
タ
リ
ス
ト
の
除
去
や
ブ
レ
ー
キ
パ
ッ
ド
を
強
化
品

に
交
換
で
き
る
く
ら
い
で
し
た
。
そ
れ
で
も
冷
却
系
や

タ
ー
ボ
ま
わ
り
は
心
配
だ
っ
た
の
で
、
４
月
の
レ
ー
ス

本
番
を
前
に
現
地
で
耐
久
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
シ
ド
ニ
ー
近
郊
の
２
カ
所
の
ト
ラ
ッ
ク
で

合
計
９
０
０
㎞
を
走
り
、
な
ん
と
か
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぐ
対
策
を
現
地
チ
ー
ム
に
伝
え
、
祈
る
気
持
ち
で

レ
ー
ス
結
果
を
待
ち
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
フ
ロ
ン
ト
ロ
ウ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
１
台
が
、
途
中
タ
ー
ボ
ホ
ー
ス
の
抜
け
や
フ
ロ
ン
ト

ブ
レ
ー
キ
の
不
具
合
な
ど
で
タ
イ
ム
ロ
ス
す
る
も
の
の
、

そ
の
後
は
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
追
い
上
げ
、
デ
ビ
ュ
ー
レ
ー

ス
を
総
合
優
勝
で
終
え
た
。
し
か
も
、
２
位
に
３
周
差

を
つ
け
て
の
勝
利
で
あ
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
と
し
て

の
性
能
と
耐
久
性
を
十
分
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ

ぼ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
状
態
で
優
勝
で
き
た
こ
と
は
誇
り

に
思
い
ま
す
」
と
山
本
は
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
93

年
、
94
年
ま
で
の
３
年
連
続
で
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
総
合
優
勝

し
て
お
り
、
94
年
に
「
タ
イ
プ
Ｒ
バ
サ
ー
ス
ト
」
と
銘

打
っ
た
国
内
特
別
仕
様
車
を
生
む
に
至
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

今
日
現
在
、
４
代
目
Ｒ
Ｘ
‐
７
を
襲
名
す
る
モ
デ
ル

は
存
在
し
な
い
。
Ｒ
Ｅ
と
い
う
小
さ
な
原
動
機
を
積
ん

だ
ラ
イ
ト
ウ
エ
イ
ト
ス
ポ
ー
ツ
が
、
世
界
の
檜
舞
台
で

の
強
豪
を
キ
リ
キ
リ
舞
い
に
す
る
姿
を
ま
た
見
て
み
た

い
、
と
思
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。 

f

REという小さな原動機を積んだ
ライトウエイトスポーツが、世界の檜舞台で
強豪をキリキリ舞いにする姿をまた見てみたい

バサーストでの関与を除けば、FD3S＋REの活動はプ
ライベーターがメイン。写真はJGTC／SUPER GT　
GT300を戦ったRE雨宮レーシングが自社開発した
20B。2006年にはシリーズタイトルを獲得した。
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│
│
寺
田
さ
ん
が
ホ
ン
ダ
車
か
ら
マ
ツ
ダ
車
に
移
行
さ

れ
た
き
っ
か
け
は
な
ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

寺
田
：
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
ホ
ン
ダ
Ｓ
６
０
０
に
乗
っ
て

レ
ー
ス
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
僕
が
22
歳

の
時
に
マ
ツ
ダ
が
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
国

内
レ
ー
ス
を
始
め
て
、
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
に
ス
ポ
ー

ツ
相
談
室
が
で
き
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
、
そ
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ー
ザ
ー
拡

販
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
に
就

職
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ー
ペ
（
Ｍ
10
Ａ
）
の
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
に
初

め
て
乗
っ
た
ん
で
す
。
Ｓ
６
０
０
の
エ
ン
ジ
ン
も
素
晴

ら
し
く
て
惚
れ
て
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
ロ
ー
タ
リ
ー

に
乗
っ
た
時
に
「
ど
こ
ま
で
で
も
回
る
」
み
た
い
な
気

が
し
て
。乗
っ
た
瞬
間
に「
こ
れ
に
命
か
け
よ
う
」。「
ロ

ー
タ
リ
ー
で
勝
負
し
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

│
│
一
方
の
関
谷
さ
ん
は
最
初
、
マ
ツ
ダ
の
デ
ィ
ー
ラ

ー
に
勤
め
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
？

関
谷
：
僕
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
メ
カ
ニ
ッ
ク
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
と
き
は
レ
ー
ス
の
レ
の
字
も
な
か
っ
た
で

す
が
、
レ
ー
ス
を
見
に
行
っ
て
「
い
い
な
あ
。
乗
り
た

い
な
あ
」
っ
て
思
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
と
き
に
マ

ツ
ダ
か
ら
Ｍ
10
Ａ
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ト
が
発
売
さ
れ
て
、

そ
れ
を
つ
け
て
み
ん
な
で
（
ク
ル
マ
を
）
作
っ
て
レ
ー

ス
を
や
ろ
う
っ
て
い
う
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
ク
ラ
ブ
活
動
か

ら
レ
ー
ス
を
始
め
ま
し
た
。

│
│
最
初
に
乗
っ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
の
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー

は
ど
ん
な
印
象
で
し
た
か
？

関
谷
：
ク
ル
マ
自
体
は
大
し
た
馬
力
で
は
な
か
っ
た
ん

で
す
。
で
も
初
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
走
行
、
初
め
て
の
全

開
走
行
だ
っ
た
の
で
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ち
ょ
っ
と
肝

を
つ
ぶ
し
ま
し
た
。
し
か
も
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の

× 関谷正徳

本取材はレジェンド・レーシングドライバー
ズ・クラブとのコラボ。富士モータースポー
ツミュージアムでの同クラブの動画撮影時に
“相乗り”実施した（動画の詳細はP59へ！）。

名
手
、ハ
コ
ロ
ー
タ
リ
ー
を
語
る

マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
多
く
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
駆
っ
た
寺
田
陽
次
郎
と

静
岡
マ
ツ
ダ
の
社
員
と
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
で
レ
ー
ス
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
た
関
谷
正
徳

そ
ん
な
ふ
た
り
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
が
マ
ツ
ダ
の〝
ハ
コ
〞と
と
も
に
過
ご
し
た
時
を
回
想
す
る

Text/R
acing on  P

hotos/S
him
pei S

uzuki, S
A
N
-E
I

S
pecial Thanks/Fuji M

otorsports M
useum

, Legend R
acing D

rivers C
lub

撮
影
協
力
／
富
士
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム  https://fuji-m

otorsports-m
useum

.jp
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30
度
バ
ン
ク
に
入
っ
て
い
く
と
き
、
恐
怖
感
も
あ
っ
た

ん
で
す
が
踏
ん
で
い
っ
た
ん
で
す
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
怖

か
っ
た
（
笑
）。「
レ
ー
サ
ー
の
人
っ
て
す
げ
ー
な
」
と

い
う
の
が
初
め
て
走
っ
た
時
の
印
象
で
し
た
。

　

一
番
初
め
に
走
っ
た
ク
ル
マ
は
み
ん
な
で
作
っ
た
ク

ル
マ
で
、
お
金
も
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
ク

ル
マ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
雨
で
、

当
時
は
タ
イ
ヤ
の
こ
と
も
知
ら
な
く
て
オ
ー
ル
ウ
エ
ザ

ー
タ
イ
ヤ
を
レ
イ
ン
タ
イ
ヤ
だ
と
思
っ
て
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
大
雨
の
な
か
オ
ー
ル
ウ
エ
ザ
ー
で
走
っ
た
ら
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
お
っ
か
な
い
。
そ
し
た
ら
富
士
の
１
０

０
Ｒ
の
イ
ン
側
に
あ
っ
た
土
手
に
乗
り
上
げ
て
、
ひ
っ

く
り
返
っ
て
ク
ラ
ッ
シ
ュ
。
日
産
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
Ｇ
Ｔ

‐
Ｒ
が
１
０
０
Ｒ
を
カ
ウ
ン
タ
ー
当
て
て
駆
け
抜
け
て

る
の
を
見
て
『
俺
だ
っ
て
で
き
る
よ
』
っ
て
真
似
し
た

寺田陽次郎　
レジェンド・レーシングドライバーズ・クラブ×Racing on コラボレーション

寺田と関谷がコンビを組み、RX-7 253で出場した81年の鈴鹿1000㎞。関谷が「熱にや
られてしまった」と苦い思い出を語ってくれたそのレースだ。３番手グリッドからスター
トしたJUNカラーの253は一時トップを走るもエンジンのメタルを損傷しリタイアに。
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瞬
間
、
そ
の
土
手
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
非
常
に
苦
い
経
験
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
ね
。

│
│
そ
の
後
、
カ
ペ
ラ
や
サ
バ
ン
ナ
を
乗
り
継
い
で
い

か
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
製
作
し
た

車
両
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

関
谷
：
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
の
ク
ル
マ
は
ク
ラ
ッ
シ
ュ

の
後
に
作
り
ま
し
た
。
最
初
の
Ｍ
10
Ａ
は
全
損
で
し
た
。

な
の
で
解
体
屋
で
フ
ロ
ン
ト
が
全
損
の
ク
ル
マ
と
リ
ヤ

が
全
損
の
ク
ル
マ
を
買
っ
て
き
て
、
切
断
し
て
、
溶
接

し
て
つ
な
げ
て
、
そ
れ
で
新
た
に
カ
ペ
ラ
を
作
り
ま
し

た
。
そ
の
カ
ペ
ラ
で
優
勝
し
た
り
し
た
こ
と
で
、
ち
ょ

っ
と
「
俺
っ
て
運
転
う
ま
い
の
か
な
」
な
ん
て
思
い
出

し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

│
│
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
と
か
広
島
の
ワ
ー
ク
ス
と
か

チ
ー
ム
木
の
実
と
か
と
い
ろ
い
ろ
な
マ
ツ
ダ
の
チ
ー
ム

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
憧
れ
は
？

関
谷
：
目
標
で
し
た
ね
、
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
の
寺
田

さ
ん
や
マ
ツ
ダ
ワ
ー
ク
ス
は
。
寺
田
さ
ん
が
ス
ー
パ
ー

ツ
ー
リ
ン
グ
と
か
で
バ
リ
バ
リ
優
勝
し
て
い
る
時
代
に

僕
ら
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
レ
ー
ス
を
や
っ
て
い
て
、
い

つ
か
寺
田
さ
ん
を
や
っ
つ
け
た
い
な
な
ん
て
思
っ
て
る

ん
だ
け
ど
、
ま
だ
手
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

│
│
そ
の
頃
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
や
っ
て
き
て
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
ワ
ー
ク
ス
が
み
ん
な
撤
退
し
ち
ゃ
っ
て
マ

ツ
ダ
し
か
な
い
時
期
っ
て
あ
り
ま
し
た
よ
ね
？

関
谷
：
ス
ー
パ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
は
ね
。
だ
け
ど
、
そ
こ

に
ひ
と
り
敵
が
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
柳
田
（
春
人
）

さ
ん
の
２
４
０
Ｚ
で
し
た
。
僕
は
富
士
の
あ
る
レ
ー
ス

で
柳
田
さ
ん
を
ぶ
っ
ち
ぎ
っ
て
た
ん
で
す
が
、
ス
ト
レ

ー
ト
で
エ
ン
ジ
ン
が
壊
れ
て
リ
タ
イ
ア
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
し
た
ら
１
コ
ー
ナ
ー
で
見
て
た
ス
タ
ン
ド
の

人
が
み
ん
な
拍
手
す
る
わ
け
で
す
。
日
産
フ
ァ
ン
は
俺

の
リ
タ
イ
ア
を
喜
ん
で
ま
し
た
。
悔
し
か
っ
た
で
す
ね
。

そ
ん
な
と
き
で
も
寺
田
さ
ん
は
雲
の
上
の
人
で
し
た
。

寺
田
：
一
緒
に
走
っ
た
こ
と
な
か
っ
た
っ
け
？

│
│
あ
り
ま
す
。
72
年
の
富
士
ツ
ー
リ
ス
ト
ト
ロ
フ
ィ

ー
（
Ｔ
Ｔ
）
５
０
０
マ
イ
ル
が
最
初
に
寺
田
さ
ん
と
関

谷
さ
ん
が
相
見
え
た
レ
ー
ス
で
し
た
。
そ
の
と
き
寺
田

さ
ん
は
岡
本
安
弘
さ
ん
と
サ
バ
ン
ナ
に
乗
っ
て
ま
し
た
。

寺
田
：
そ
う
で
し
た
。
富
士
Ｔ
Ｔ
っ
て
い
う
の
は
僕
は

す
ご
く
相
性
が
よ
く
て
３
連
勝
も
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

│
│
そ
し
て
そ
の
時
に
関
谷
さ
ん
は
白
鳥
哲
次
さ
ん
と

カ
ペ
ラ
で
出
場
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
前
年
の
71
年

に
は
寺
田
さ
ん
が
日
産
の
連
勝
記
録
を
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

寺
田
：
ど
こ
が
50
連
勝
、
50
勝
か
曖
昧
な
ん
で
す
が
、

当
時
は
富
士
Ｇ
Ｃ
の
ツ
ー
リ
ン
グ
カ
ー
レ
ー
ス
（
注
：

71
年
８
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
富
士
Ｇ
Ｃ 

富
士
５
０

０
キ
ロ
の
ツ
ー
リ
ン
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
Ｂ
）
が
50
連
勝

と
言
わ
れ
て
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
日
産
は
ワ
ー
ク
ス
を

出
さ
ず
に
お
客
様
に
花
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
、
久
保

田
（
洋
史
）
と
杉
崎
（
直
司
）
を
出
し
た
。
そ
の
レ
ー

ス
で
僕
が
カ
ペ
ラ
で
そ
の
２
台
に
勝
っ
た
ん
で
す
よ
。

そ
し
た
ら
レ
ー
ス
後
、
難
波
（
靖
治
）
さ
ん
に
呼
び
止

め
ら
れ
た
ん
で
す
。「
寺
田
君
や
っ
て
く
れ
た
な
」っ
て
。1949年11月27日生まれ。静岡県出身。

71年にデビューするとファミリア・ロ
ータリークーペやカペラ、サバンナな
どのマツダ車をドライブ。77年には富
士GCスーパーツーリングレースのチ
ャンピオンに輝いた。その後、83年以
降はトムスに所属しトヨタ陣営のエー
スとしてグループAやグループCカーな
どで活躍。さらに95年にはマクラーレ
ンF1 GTRを駆り、日本人初のル・マ
ン24時間レース総合優勝を達成した。

関谷正徳
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お
か
げ
で
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
販
売
店
に
「
あ
り
が
と
う
。

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」
っ
て
い
う
垂
れ
幕
が
下
り
る
予
定
が

全
部
飛
ん
だ
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
。
だ
か
ら
そ
れ
が
50

連
勝
（
の
つ
も
り
）
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

│
│
お
ふ
た
り
が
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
レ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
81
年
の
鈴
鹿
１
０
０
０
㎞
だ
っ
た
の
で

す
が
、
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

関
谷
：
超
、
覚
え
て
ま
す
。

│
│
関
谷
さ
ん
は
レ
ー
ス
キ
ャ
リ
ア
も
だ
い
ぶ
重
ね
て

い
た
こ
ろ
に
ル
・
マ
ン
に
も
挑
ん
だ
Ｒ
Ｘ
‐
７ 
２
５
３

に
乗
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
。
上
位
も
狙
え
た

ク
ル
マ
で
す
よ
ね
？

関
谷
：
上
位
に
行
け
る
は
ず
だ
っ
た
ん
で
す
。
寺
田
さ

ん
が
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
、
そ
れ
か
ら
バ
ト
ン
を
渡
さ
れ

て
僕
も
ト
ッ
プ
を
走
り
ま
し
た
。
で
も
自
分
で
自
分
を

壊
し
て
し
ま
っ
た
。
当
時
は
ク
ー
ル
ス
ー
ツ
も
な
く
て

真
夏
の
１
０
０
０
㎞
で
し
た
か
ら
熱
で
や
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。
で
も
寺
田
さ
ん
は
大
丈
夫
で
し
た
。
そ
の
と
き

つ
く
づ
く
「
俺
っ
て
華
奢
だ
な
」
と
痛
感
し
ま
し
た
。

│
│
２
５
３
に
乗
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
マ
ツ
ダ
オ

ー
ト
東
京
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

関
谷
：
は
い
。
お
声
が
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寺
田
：
「
誰
が
い
い
？
」
っ
て
大
橋
（
孝
至
）
監
督
に

相
談
さ
れ
ま
し
て
「
関
谷
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
？
」
っ
て
声
を
か
け
た
ん
で
す
。

│
│
そ
れ
は
寺
田
さ
ん
が
進
言
さ
れ
た
の
で
す
か
？

寺
田
：
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。
当
時
の
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト

東
京
は
垣
根
を
超
え
て
い
ろ
ん
な
ド
ラ
イ
バ
ー
を
乗
せ

て
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
な
か
で
関
谷
は
も
っ
と
も
有
望
で
し
た
。

関
谷
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
笑
）。
な
の
に
期

待
に
沿
え
な
く
て
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。 

F

国内モータースポーツの歴史を語り、映像化するレジェンド・レー
シングドライバーズ・クラブのプロジェクトがスタート。これはク
ラウドファンディングで支援金を募り、証言映像を製作するという
もので、支援金の募集はすでに終了しているが、本記事の対談を含
む全６本の動画が一般にも公開される予定だ（詳細はWebへ）。

マ
ツ
ダ
の〝
先
輩
〞と〝
後
輩
〞に
戻
っ
た
ふ
た
り
は
想
い
出
を
語
り
尽
く
し
た

「レジェンドレーシングドライバーかく語りき」
証言映像化プロジェクト始動！

www.motorsport-japan.com/legenddrivers.html

1947年３月26日生まれ。65年にホン
ダS600でレースデビューを果たした
のち、70年にマツダオート東京に移り、
ドライバーに加えて、スポーツキット
拡販のアドバイザーとしてユーザー拡
充にも貢献。カペラをドライブしてハ
コスカの連勝記録をストップさせたこ
とでも知られる。またル・マン24時間
レースに計29回の出走を果たしたこと
などから、国内外で「ミスター・ル・
マン」と称され、讃えられている。

寺田陽次郎
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FC3S RX-7
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MAZDA  M a c h i n e  G a l l e r y

IMSA-GTU
伝説を担った偉大なる“アンダー”
SA22CからFC3SまでIMSAのGTクラスにおいて
100勝という金字塔を打ち立てたRX-7
そんなIMSA仕様のRX-7のディテールを
プライベーターが仕立てた貴重なGTUマシンから紐解く
Text/Kazuya Minakoshi  Photos/Hidenobu Tanaka　
Special Thanks/Hisashi Kunie

ルーフラインなどでかろうじて
シルエットを確認できるが、ヘ
ッドライトが廃されている影響
もあって、フロントからは一見、
このマシンがFC3Sであること
を感じさせない。その一方でテ
ールレンズの残るリヤは市販車
の意匠が感じられる。



全長×全幅×全高 4293×1905×1168㎜
ホイールベース 2431㎜
トレッド（前／後） 1505／1549㎜
サスペンション（前後とも） 不等長チューブラーAアーム
車両重量 932㎏以上
エンジン型式 20B
エンジン形式 ３ローターNA
排気量 654cc×3
最高出力 483ps／9000rpm
最大トルク 40.0㎏m／8500rpm
タイヤ（前／後） 横浜ゴム製 300/630R16／320/650R16
※数値はIMSA-GTO仕様のもの

SPECIFICATIONS

12Aピラーとルーフを残してフロント、
リヤ、ドアに至るまで比較的に容易に脱
着できるボディカウル。そのカウルを外
すとスペースフレームの全貌が望める。3
シンプルなリヤと4フロントのサスペン
ション。それぞれダンパーの上部はフレ
ームのパイプにマウントされている。5
リヤには燃料タンクが収まる。6ゴール
ドのエアインテークが目立つ簡素なフロ
ントセクション。

1

2
5

6

43
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  2023年９月に富士スピードウェイで開
催された「MAZDA FAN FESTA 
2023」で展示・走行したIMSA GTU仕
様のRX-7（FC3S）。このFCはP36で紹
介したゲータレードカラーのRX-3と同
じ国江仙嗣氏が所有する１台で「輝かし
い日本車の歴史的なマシンは日本人の手
で日本に残すべき」という彼の心情から
入手を決めたもので、オークションで落
札されたのだという。
　国江氏が手に入れ、MAZDA FAN 
FESTAで爆音を轟かせ、ひときわ目
（耳？）を引いた1992年型のRX-7 
IMSA GTU仕様は一瞬JSS（ジャパン
・スーパースポーツ・セダン）仕様の
FCにも見えるが、幅広い全幅で車高も
グッと低く、ロングノーズの印象だ。
　IMSAのRX-7と言えば排気量３ℓ以
上のGTOクラスで活躍したFCが有名だ
ろう。しかしこの車両はGTOマシンに
よく似たカラーリングが施されているも
のの、GTU仕様のマシンである（IMSA
のGTカテゴリーでは排気量３ℓを境に
３ℓ以上を「Over」の「Ｏ」、３ℓ以下
のNA車両を「Under」の「Ｕ」とクラ
ス分けしていた）。車両の外観自体は規
定に合わせA～Bピラーにかけてなどボ
ディのシルエットを残してはいるが、そ
の中身はIMSA車両らしくアルミ製のス
ペースフレームにFRPやカーボンファ
イバーのボディパネルを被せたものだ。
その車重は930㎏と非常に軽量である。

　フロントアクスルの後方、フロントミ
ッドに搭載されるエンジンは12Bロータ
リーで325馬力を発生していたとされる。
それに組み合わされるトランスミッショ
ンはヒューランド製の５速を採用。
　GTUクラスにおいて活躍したRX-7は
83～84年にタイトルを獲得したマンデ
ビル・オートテックのSA22Cがよく知
られるところだが、この撮影個体はその
マンデビルが製作したものではなく80
～90年代にIMSAに参戦した「チロリア
ン（Tyrolean）レーシング」が仕立て
た車両（チロリアンはマシンのカラーリ
ングに赤とイエローが採用していた）だ。
　国江氏によれば、当時IMSAに挑んで
いたマツダ車を使うチームはマツダから
ボディの図面を提供され、それをもとに
マシンをチーム独自で製作していたとい
う。この車両も89年までレースで使用
されていたシャシーをもとに92年に現
在のボディカウルを載せており、残念な
がら実戦への投入は確認できなかった。
　前述のとおりレースを戦うことこそな
かったものの、実際にIMSAを戦ってい
たチームが仕上げたボディは非常に美し
く、市販車と同じテールランプからは懐
かしさを覚える。現オーナーである国江
氏の力でコンディションも良好に保たれ
ており、今後はほかのイベントにも登場
してくれるに違いない。幸運にも機会に
巡り合えた際には迫力あるNAロータリ
ーサウンドに圧倒されてほしい。 F
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5走行を楽しむため製作当時からリフレッシュされたであろうドライバーズシート。そ
の脇にある乗員保護のための太いパイプも特徴的だ。6多くのメーターやスイッチ類
が整然と並んでいるが、シンプルで無駄のない作りのコクピット。7ステアリング奥
の視認しやすい位置には回転計のほか、エキゾーストの温度計も備わっている。8イ
ンパネには燃圧、水温、油圧、油温のほか、トランスミッションの温度計も並ぶ。

1低く、より奥にマウントされたロータリーエンジン。撮影個体は13Bを搭載して
いた。2エアフローパフォーマンスというメーカーの航空機用の燃料レギュレータ
ーを装着。航空機用部品も使用されているところにアメリカ製のレーシングカーら
しさを感じさせる。3エキゾーストパイプはフレームの右サイドに向けてレイアウ
トされている。4リヤセクション上部からはプロペラシャフトも望める。

1
3

4

2

6
8

5

7
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マ
ツ
ダ
は
１
９
７
０
年
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
進
出
を
開

始
し
て
カ
ペ
ラ
（
Ｒ
Ｘ
‐
２
）、
翌
71
年
に
は
サ
バ
ン

ナ
（
Ｒ
Ｘ
‐
３
）
を
登
場
さ
せ
、
ど
ち
ら
も
レ
ー
ス
の

ベ
ー
ス
車
両
に
選
ぶ
者
が
す
ぐ
さ
ま
現
れ
た
。
そ
し
て

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
積
極
的
な
活
動
を
展
開
す
る
方

針
を
採
用
し
た
マ
ツ
ダ
は
、
78
年
に
伝
統
あ
る
Ｉ
Ｍ
Ｓ

Ａ
の
耐
久
レ
ー
ス
で
あ
る
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
に
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
チ
ー
ム
を
エ
ン
ト
リ
ー
。
日
本
か
ら
２
台
の
Ｒ

Ｘ
‐
３
を
運
び
込
ん
で
Ｇ
Ｔ
Ｘ
（
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ 

Ｔ
ｏ

ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ
）、
Ｇ

Ｔ
Ｏ
（
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ 

Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
）

に
次
ぐ
三
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
Ｇ
Ｔ
Ｕ
（
Ｇ
ｒ

ａ
ｎ
ｄ 

Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）
に
初
挑

戦
し
た
が
、
結
果
は
ク
ラ
ス
11
位
に
リ
タ
イ
ア
と
不
本

意
な
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
し
て
翌
79
年
に
は
前
年
ア
メ
リ
カ
で
販
売
を
開
始

し
た
Ｒ
Ｘ
‐
７
で
の
レ
ー
ス
活
動
が
ス
タ
ー
ト
。
国
際

メ
ジ
ャ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
の
Ｇ
Ｔ

Ｕ
ク
ラ
ス
で
デ
ビ
ュ
ー
ウ
イ
ン
を
飾
る
。
優
勝
は
日
本

か
ら
遠
征
し
た
片
山
義
美
／
寺
田
陽
次
郎
／
従
野
孝
司

組
で
、
ア
メ
リ
カ
人
ト
リ
オ
の
ウ
ォ
ル
ト
・
ボ
ー
レ
ン

／
ジ
ム
・
ダ
ウ
ニ
ン
グ
／
ロ
ジ
ャ
ー
・
マ
ン
デ
ビ
ル
組

も
ク
ラ
ス
２
位
に
。
ク
ラ
ス
１
‐
２
と
幸
先
良
い
ス
タ

ー
ト
を
切
る
が
、
逆
に
そ
の
結
果
が
悪
し
き
状
況
を
作

り
出
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ひ
と
つ
の
メ
ー
カ
ー
、

あ
る
い
は
マ
シ
ン
が
圧
倒
的
優
位
を
手
に
す
る
こ
と
は

単一車種優勝記録
大幅更新の偉業を達成

RX-7
IMSA100勝
の伝説
ロータリーエンジン搭載のRX-7でアメリカのIMSAシリーズに挑み
GTU／GTOクラスで数々の勝利を刻んでポルシェ・カレラの66勝を破り
単一車種優勝100勝を記録。その裏にはREを愛する人々の飽くなき挑戦があった
Text/Masahiko Amano（Amano e Associati）  Data/Shinji Hayashi 
Photos/Masahiko Amano（Amano e Associati）, Hiroshi Matsubara, MZ Racing, Motorsport Images, SAN-EI

1979年のデイトナ24時間GTUクラスでデビューウインを
飾ったRX-7はIMSAのGTU／GTOで着実に勝利を重ねて
いき、85年にはポルシェ・カレラの単一車種優勝記録を抜
く67勝目を記録。90年に通算100勝を達成した。
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Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
ポ
リ
シ
ー
に
反
す
る
か
ら
だ
。「
ロ
ー
タ

リ
ー
は
速
す
ぎ
る
」
と
ラ
イ
バ
ル
た
ち
か
ら
不
安
や
不

満
の
声
が
沸
き
上
が
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
は
す
ぐ
さ
ま
レ
ギ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
変
更
に
踏
み
切
る
。
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
Ｇ
Ｔ

Ｕ
に
継
続
参
戦
す
る
た
め
に
は
２
０
７
㎏
も
の
大
幅
ウ

エ
イ
ト
増
を
受
け
入
れ
る
か
、
ペ
リ
フ
ェ
ラ
ル
ポ
ー
ト

を
諦
め
て
サ
イ
ド
ポ
ー
ト
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
ル
ー
ル
変
更
で
大
幅
な
重
量
増
を
義
務
付
け

ら
れ
た
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
戦
闘
力
は
剥
ぎ
取
ら
れ
、
サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
や
ブ
レ
ー
キ
に
負
担
が
か
か
り
過
ぎ
、
走
ら

せ
る
こ
と
が
危
険
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
。
そ
こ
で

ボ
ー
レ
ン
と
マ
ン
デ
ビ
ル
は
セ
ブ
リ
ン
グ
12
時
間
レ
ー

ス
に
、
デ
イ
ト
ナ
優
勝
時
と
同
じ
ウ
エ
イ
ト
で
走
れ
る

ト
ッ
プ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
Ｇ
Ｔ
Ｘ
マ
シ
ン
と
し
て
出
場
。

こ
の
セ
ブ
リ
ン
グ
の
レ
ー
ス
後
に
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
重
量
は

見
直
さ
れ
て
不
利
は
緩
和
さ
れ
た
が
、
ま
だ
不
十
分
で

あ
っ
た
。
と
は
い
え
２
勝
を
マ
ー
ク
。　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
Ｒ
Ｘ
‐
７
で
最
初
の
ス
タ
ー

と
な
っ
た
の
は
ボ
ー
レ
ン
だ
。
マ
ツ
ダ
デ
ィ
ー
ラ
ー
の

セ
ー
ル
ス
マ
ン
だ
っ
た
ボ
ー
レ
ン
は
、
80
年
に
エ
ン
ジ

ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
や
最
高
速
度
記
録
挑
戦
で
名
を
馳
せ

て
い
た
レ
ー
シ
ン
グ
ビ
ー
ト
と
タ
ッ
グ
を
組
む
体
制
を

敷
い
た
こ
と
が
功
を
奏
し
、
年
間
６
勝
を
挙
げ
て
Ｇ
Ｔ

Ｕ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
。
10
勝
を
挙
げ
た
マ
ツ
ダ
は

初
の
Ｇ
Ｔ
Ｕ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ラ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

も
獲
得
し
た
。
そ
し
て
マ
ツ
ダ
第
２
の
ス
タ
ー
と
な
っ

た
の
が
デ
イ
ブ
・
ケ
ン
ト
率
い
る
ケ
ン
ト
・
レ
ー
シ
ン

グ
で
、
81
年
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
へ
本
格
参
戦
。

２
台
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
を
ボ
ー
レ
ン
と
リ
ー
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー

に
委
ね
、
彼
ら
は
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
争
い

を
展
開
し
て
ミ
ュ
ー
ラ
ー
が
81
年
の
Ｇ
Ｔ
Ｕ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
と
な
っ
た
。
ケ
ン
ト
・
レ
ー
シ
ン
グ
が
注
目
を
集

め
た
の
は
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
キ
ャ
シ
ー
・
ル
ー
ド
を

起
用
し
た
か
ら
で
も
あ
る
。
彼
女
は
82
年
の
開
幕
戦
デ

イ
ト
ナ
で
優
勝
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ひ
と
り
に
名
を
連
ね
た
。

こ
れ
は
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
史
上
初
の
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
優
勝
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
ジ
ャ
ー
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
お
け

る
女
性
初
の
優
勝
と
い
う
歴
史
を
刻
ん
だ
。
し
か
し
ケ

ン
ト
・
レ
ー
シ
ン
グ
は
こ
の
レ
ー
ス
を
最
後
に
、
Ｇ
Ｔ

Ｕ
参
戦
を
画
策
し
て
い
た
ト
ヨ
タ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

携
わ
る
こ
と
と
な
る
。

Ｇ
Ｔ
Ｏ
ク
ラ
ス
へ
の
参
戦
も
開
始

　

ま
た
82
年
の
マ
ツ
ダ
は
Ｇ
Ｔ
Ｕ
の
ひ
と
つ
上
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
あ
る
Ｇ
Ｔ
Ｏ
へ
の
参
戦
を
開
始
し
、
日
本
か

ら
13
Ｂ
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
マ
シ
ン
と
ド
ラ
イ
バ
ー

を
送
り
込
ん
だ
。
開
幕
戦
で
は
朝
に
出
た
ト
ラ
ブ
ル
を

乗
り
越
え
て
片
山
／
寺
田
／
従
野
組
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
過

酷
な
デ
イ
ト
ナ
の
Ｇ
Ｔ
Ｏ
ク
ラ
ス
で
デ
ビ
ュ
ー
ウ
イ
ン

を
飾
る
。
こ
の
結
果
、
マ
ツ
ダ
初
と
な
る
Ｇ
Ｔ
Ｕ
と
Ｇ

Ｔ
Ｏ
の
２
ク
ラ
ス
同
時
制
覇
を
成
し
遂
げ
る
。
ま
た
こ

の
年
の
マ
ツ
ダ
は
ケ
ン
ト
・
レ
ー
シ
ン
グ
離
脱
に
伴
い
、

ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

で
あ
る
ダ
ウ
ニ
ン
グ
と
マ
ン
デ
ビ
ル
の
２
チ
ー
ム
を
ワ

ー
ク
ス
チ
ー
ム
と
し
て
起
用
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の
第
一
人

者
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
ふ
た
り
の
マ
ツ
ダ
使
い

は
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス
で
熾
烈
な
争
い
を
繰
り
広
げ
た
が
、

夏
の
デ
イ
ト
ナ
で
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
エ
ン
ジ
ン
を
ブ
ロ
ー

さ
せ
た
時
に
は
マ
ン
デ
ビ
ル
が
ス
ペ
ア
の
エ
ン
ジ
ン
を

貸
し
出
す
と
い
う
フ
ェ
ア
な
戦
い
を
展
開
す
る
。
そ
し

て
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
争
い
は
同
点
で
最
終
戦
デ
イ
ト
ナ
へ

と
も
つ
れ
込
み
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
優
勝
を
果
た
し
て
シ

ー
ズ
ン
３
勝
で
初
の
Ｇ
Ｔ
Ｕ
タ
イ
ト
ル
を
戴
冠
。
た
だ

し
夏
の
デ
イ
ト
ナ
で
マ
ン
デ
ビ
ル
に
借
り
た
エ
ン
ジ
ン

で
の
２
位
入
賞
が
な
け
れ
ば
、
王
座
は
ト
ー
タ
ル
４
勝

の
マ
ン
デ
ビ
ル
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

　

83
年
に
は
80
年
シ
ー
ズ
ン
で
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｇ
Ｔ
か
ら

離
れ
て
い
た
レ
ー
シ
ン
グ
ビ
ー
ト
が
、
ア
メ
リ
カ
マ
ツ

ダ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
13
Ｂ
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し

た
Ｇ
Ｔ
Ｏ
ス
ペ
ッ
ク
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
を
携
え
て
戻
っ
て
く

る
。
開
幕
戦
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
で
ピ
ー
ト
・
ハ
ル
ズ
マ

ー
／
リ
ッ
ク
・
ヌ
ー
プ
／
ボ
ブ
・
リ
ー
ド
の
ト
リ
オ
は

ク
ラ
ス
優
勝
と
と
も
に
、
総
合
３
位
に
も
入
線
。
マ
ツ

ダ
の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
歴
代
最
上
位
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を

成
し
遂
げ
る
。
同
年
の
Ｇ
Ｔ
Ｕ
で
は
マ
ン
デ
ビ
ル
が
ス

チ
ー
ル
パ
イ
プ
フ
レ
ー
ム
に
サ
イ
ド
ポ
ー
ト
の
12
Ａ
を

マツダユーザー同士の熾烈な争いのなかで
エンジンを貸し出すなどフェアな戦いを展開

78年にアメリカで販売を開始したRX-7で翌79年からレース参戦を開始したマツダは、
デイトナ24時間のGTUクラスに２台エントリーしワンツーフィニッシュを飾る。
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年 月日 レース 総合 クラス No. ドライバー シャシー エンジン 勝利数

1979
2月3～4日 デイトナ24時間（フロリダ州）  5位 GTU／優勝 7 片山義美／寺田陽次郎／従野孝司 SA22C 12A 1
6月17日 ブレイナード100マイル（ミネソタ州） 19位 GTU／優勝 7 W.ボーレン SA22C 12A 2
9月2日 ロード・アメリカ500マイル（ウィスコンシン州）  9位 GTU／優勝 79 B.バーグストロム／R.ヌープ SA22C 12A 3

1980

3月22日 セブリング12時間（フロリダ州）  9位 GTU／優勝 77 R.マンデビル／J.ダウニング／B.フリゼル SA22C 12A 4
4月13日 ロードアトランタ30分（ジョージア州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 7 W.ボーレン SA22C 12A 5
4月27日 リバーサイド５時間（カリフォルニア州）  9位 GTU／優勝 47 B.フリゼル／片山義美 SA22C 12A 6
5月4日 ラグナセカ100マイル（カリフォルニア州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 7 W.ボーレン SA22C 12A 7
6月15日 ブレイナード100マイル（ミネソタ州）【GTO／GTU】  2位 GTU／優勝 17 J.クライン SA22C 12A 8
7月4日 デイトナ250マイル（フロリダ州）  9位 GTU／優勝 7 W.ボーレン SA22C 12A 9
7月27日 ゴールデンステート=ソノマ100マイル（カリフォルニア州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 7 W.ボーレン SA22C 12A 10
8月3日 ポートランド100マイル（オレゴン州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 7 W.ボーレン SA22C 12A 11
8月17日 モスポートパーク６時間（カナダ） 10位 GTU／優勝 17 J.クライン／J.モートン／W.ボーレン SA22C 12A 12
9月21日 ロードアトランタ50マイル（ジョージア州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 7 J.クライン SA22C 12A 13

1981

3月21日 セブリング12時間（フロリダ州）  9位 GTU／優勝 98 L.ミューラー／W.ボーレン SA22C 12A 14
4月12日 ロードアトランタ100マイル（ジョージア州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 7 W.ボーレン SA22C 12A 15
5月3日 ラグナセカ100マイル（カリフォルニア州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 92 L.ミューラー SA22C 12A 16
5月24日 ライムロックパーク200マイル（コネティカット州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 98 W.ボーレン SA22C 12A 17
6月14日 ブレイナード200㎞（ミネソタ州）  6位 GTU／優勝 92 L.ミューラー SA22C 12A 18
8月2日 ポートランド100マイル（オレゴン州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 92 L.ミューラー SA22C 12A 19
8月16日 モスポートパーク1000㎞（カナダ）  9位 GTU／優勝 92 L.ミューラー／W.ボーレン SA22C 12A 20
8月23日 ロードアメリカ500マイル（ウィスコンシン州）  8位 GTU／優勝 92 W.ボーレン／L.ミューラー SA22C 12A 21
9月13日 ロードアトランタ150マイル（ジョージア州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 98 W.ボーレン SA22C 12A 22
9月27日 ポコノ500マイル（ペンシルベニア州）  8位 GTU／優勝 98 W.ボーレン／R.ヌープ SA22C 12A 23
11月29日 デイトナ250マイル（フロリダ州） 13位 GTU／優勝 98 W.ボーレン SA22C 12A 24

マツダRX-7 IMSA100勝の軌跡

83年にはマツダのチューニングショップとして名高いレーシングビートが13Bエンジンを搭載したRX-7でGTOクラスへの参戦を開始する。



68

搭
載
す
る
Ｒ
Ｘ
‐
７
を
製
作
し
、
軽
量
・
低
重
心
を
武

器
に
５
勝
を
挙
げ
て
自
身
初
の
Ｇ
Ｔ
Ｕ
タ
イ
ト
ル
を
獲

得
。
ち
な
み
に
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
こ
の
年
、
マ
ツ
ダ
か
ら

の
依
頼
で
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
Ｇ
Ｔ
Ｐ
マ
シ

ン
製
作
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
た
め
フ
ル
参
戦
は
見
送

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
２
勝
を
マ
ー
ク
し
て
い
る
。

　

マ
ン
デ
ビ
ル
は
翌
84
年
、
Ｇ
Ｔ
Ｕ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

な
っ
た
マ
シ
ン
を
Ｇ
Ｔ
Ｏ
仕
様
へ
と
コ
ン
バ
ー
ト
し
、

13
Ｂ
を
搭
載
す
る
マ
ツ
ダ
ワ
ー
ク
ス
と
し
て
参
戦
。
し

か
し
戦
う
相
手
は
シ
ボ
レ
ー
・
コ
ル
ベ
ッ
ト
、
フ
ォ
ー

ド
・
マ
ス
タ
ン
グ
、
ポ
ル
シ
ェ
９
１
１
な
ど
で
、
ア
メ

リ
カ
ン
Ｖ
８
エ
ン
ジ
ン
と
13
Ｂ
ロ
ー
タ
リ
ー
の
パ
ワ
ー

差
は
１
５
０
馬
力
も
あ
っ
た
。
そ
の
状
況
下
マ
ン
デ
ビ

ル
は
リ
バ
ー
サ
イ
ド
６
時
間
で
ア
モ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

と
の
コ
ン
ビ
で
Ｇ
Ｔ
Ｏ
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
ラ
イ
ム

ロ
ッ
ク
の
ス
プ
リ
ン
ト
で
は
２
勝
目
を
挙
げ
る
。
結
果
、

前
年
の
Ｇ
Ｔ
Ｕ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
マ
シ
ン
の
信
頼
性
の

高
さ
を
武
器
に
安
定
し
た
走
り
を
見
せ
、
Ｇ
Ｔ
Ｏ
フ
ル

参
戦
初
年
度
な
が
ら
王
座
を
戴
冠
。
79
年
に
Ｒ
Ｘ
‐
３

で
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｒ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
王
者
に
輝
い
た
マ
ン
デ

ビ
ル
は
Ｒ
Ｘ
‐
７
で
83
年
に
Ｇ
Ｔ
Ｕ
、
84
年
に
Ｇ
Ｔ
Ｏ

の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
３
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
の
戴
冠
を
マ
ツ
ダ
車
で
成
し
遂
げ
た
。

　

一
方
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス
は
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
も
ロ
ー
タ
リ

188年のIMSA GTOクラスに参戦したマンデビル・オー
トテックのRX-7。市販車とは似ても似つかぬパイプフレー
ムで駆動方式はFR。エンジンは３ローターの13Bを搭載し
ている。2アナログのメーターパネルは回転／油圧／水温
／油温／燃料計が並ぶ。ステアリングのスポークには無線
用の通話スイッチが備わる。3リヤアクスルの後方には容
量120ℓのフューエルタンクを搭載する。

1

23
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ー
搭
載
の
Ｇ
Ｔ
Ｐ
マ
シ
ン
で
参
戦
を
開
始
し
て
マ
ツ
ダ

の
看
板
ド
ラ
イ
バ
ー
ふ
た
り
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た

た
め
手
薄
に
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
・

ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
い
き
な
り
ク
ラ
ス
５
勝
し
て
王
座
獲

得
と
新
た
な
ス
タ
ー
の
座
を
射
止
め
る
。
こ
れ
に
よ
り

マ
ツ
ダ
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス
史
上
初
の
５
年
連
続
マ
ニ

ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ラ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

ユ
ー
ザ
ー
チ
ー
ム
の
参
戦
継
続
を
サ
ポ
ー
ト

　

参
戦
継
続
こ
そ
が
重
要
と
考
え
て
い
た
マ
ツ
ダ
は
ユ

ー
ザ
ー
チ
ー
ム
を
技
術
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
額
は
大
き

く
な
い
が
経
済
的
な
支
援
も
続
け
、
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
Ｉ
Ｍ

Ｓ
Ａ
の
Ｇ
Ｔ
Ｕ
／
Ｇ
Ｔ
Ｏ
の
両
ク
ラ
ス
で
地
位
を
確
立
、

シ
リ
ー
ズ
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が

ラ
イ
バ
ル
た
ち
も
徐
々
に
チ
カ
ラ
を
つ
け
て
い
き
、
85

年
の
マ
ツ
ダ
は
Ｇ
Ｔ
Ｏ
で
ダ
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
が
１
勝
し

か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
Ｇ
Ｔ

Ｕ
に
は
ト
ヨ
タ
に
加
え
て
ポ
ン
テ
ィ
ア
ッ
ク
が
参
戦
を

開
始
す
る
も
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
５
勝
を
マ
ー
ク
し
て

２
年
連
続
の
Ｇ
Ｔ
Ｕ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
。
ポ
イ
ン

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
２
、
３
位
も
Ｒ
Ｘ
‐
７
勢
が
獲
得
し
、

ト
ッ
プ
３
を
独
占
し
た
マ
ツ
ダ
は
Ｇ
Ｔ
Ｕ
で
６
年
連
続

の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ラ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
を
手
に
入
れ

る
。
し
か
も
ロ
ー
ド
ア
メ
リ
カ
で
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
Ｉ
Ｍ
Ｓ

Ａ
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
通
算
67
勝
目
を
果
た
し
、
つ
い

に
ポ
ル
シ
ェ
・
カ
レ
ラ
が
保
持
し
て
い
た
66
勝
を
上
回

り
、
単
一
車
種
最
多
優
勝
記
録
を
更
新
し
た
。

　

86
年
は
マ
ン
デ
ビ
ル
が
Ｇ
Ｔ
Ｏ
か
ら
Ｇ
Ｔ
Ｕ
へ
ス
イ

ッ
チ
バ
ッ
ク
し
、
マ
ツ
ダ
で
２
度
Ｇ
Ｔ
Ｕ
王
者
と
な
っ

た
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
チ
ー
ム
が
レ
ー
ス
活
動
を
ス
ト
ッ

プ
し
た
た
め
シ
ボ
レ
ー
へ
移
籍
。
チ
ー
ム
の
ク
ル
マ
は

ク
レ
イ
ト
ン
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
・
レ
ー
シ
ン
グ
に
引
き
継

ポルシェ・カレラが保持していた66勝を破り
マツダRX-7が単一車種最多優勝記録を更新

年 月日 レース 総合 クラス No. ドライバー シャシー エンジン 勝利数

1982

1月30～31日 デイトナ24時間（フロリダ州）
 4位 GTO／優勝 77 片山義美／従野孝司／寺田陽次郎 SA22C 13B 25
 6位 GTU／優勝 98 L.ミューラー／K.ルード／A.モファット SA22C 12A 26

3月20日 セブリング12時間（フロリダ州）  6位 GTU／優勝 38 R.マンデビル／A.ジョンソン／J.クライン SA22C 12A 27
4月25日 リバーサイド６時間（カリフォルニア州）  7位 GTU／優勝 82 J.クック／J.マレン SA22C 12A 28
5月2日 ラグナセカ100マイル（カリフォルニア州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 82 J.バード SA22C 12A 29
5月23日 ミド-オハイオ100マイル（オハイオ州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 63 J.ダウニング SA22C 12A 30
5月31日 ライムロックパーク１時間（コネティカット州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 82 J.バード SA22C 12A 31
6月20日 サミットポイント100マイル（ウェストバージニア州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 82 J.バード SA22C 12A 32
7月25日 シアーズポイント=ソノマ100マイル（カリフォルニア州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 82 J.バード SA22C 12A 33
8月1日 ポートランド100マイル（オレゴン州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 38 R.マンデビル SA22C 12A 34
8月15日 モスポートパーク６時間（カナダ）  7位 GTU／優勝 38 R.マンデビル／A.ジョンソン SA22C 12A 35
8月22日 ロードアメリカ500マイル（ウィスコンシン州） 13位 GTU／優勝 82 J.バード／J.クライン SA22C 12A 36
9月12日 ロードアトランタ500㎞（ジョージア州）  6位 GTU／優勝 38 R.マンデビル／A.ジョンソン SA22C 12A 37
9月26日 ポコノ500マイル（ペンシルベニア州）  9位 GTU／優勝 63 J.ダウニング／J.マフッチ SA22C 12A 38
11月28日 デイトナ３時間（フロリダ州） 12位 GTU／優勝 63 J.ダウニング／J.マフッチ SA22C 12A 39

1983

2月5～6日 デイトナ24時間（フロリダ州）
 3位 GTO／優勝 7 P.ハルズマー／B.リード／R.ヌープ SA22C 12A 40
12位 GTU／優勝 92 L.ミューラー／T.ビスガー／H.マクドノー SA22C 12A 41

2月27日 マイアミ100㎞（フロリダ州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 38 R.マンデビル SA22C 12A 42
3月19日 セブリング12時間（フロリダ州）  6位 GTU／優勝 66 J.ダンハム／J.クライン／J.コンプトン SA22C 12A 43
6月19日 ミド-オハイオ６時間（オハイオ州）  5位 GTU／優勝 82 J.バード／J.ボードウィン SA22C 12A 44
7月4日 デイトナ250マイル（フロリダ州）  9位 GTU／優勝 63 J.ダウニング SA22C 12A 45
7月10日 ブレイナード500㎞（ミネソタ州）  7位 GTU／優勝 38 R.マンデビル／A.ジョンソン SA22C 12A 46
7月24日 シアーズポイント=ソノマ３時間（カリフォルニア州）  9位 GTU／優勝 82 J.バード／J.ボードウィン SA22C 12A 47
7月31日 ポートランド３時間（オレゴン州）  6位 GTU／優勝 38 R.マンデビル／A.ジョンソン SA22C 12A 48

8月14日 モスポートパーク６時間（カナダ）
 3位 GTO／優勝 7 R.ヌープ／J.モートン SA22C 12A 49
 5位 GTU／優勝 38 R.マンデビル／A.ジョンソン SA22C 12A 50

8月21日 ロードアメリカ500マイル（ウィスコンシン州）  5位 GTU／優勝 38 R.マンデビル／A.ジョンソン SA22C 12A 51
9月11日 ポコノ500マイル（ペンシルベニア州）  6位 GTU／優勝 63 J.ダウニング／J.マフッチ SA22C 12A 52

1984

2月4～5日 デイトナ24時間（フロリダ州） 12位 GTU／優勝 76 J.ボードウィン／I.ヤング／B.リード／J.クック SA22C 12A 53
3月24日 セブリング12時間（フロリダ州）  9位 GTU／優勝 76 J.ボードウィン／I.ヤング／B.リード SA22C 12A 54
4月8日 ロードアトランタ500㎞（ジョージア州） 13位 GTU／優勝 76 J.ボードウィン／B.リード SA22C 12A 55
4月29日 リバーサイド６時間（カリフォルニア州） 11位 GTO／優勝 38 R.マンデビル／A.ジョンソン SA22C 13B 56

5月28日 ライムロックパーク１時間（コネティカット州）【GTO】
優勝 GTO／優勝 38 R.マンデビル SA22C 13B 57
優勝 GTU／優勝 76 J.ボードウィン SA22C 12A 58

6月10日 ミド-オハイオ500㎞（オハイオ州） 11位 GTU／優勝 66 J.ダンハム／J.クライン SA22C 12A 59
7月28日 ポートランド３時間（オレゴン州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 76 J.ボードウィン SA22C 12A 60
8月26日 ロードアメリカ500マイル（ウィスコンシン州） 14位 GTU／優勝 66 J.ダンハム／J.クライン SA22C 12A 61

1985

2月2～3日 デイトナ24時間（フロリダ州） 12位 GTU／優勝 71 A.ジョンソン／J.ダンハム／寺田陽次郎 SA22C 12A 62
2月24日 マイアミ３時間（フロリダ州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 76 J.ボードウィン SA22C 12A 63
4月14日 ロードアトランタ500㎞（ジョージア州） 14位 GTU／優勝 76 J.ボードウィン SA22C 12A 64
4月28日 リバーサイド600㎞（カリフォルニア州） 12位 GTU／優勝 76 J.ボードウィン／J.クライン SA22C 12A 65
5月18日 シャーロット500㎞（ノースカロライナ州）【GTO／GTU】  1位 GTO／優勝 53 D.スミス SA22C 13B 66
8月25日 ロードアメリカ500マイル（ウィスコンシン州） 14位 GTU／優勝 76 J.ボードウィン／J.クライン SA22C 12A 67
9月29日 ワトキンスグレン500㎞（ニューヨーク州） 17位 GTU／優勝 76 J.ボードウィン SA22C 12A 68
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年 月日 レース 総合 クラス No. ドライバー シャシー エンジン 勝利数

1986

2月1～2日 デイトナ24時間（フロリダ州）  8位 GTU／優勝 71 A.ジョンソン／D.ショウ／J.ダンハム SA22C 13B 69
3月22日 セブリング12時間（フロリダ州）  8位 GTU／優勝 38 R.マンデビル／D.スミス SA22C 13B 70
4月27日 リバーサイド６時間（カリフォルニア州） 12位 GTU／優勝 38 R.マンデビル／D.スミス SA22C 13B 71
5月4日 ラグナセカ300㎞（カリフォルニア州）【GTO／GTU】 10位 GTU／優勝 75 T.ケンドール SA22C 13B 72
5月17日 シャーロット500㎞（ノースカロライナ州）【GTO／GTU】  4位 GTU／優勝 75 T.ケンドール SA22C 13B 73
6月22日 ウエストパームビーチ３時間（フロリダ州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 38 R.マンデビル SA22C 13B 74
7月6日 ワトキンスグレン500マイル（ニューヨーク州） 19位 GTU／優勝 38 R.マンデビル／D.スミス SA22C 13B 75
8月3日 シアーズポイント=ソノマ300㎞（カリフォルニア州）【GTO／GTU】  7位 GTU／優勝 75 T.ケンドール SA22C 13B 76
8月24日 ロードアメリカ500マイル（ウィスコンシン州） 15位 GTU／優勝 38 R.マンデビル／D.スミス SA22C 13B 77
9月1日 ライムロックパーク２時間（コネティカット州）【GTO／GTU】  4位 GTU／優勝 75 T.ケンドール SA22C 13B 78
9月20日 ワトキンスグレン500㎞（ニューヨーク州）【GTO／GTU】 10位 GTU／優勝 38 R.マンデビル SA22C 13B 79
10月5日 コロンバス500㎞（オハイオ州）【GTO／GTU】 11位 GTU／優勝 38 R.マンデビル SA22C 13B 80
10月25日 デイトナ３時間（フロリダ州）【GTU】 優勝 GTU／優勝 38 R.マンデビル FC3S 13B 81

1987

1月31～2月1日 デイトナ24時間（フロリダ州） 10位 GTU／優勝 71 A.ジョンソン／D.ショウ／B.ラジア SA22C 13B 82
3月1日 マイアミ３時間（フロリダ州）【GTO／GTU】  6位 GTU／優勝 12 J.フィンガー SA22C 13B 83
3月21日 セブリング12時間（フロリダ州） 17位 GTU／優勝 17 A.ベイコン／B.リード SA22C 13B 84
4月26日 リバーサイド500㎞（カリフォルニア州）【GTO／GTU】  9位 GTU／優勝 71 A.ジョンソン SA22C 13B 85
5月2日 ラグナセカ300㎞（カリフォルニア州）【GTO／GTU】 12位 GTU／優勝 75 T.ケンドール SA22C 13B 86
5月17日 ファイアバード300㎞（アリゾナ州）  8位 GTU／優勝 75 T.ケンドール SA22C 13B 87
7月12日 サミットポイント300㎞（ウェストバージニア州）【GTO／GTU】  5位 GTU／優勝 71 A.ジョンソン SA22C 13B 88
8月16日 ロードアメリカ500マイル（ウィスコンシン州） 17位 GTU／優勝 75 T.ケンドール SA22C 13B 89
9月7日 ライムロックパーク150周（コネティカット州）【GTO／GTU】  3位 GTU／優勝 75 T.ケンドール SA22C 13B 90
9月27日 ワトキンスグレン500㎞（ニューヨーク州）【GTO／GTU】  9位 GTU／優勝 71 A.ジョンソン SA22C 13B 91
10月4日 コロンバス45分（オハイオ州）【GTO／GTU】 15位 GTU／優勝 75 T.ケンドール SA22C 13B 92

1988
1月30～31日 デイトナ24時間（フロリダ州） 15位 GTU／優勝 71 A.ジョンソン／D.ショウ／B.ラジア FC3S 13B 93
3月19日 セブリング12時間（フロリダ州） 15位 GTU／優勝 71 A.ジョンソン／D.ショウ FC3S 13B 94

1989
2月4～5日 デイトナ24時間（フロリダ州） 12位 GTU／優勝 17 A.ベイコン／B.リード／R.ミレン FC3S 13B 95
3月5日 マイアミ45分（フロリダ州）【GTO／GTU】  6位 GTU／優勝 72 J.フィンガー ー 13B 96

1990

2月3～4日 デイトナ24時間（フロリダ州） 12位 GTU／優勝 71 P.ウリア／B.ドトソン／J.ペース／R.スコット FC3S 13B 97
5月6日 トペカ２時間（カンザス州）【GTO／GTU】 優勝 GTO／優勝 1 P.ハルズマー FC3S 13J 98
6月3日 ミド-オハイオ250㎞（オハイオ州）【GTO／GTU】 優勝 GTO／優勝 1 P.ハルズマー FC3S 13J 99
9月2日 サンアントニオ45分（テキサス州）【GTO／GTU】 優勝 GTO／優勝 1 P.ハルズマー FC3S 13J 100

マツダはユーザーチームを技術的にサポートするだけでなく、経済的な支援も続けることで多くのプライベートチームがRX-7でレースに参戦した。
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が
れ
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
へ
通
う
19
歳
の
ト
ム
・
ケ
ン
ド
ー
ル

が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
起
用
さ
れ
て
第
２
戦
マ
イ
ア
ミ
で
デ

ビ
ュ
ー
。
ケ
ン
ド
ー
ル
は
ラ
グ
ナ
セ
カ
で
初
勝
利
を
飾

る
と
、
そ
の
後
も
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
、
シ
ア
ー
ズ
ポ
イ
ン

ト
（
ソ
ノ
マ
）、
ラ
イ
ム
ロ
ッ
ク
で
表
彰
台
の
真
ん
中

に
４
回
立
ち
、
２
位
は
８
回
と
若
手
ら
し
か
ら
ぬ
安
定

し
た
成
績
で
Ｇ
Ｔ
Ｕ
の
初
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。
ラ
イ
バ

ル
の
マ
ン
デ
ビ
ル
は
８
勝
し
、
最
後
の
３
戦
は
連
勝
を

飾
る
が
安
定
度
の
違
い
か
ら
７
点
差
で
ラ
ン
キ
ン
グ
２

位
に
留
ま
る
。
結
果
マ
ツ
ダ
は
17
戦
中
13
勝
を
記
録
し

て
、
７
年
連
続
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ラ
ー
ズ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
な
っ
た
。

　

マ
ツ
ダ
は
87
年
に
Ｇ
Ｔ
Ｏ
へ
３
ロ
ー
タ
ー
の
Ｒ
Ｘ
‐

７
を
本
格
投
入
し
、
マ
ン
デ
ビ
ル
・
オ
ー
ト
・
テ
ッ
ク

は
フ
ル
シ
ー
ズ
ン
、
ク
レ
イ
ト
ン
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
・
レ

ー
シ
ン
グ
は
シ
ー
ズ
ン
半
ば
か
ら
出
場
。
マ
ン
デ
ビ
ル

は
チ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
兼
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
走
り
続
け
、

カ
ニ
ン
ガ
ム
は
パ
ー
ネ
リ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
や
ジ
ョ
ン
・

モ
ー
ト
ン
を
起
用
す
る
が
誰
も
優
勝
に
手
は
届
か
ず
に

終
わ
る
。
３
ロ
ー
タ
ー
は
４
６
０
馬
力
と
な
か
な
か
パ

ワ
フ
ル
だ
っ
た
が
、
フ
ォ
ー
ド
や
シ
ボ
レ
ー
の
ア
メ
リ

カ
ン
Ｖ
８
は
大
排
気
量
で
６
５
０
馬
力
以
上
を
発
揮
し

て
い
た
た
め
太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
Ｇ
Ｔ
Ｕ

で
は
５
勝
を
マ
ー
ク
し
た
前
年
王
者
の
ト
ム
・
ケ
ン
ド

ー
ル
が
連
続
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
。
そ
し
て
マ
ツ
ダ

は
17
戦
11
勝
で
８
年
連
続
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ラ
ー

ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
も
手
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
ケ
ン
ド
ー
ル
は
88
年
に
シ
ボ
レ
ー
へ
と
移
籍

し
て
マ
ツ
ダ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
り
、
つ
い
に
Ｇ
Ｔ
Ｕ

の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ラ
ー
ズ
連
続
タ
イ
ト
ル
獲
得
は

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
翌
89
年
、
Ｇ
Ｔ
Ｕ
の

ワ
ー
ク
ス
活
動
は
新
車
Ｍ
Ｘ
‐
６
へ
シ
フ
ト
し
、
Ｇ
Ｔ

Ｏ
は
３
ロ
ー
タ
ー
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
で
マ
ン
デ
ビ
ル
の
チ
ー

ム
が
継
続
参
戦
す
る
も
タ
イ
ト
ル
を
取
り
戻
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
マ
ツ
ダ
も
90
年
に
体
制
を
立

て
直
す
こ
と
と
な
り
、
参
戦
コ
ン
セ
プ
ト
を
ガ
ラ
リ
と

変
更
。
一
番
の
変
更
点
は
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
チ
ー
ム
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
は
な
く
、
ワ
ー
ク
ス
チ
ー
ム
を
設

立
し
て
人
も
資
金
も
集
中
的
に
投
下
し
、
勝
ち
に
行
く

と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

実
動
部
隊
の
本
拠
地
を
移
転
し
勝
利
を
目
指
す

　

Ｇ
Ｔ
Ｏ
に
は
ル
・
マ
ン
用
の
13
Ｊ
（
後
の
26
Ｂ
）
４

ロ
ー
タ
ー
を
搭
載
す
る
新
型
車
を
開
発
。
マ
ツ
ダ
の
本

気
度
は
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
実
動
部
隊
本
拠
地
を
ノ

ー
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
に
開
設
し
た

点
に
も
現
れ
て
い
た
。
当
時
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
チ
ー
ム
の

大
半
が
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
を
本
拠
地
に
し
て
い
て
レ
ー
ス

に
関
連
す
る
多
く
の
企
業
や
才
能
が
集
ま
っ
て
い
た
し
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ツ
の
製
作
外
注
で
確
か
な
品
質
や
短

い
納
期
が
期
待
で
き
、
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
開
発
な
ど
も
進
め
や
す
い
環
境
に

あ
っ
た
。
ま
た
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
る
サ
ー
キ

ッ
ト
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
東
側
に
多
い
た
め
、
転
戦
の

ベ
ー
ス
は
東
部
に
置
く
の
が
有
利
だ
っ
た
の
だ
。
そ
れ

ま
で
マ
ツ
ダ
は
時
差
の
あ
る
西
海
岸
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
ア
ー
バ
イ
ン
か
ら
各
サ
ー
キ
ッ
ト
へ
遠
征
を
続
け

て
い
た
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
は
体
力
的
な
大
き
な
負
担
を

強
い
ら
れ
て
い
た
。　

　

マ
ツ
ダ
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
マ

ツ
ダ
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
長
年
持
ち
続
け
て
く
れ
て

い
る
チ
ー
ム
を
ワ
ー
ク
ス
に
指
定
。
Ｇ
Ｔ
Ｏ
は
ダ
ウ
ニ

ン
グ
、
Ｇ
Ｔ
Ｕ
は
マ
ン
デ
ビ
ル
が
担
当
す
る
こ
と
が
決

定
す
る
。
さ
ら
に
よ
り
コ
ン
ペ
テ
ィ
テ
ィ
ブ
な
マ
シ
ン

を
生
み
出
す
た
め
、
経
験
豊
富
な
シ
ャ
シ
ー
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
リ
ー
・
ダ
イ
ク
ス
ト
ラ
が
マ
ツ
ダ
陣
営
に
迎
え
入

れ
ら
れ
て
、
マ
シ
ン
製
作
は
フ
ァ
ブ
カ
ー
と
契
約
を
結

ぶ
。
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
ス
チ
ー
ル
パ
イ
プ
フ
レ
ー
ム
と
カ
ー

ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
と
ア
ル
ミ
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
パ
ネ
ル

マツダのIMSAシリーズ参戦を支え続けたジム・ダウ
ニング（上）とロジャー・マンデビル（下）。ワークス
活動としてチームを率いて、ダウニングがGTOクラス、
マンデビルがGTUクラスを担当した。

タイトルを取り戻すために体制を立て直し
ワークスチームを設立して人と資金を集中投下

89年からGTUクラスにおけるマツダのワークス活動はMX-6へシフトするが、開幕戦
のデイトナ24時間GTUクラスではプライベーターのRX-7が優勝を飾っている。
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を
用
い
た
も
の
で
、
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
の
よ
う
な
ダ
ブ
ル

ウ
イ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
式
プ
ッ
シ
ュ
ロ
ッ
ド
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
、
ベ
ン
チ
レ
ー
テ
ッ
ド
デ
ィ
ス
ク
と
６
ポ
ッ
ト
キ

ャ
リ
パ
ー
の
フ
ロ
ン
ト
ブ
レ
ー
キ
な
ど
を
装
備
。
日
本

の
マ
ツ
ダ
か
ら
供
給
さ
れ
た
７
０
０
馬
力
の
４
ロ
ー
タ

ー
を
フ
ロ
ン
ト
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
に
マ
ウ
ン
ト
し
、
５
速

の
ヒ
ュ
ー
ラ
ン
ド
製
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
は
エ
ン
ジ
ン
の
す

ぐ
後
ろ
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
。

　

当
然
ド
ラ
イ
バ
ー
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
強
化
さ
れ
、
前

年
の
Ｇ
Ｔ
Ｏ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
ハ
ル
ズ
マ
ー
を
招

き
入
れ
、
２
台
目
は
ダ
ウ
ニ
ン
グ
自
ら
が
ド
ラ
イ
ブ
。

し
か
し
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
マ
ツ
ダ
か
ら
チ
ー
ム
運
営
に
専

念
す
る
よ
う
説
得
さ
れ
、
シ
ー
ズ
ン
半
ば
か
ら
エ
リ
オ

ッ
ト
・
フ
ォ
ー
バ
ス
‐
ロ
ビ
ン
ソ
ン
を
起
用
。
シ
ー
ズ

ン
終
盤
に
は
プ
ラ
イ
ス
・
コ
ッ
ブ
も
布
陣
に
加
わ
る
。

実
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ダ
イ
ク
ス
ト
ラ
起
用
、
ハ
ル
ズ
マ

ー
の
移
籍
、
コ
ッ
ブ
の
獲
得
な
ど
は
す
べ
て
マ
ツ
ダ
の

Ｇ
Ｔ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
向
け
て
の
準
備
で
あ
っ
た
の

だ
。

　

こ
う
し
て
Ｇ
Ｔ
Ｏ
の
ニ
ュ
ー
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
90
年
の
開

幕
戦
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
ハ
ル
ズ
マ
ー

が
い
き
な
り
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る
。
ダ
イ

ク
ス
ト
ラ
が
設
計
し
た
、
ひ
と
ク
ラ
ス
上
の
Ｇ
Ｔ
Ｐ
マ

シ
ン
の
よ
う
な
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
持
つ
マ
シ
ン
に
は

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
レ
ー
ス
で
は
エ
ン
ジ
ン
が
異
物
を
吸
い
込
む
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
り
１
台
が
リ
タ
イ
ア
し
た
が
、
も
う
１
台
は

ク
ラ
ス
２
位
、
総
合
順
位
７
位
と
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
そ
の
後
の
レ
ー
ス
で
デ
ー
タ
を
積
み
重
ね
て
Ｒ
Ｘ

‐
７
は
力
を
つ
け
て
い
く
が
、
ク
ル
マ
の
開
発
担
当
に

理
論
派
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ハ
ル
ズ
マ
ー
は
適
任
で
あ
っ
た
。

彼
は
82
年
の
デ
イ
ト
ナ
に
登
場
し
た
３
ロ
ー
タ
ー
の
Ｒ

Ｘ
‐
７
を
ド
ラ
イ
ブ
し
Ｇ
Ｔ
Ｏ
で
ク
ラ
ス
優
勝
を
飾
り
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
持
つ
可
能
性
を
感
じ
て
90
年
に
マ
ツ
ダ

の
エ
ー
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
カ
ム
バ
ッ
ク
。
５
月
初

旬
の
ト
ペ
カ
で
復
帰
後
初
優
勝
を
果
た
す
と
６
月
の
ミ

ド
オ
ハ
イ
オ
で
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
２
勝
目
を
挙

げ
て
シ
リ
ー
ズ
を
リ
ー
ド
。
９
月
の
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ

の
ス
ト
リ
ー
ト
戦
で
は
ウ
エ
ッ
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も

味
方
に
つ
け
て
シ
ー
ズ
ン
３
勝
目
を
マ
ー
ク
。
こ
の
優

勝
は
Ｒ
Ｘ
‐
７
単
一
車
種
に
よ
る
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
シ
リ
ー
ズ

で
の
記
念
す
べ
き
１
０
０
勝
目
と
な
っ
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
愛
好
家
の
挑
戦
意
欲
の
賜
物

　

そ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
、
Ｒ

Ｘ
‐
７
が
搭
載
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
は
当
初
レ

ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
不
利
な
立
場
に
あ
っ
た
。
ラ
イ
バ

ル
勢
は
全
員
が
レ
シ
プ
ロ
エ
ン
ジ
ン
の
た
め
完
全
な
る

多
勢
に
無
勢
。
政
治
力
で
対
抗
す
る
の
は
不
可
能
だ
っ

マツダは90年のGTO
クラスに４ローターの
ロータリーエンジンを
搭載する新型RX-7を
投入。車両製作はファ
ブカー、チーム運営は
ダウニングが担当した。

ジム・ダウニングの片腕としてレース用ロータリーエンジンのチューニングを
長年担当したリック・エングマン。
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た
が
、
マ
ツ
ダ
と
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
チ
ー
ム
は
客
観
的
な

状
況
説
明
を
根
気
よ
く
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
出
場
メ

ー
カ
ー
や
マ
シ
ン
の
多
様
性
を
重
視
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
は

情
熱
的
な
ユ
ー
ザ
ー
を
持
つ
マ
ツ
ダ
、
そ
し
て
ロ
ー
タ

リ
ー
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
レ
ー
ス
で
輝
く
場
を
提

供
す
る
よ
う
に
。
そ
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
パ
ワ
ー
面
に

お
け
る
不
利
も
ま
た
愛
好
家
た
ち
の
挑
戦
意
欲
を
掻
き

立
て
て
、
エ
ン
ジ
ン
の
耐
久
性
と
マ
シ
ン
全
体
の
信
頼

性
向
上
に
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
り
ロ

ー
タ
リ
ー
を
走
ら
せ
続
け
る
エ
ン
ス
ー
ジ
ア
ス
ト
だ
か

ら
こ
そ
、
貴
重
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
振
り
返
る
と
マ
ツ
ダ
の
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
シ
リ

ー
ズ
参
戦
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
ほ
ぼ
ダ
ウ
ニ
ン
グ

と
マ
ン
デ
ビ
ル
と
と
も
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
彼
ら
は

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
と
い
う
独
創
的
か
つ
画
期
的
な

技
術
に
惹
か
れ
、
取
り
憑
か
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
も
あ
っ
た
彼
ら
は
、
惚
れ

込
ん
だ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
ベ
ス
ト
を
引
き
出
し
て
勝

利
を
つ
か
む
こ
と
を
目
指
し
続
け
た
。
そ
の
結
果
が
単

一
車
種
に
よ
る
１
０
０
勝
と
い
う
記
録
を
生
み
出
し
た

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
過
酷
な
デ
イ
ト
ナ
24

時
間
の
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス
に
お
い
て
79
年
の
デ
ビ
ュ
ー
ウ

イ
ン
を
皮
切
り
に
13
回
も
の
優
勝
を
記
録
し
て
い
る
。

82
年
か
ら
91
年
に
は
10
年
連
続
優
勝
と
い
う
金
字
塔
も

打
ち
立
て
た
。
そ
し
て
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
で
Ｒ
Ｘ
‐

７
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
の
は
Ｇ
Ｔ
Ｕ
ク
ラ
ス

で
80
年
か
ら
88
年
ま
で
９
年
連
続
、
Ｇ
Ｔ
Ｏ
ク
ラ
ス
は

84
年
と
91
年
の
２
回
と
な
っ
て
い
る
。

　

91
年
に
マ
ツ
ダ
は
Ｇ
Ｔ
Ｏ
の
み
ワ
ー
ク
ス
活
動
を
継

続
す
る
と
発
表
。
そ
れ
は
92
年
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
マ
シ
ン
で
あ
る
Ｒ
Ｘ
‐
７
９
２
Ｐ
に
よ
る
Ｇ

Ｔ
Ｐ
進
出
を
意
味
し
た
。 

f

（上）90年９月にサンアントニオで開催されたIMSAのGTOクラスで優勝したRX-7は、ここで単一車種として79年
の初優勝から通算100勝を達成。最終的に95年まで参戦して通算117勝をマークした。（左）記念すべき100勝目
をマークしたのは90年にマツダへ復帰したピート・ハルズマーであった。

長年にわたりロータリーを愛する
エンスージアストが貴重なノウハウを
蓄積し続けたことで100勝を達成
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１
９
９
４
年
6
月
15
日
（
水
）、
第
62
回
ル
・
マ
ン

24
時
間
レ
ー
ス
の
公
式
予
選
が
始
ま
っ
た
。
91
年
の
マ

ツ
ダ
７
８
７
Ｂ
の
快
進
撃
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
ル
・

マ
ン
の
レ
ー
ス
フ
ァ
ン
は
、
ま
た
あ
の
甲
高
い
４
ロ
ー

タ
ー
サ
ウ
ン
ド
を
耳
に
し
て
心
を
躍
ら
せ
た
に
違
い
な

い
。
た
だ
し
、
サ
ル
ト
の
地
に
響
い
た
ロ
ー
タ
リ
ー
サ

ウ
ン
ド
を
奏
で
た
の
は
７
８
７
Ｂ
と
同
じ
Ｒ
26
Ｂ
型
で

は
な
く
、
２
段
階
可
変
吸
気
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
89
年
仕

様
の
13
Ｊ
改
型
４
ロ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
で
本
来
は
６
３

０
馬
力
を
発
生
す
る
が
、
こ
の
年
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
φ
54
・
３
エ
ア
リ
ス
ト
リ
ク
タ
ー
を
装
着
し
た
た

め
最
高
出
力
は
４
８
０
馬
力
と
な
っ
て
い
た
。
シ
ャ
シ

ー
は
北
米
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
で
前
人
未
到
の
単
一
車

種
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ
１
０
０
勝
を
果
た
し
た
マ
ツ
ダ
Ｒ

Ｘ
‐
７ 

Ｇ
Ｔ
Ｏ
だ
。
量
産
車
ベ
ー
ス
で
排
気
量
３
ℓ

以
上
の
Ｇ
Ｔ
カ
ー
で
あ
る
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｇ
Ｔ
Ｏ
は
、
92

年
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｇ
Ｔ
Ｓ
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
と

は
い
え
、
こ
の
Ｒ
Ｘ
‐
７ 

Ｇ
Ｔ
Ｓ
は
ル
ー
フ
部
分
の

ス
チ
ー
ル
パ
ネ
ル
と
リ
ヤ
コ
ン
ビ
ラ
ン
プ
に
Ｆ
Ｃ
３
Ｓ

型
二
代
目
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
以
外
に

量
産
車
と
の
共
通
部
分
は
な
く
、
鋼
管
ス
ペ
ー
ス
フ
レ

ー
ム
に
ア
ル
ミ
お
よ
び
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ

せ
た
純
レ
ー
ス
カ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
４
ロ
ー
タ
ー
エ

ン
ジ
ン
は
フ
ロ
ン
ト
フ
ー
ド
の
下
に
納
め
ら
れ
、
出
力

は
ヒ
ュ
ー
ラ
ン
ド
製
ド
グ
ボ
ッ
ク
ス
と
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ

フ
ト
を
介
し
て
リ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
に
伝
達
す
る
Ｆ
Ｒ
形
式
。

90
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
へ
投
入
さ
れ
た
こ
の
マ
シ
ン
は
約
１

０
０
０
㎏
と
い
う
車
重
の
軽
さ
を
武
器
に
ビ
ッ
グ
パ
ワ

ー
＆
大
ト
ル
ク
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と
渡
り
合
い
、
３
ℓ

タ
ー
ボ
の
ニ
ッ
サ
ン
３
０
０
Ｚ
Ｘ 

Ｇ
Ｔ
Ｓ
と
比
べ
る

と
ス
ト
レ
ー
ト
の
速
さ
は
劣
る
が
、
コ
ー
ナ
ー
旋
回
性

は
十
分
に
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

ル
・
マ
ン
継
続
参
戦
の
た
め
の
苦
肉
の
策

　

で
は
な
ぜ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
を
戦
っ
た
マ
シ
ン
が
ル
・
マ
ン

を
走
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
マ
ツ
ダ
ス
ピ
ー

ド
は
マ
ツ
ダ
本
社
の
方
針
に
従
い
、
92
年
の
ル
・
マ
ン

を
終
え
る
と
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
活
動
を
休
止
し
た
。
し
か

し
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
ル
・
マ
ン
参
戦
を
継
続
し
た
い

寺
田
陽
次
郎
は
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
レ
ー
ス
な
ど
の
パ
ー
ソ

ナ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
協

賛
を
得
て
94
年
の
ル
・
マ
ン
参
戦
費
用
を
捻
出
。

　

寺
田
は
当
時
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
僕
に
と
っ
て
ル
・
マ
ン
は
諦
め
ず
に
追
い
続
け
た
い

レ
ー
ス
で
し
た
。
当
時
メ
ー
カ
ー
か
ら
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

活
動
は
終
了
と
言
わ
れ
た
の
で
個
人
で
出
場
す
る
こ
と

を
考
え
ま
し
た
が
、
ク
ル
マ
や
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
け
れ

ば
レ
ー
ス
は
で
き
ま
せ
ん
。
八
方
塞
が
り
か
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
そ
う
だ
、
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
た
Ｇ
Ｔ
Ｏ

が
あ
る
。
博
物
館
に
寝
か
せ
て
お
く
だ
け
な
ら
引
っ
張

り
出
せ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
閃
い
た
の
で
す
。
Ｉ

Ｍ
Ｓ
Ａ
の
レ
ー
ス
で
勝
ち
続
け
た
ク
ル
マ
な
の
で
信
頼

性
は
高
い
は
ず
と
考
え
、
こ
の
ク
ル
マ
に
詳
し
い
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
共
に
Ｒ
Ｘ
‐
７ 

Ｇ
Ｔ
Ｏ
を
貸
し
て
ほ
し
い
、

と
お
願
い
し
ま
し
た
」

　

寺
田
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ア
ー
バ
イ
ン
に
本
部
を

IMSA仕様をル・マン仕様へ
北米からル・マンに“転進”した「アートネイチャー号」に迫る

1994年ル・マン24時間に挑戦した寺田陽次郎がドライブした
アートネイチャー号は1990年にIMSAで100勝をマークした

マツダRX-7 GTOであった。その経緯と苦労を改めて掘り下げてみた
Text/Masato Miura（MZ Racing）  

Photos/MZ Racing, Motorsport Images, SAN-EI

1990年のサンアントニオ戦でIMSA100勝目を飾ったRX-7。94年のル・マ
ンに参戦したアートネイチャー号はこのクルマを仕様変更したもの。

IMSA仕様からル・マン仕様に変
更されたRX-7のフロント周りには
ヘッドライト、補助灯やターンシ
グナルなどが追加されている。
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構
え
る
マ
ツ
ダ
Ｕ
Ｓ
Ａ
へ
か
け
合
い
、
Ｒ
Ｘ
‐
７ 

Ｇ

Ｔ
Ｓ
を
借
り
出
す
こ
と
に
成
功
す
る
。
さ
ら
に
ス
ペ
ア

の
エ
ン
ジ
ン
、
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
、
デ
フ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ

ー
の
提
供
も
受
け
、
タ
イ
ヤ
は
日
本
ダ
ン
ロ
ッ
プ
に
、

ホ
イ
ー
ル
は
レ
イ
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
供
給
を
依

頼
。
エ
ン
ト
リ
ー
は
寺
田
個
人
が
運
営
す
る
ア
ー
ト
ネ

イ
チ
ャ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
で
、
カ
ス
タ
マ
ー
支
援
と
し
て

マ
ツ
ダ
ス
ピ
ー
ド
の
精
鋭
ク
ル
ー
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
は
マ
ツ
ダ
の

専
門
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
土
屋
富
志
雄
を
派
遣
し
、
91

年
以
来
付
き
合
い
の
あ
る
南
仏
の
オ
レ
カ
に
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
依
託
す
る
な
ど
、ま
さ
に
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に「
限

り
な
く
近
い
」
体
制
と
な
っ
て
い
た
。

　

マ
シ
ン
は
Ｐ
Ｉ
社
製
デ
ー
タ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
加
え
、
音
量
規
制
の
厳
し
い
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
仕

様
よ
り
も
出
力
を
稼
ぎ
や
す
い
仕
様
の
排
気
管
ア
ッ
セ

エキゾーストパイプは放熱性と排気抵抗に
優れた２段重ねタイプが採用され、さらに
断熱バンテージが巻かれている。また、集
合部にはインコネル材が使われている。



ン
ブ
リ
ー
を
専
用
に
オ
ー
ダ
ー
。
ま
た
ル
・
マ
ン
の
レ

ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
や
補
助

灯
、
タ
ー
ン
シ
グ
ナ
ル
、
ナ
ン
バ
ー
灯
な
ど
に
も
改
修

を
加
え
た
。
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
担
当

し
た
当
時
マ
ツ
ダ
ス
ピ
ー
ド
の
中
野
清
は
「
ロ
ー
タ
リ

ー
エ
ン
ジ
ン
用
排
気
シ
ス
テ
ム
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

付
き
合
い
の
長
い
伊
藤
レ
ー
シ
ン
グ
に
相
談
し
、
排
圧

を
下
げ
な
が
ら
高
温
に
耐
え
ら
れ
る
イ
ン
コ
ネ
ル
材
を

集
合
部
な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の

材
料
は
高
い
耐
熱
性
だ
け
で
な
く
、
振
動
や
シ
ョ
ッ
ク

に
強
い
特
性
も
あ
り
ま
す
。
排
気
バ
ル
ブ
が
な
い
ロ
ー

タ
リ
ー
は
排
気
脈
動
の
衝
撃
波
が
強
く
、
こ
れ
ま
で
の

ル
・
マ
ン
で
は
排
気
管
に
ク
ラ
ッ
ク
が
入
っ
た
り
固
定

す
る
メ
タ
ル
バ
ン
ド
が
ち
ぎ
れ
た
り
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
た
め
、
私
の
主
張
を
通
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
な
ど
に
比
べ
る
と
素
材
の
価
格

は
か
な
り
高
か
っ
た
は
ず
で
す
」
と
振
り
返
る
。

　

当
時
の
ル
・
マ
ン
は
、
３
・
５
ℓ
自
然
吸
気
エ
ン
ジ

ン
搭
載
車
の
み
と
規
定
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
Ｃ
カ
テ
ゴ
リ

ー
１
の
枠
組
み
は
わ
ず
か
３
年
で
瓦
解
し
、
80
年
代
前

半
の
よ
う
な
群
雄
割
拠
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
94
年
の
ル
・
マ
ン
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 

Ｇ
Ｔ
Ｓ
勢
の

ほ
か
に
グ
ル
ー
プ
Ｃ
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
の
改
造
車
、
そ
の

後
の
主
流
と
な
る
新
世
代
Ｇ
Ｔ
１
、
Ｇ
Ｔ
２
勢
な
ど
が

エ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ト
を
賑
わ
せ
て
い
た
。
特
に
Ｎ
Ｓ
Ｘ 

Ｇ
Ｔ
１
車
両
１
台
、
Ｇ
Ｔ
２
車
両
２
台
を
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
ホ
ン
ダ
ワ
ー
ク
ス
の
出
場
は
話
題
と
な
っ
て
い
た
。　

そ
し
て
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ 
Ｇ
Ｔ
Ｓ
仕
様
の
ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ

ー
号
で
挑
む
寺
田
は
、
イ
ン
デ
ィ
ラ
イ
ツ
に
出
場
し
て

い
た
若
手
フ
ラ
ン
ス
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
フ
ラ
ン
ク
・
フ

レ
オ
ン
と
ル
・
マ
ン
参
戦
経
験
が
あ
る
ピ
エ
ー
ル
・
ド

・
ト
ワ
ジ
ー
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
参
戦
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
続
き
も
無
事
に
ゴ
ー
ル
を
迎
え
る

　

94
年
の
ル
・
マ
ン
レ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
は
時
に
35
度
を

超
す
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
26
度
と
比
較
的
気
温
が

落
ち
着
い
た
６
月
18
日
（
土
）
は
16
時
に
24
時
間
レ
ー

ス
の
決
勝
は
ス
タ
ー
ト
す
る
。
74
号
車
の
ア
ー
ト
ネ
イ

チ
ャ
ー
号（
場
内
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
語
で「
ア

ル
ナ
チ
ュ
ー
ル
Ｒ
Ｘ
‐
７
」と
優
雅
に
発
音
し
て
い
た
）

は
、
ル
・
マ
ン
初
出
場
の
フ
レ
オ
ン
が
渾
身
の
予
選
ア

タ
ッ
ク
で
獲
得
し
た
20
番
手
グ
リ
ッ
ド
か
ら
チ
ー
ム
オ

（上）IMSA仕様はアナログ式メ
ーターパネルが採用されていた
が、（下）ル・マン仕様はPIシス
テムのデジタルディスプレイに
変更されていた。

左からド・トワジー、寺田、フレオ
ン。若手フランス人ドライバーのフ
レオンはこのル・マンにおける速さ
が評価され、のちに日本国内のツー
リングカー選手権でも活躍した。

予選中のマシンを点検
するクルーとエンジニ
ア。特にエキゾースト
周りを入念にチェック
している。エアボック
スに装着されているリ
ストリクターが見える。
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ー
ナ
ー
の
寺
田
が
ス
タ
ー
ト
を
担
当
。
ス
タ
ー
ト
ド
ラ

イ
バ
ー
の
寺
田
は
い
つ
も
ど
お
り
最
初
の
ス
テ
ィ
ン
ト

は
無
理
せ
ず
、
抑
え
気
味
に
走
っ
て
他
車
の
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
う
。
そ
れ
で
も

１
周
目
に
17
位
で
ホ
ー
ム
ス
ト
ー
ト
を
駆
け
抜
け
る
と
、

５
周
目
に
は
15
位
ま
で
順
位
を
上
げ
る
こ
と
に
成
功
。

11
周
目
に
ピ
ッ
ト
に
入
り
フ
レ
オ
ン
と
交
代
し
、
そ
の

後
ド
・
ト
ワ
ジ
ー
に
交
代
し
た
の
ち
再
び
寺
田
に
順
番

が
戻
り
、
そ
こ
か
ら
は
11
周
×
２
の
ダ
ブ
ル
ス
テ
ィ
ン

ト
を
各
ド
ラ
イ
バ
ー
が
走
る
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
５
時
間

後
の
21
時
過
ぎ
に
は
フ
レ
オ
ン
が
74
号
車
を
９
位
に
押

し
上
げ
た
が
、
ド
・
ト
ワ
ジ
ー
に
交
代
後
の
22
時
12
分

に
最
初
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
。
右
側
の
ナ
ン
バ
ー

灯
が
排
気
熱
で
溶
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
が
一
時
的
に
点
灯
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
が
な
ん

と
か
無
事
に
ピ
ッ
ト
ま
で
戻
っ
て
こ
ら
れ
、
ク
ル
ー
た

ち
は
胸
を
撫
で
下
ろ
す
。
そ
し
て
ク
ル
ー
は
す
ぐ
に
修

復
作
業
に
取
り
か
か
る
が
12
分
の
タ
イ
ム
ロ
ス
と
な
り
、

順
位
は
17
位
に
ま
で
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
23
時

12
分
に
は
、
ピ
ッ
ト
へ
戻
っ
た
ド
・
ト
ワ
ジ
ー
が
デ
フ

の
油
温
が
高
い
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
た
め
レ
ベ
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
実
施
。
０
時
過
ぎ
に
寺
田
へ
交
代
す
る
と
、

今
度
は
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
オ
フ
に
し
て
も
エ
ン
ジ
ン
回
転

が
落
ち
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
Ｅ
Ｃ
Ｕ
を
交
換
す
る

も
症
状
は
改
善
せ
ず
、
１
時
38
分
か
ら
約
１
時
間
か
け

て
ス
ロ
ッ
ト
ル
ケ
ー
ブ
ル
を
交
換
す
る
と
と
も
に
、
傷

つ
い
た
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
ド
ウ
ス
ク
リ
ー
ン
も
交
換
。

し
か
し
そ
の
後
も
ス
ロ
ッ
ト
ル
の
不
調
は
変
わ
ら
ず
ド

ラ
イ
バ
ー
を
悩
ま
せ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
朝

７
時
過
ぎ
に
は
デ
フ
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
寺
田
は
ス
ロ
ー

走
行
で
ピ
ッ
ト
へ
と
戻
り
、
ヒ
ュ
ー
ラ
ン
ド
製
デ
フ
ア

ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
交
換
の
た
め
再
び
ピ
ッ
ト
ガ
レ
ー
ジ
で

１
時
間
以
上
を
過
ご
す
こ
と
に
。

　

こ
う
し
て
よ
う
や
く
マ
シ
ン
は
復
調
。
17
位
ま
で
落

ち
た
順
位
を
少
し
で
も
取
り
戻
す
た
め
フ
レ
オ
ン
が
ハ

イ
ペ
ー
ス
の
追
い
上
げ
を
み
せ
、
バ
ト
ン
を
受
け
継
い

だ
ド
・
ト
ワ
ジ
ー
と
寺
田
も
必
死
に
プ
ッ
シ
ュ
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
14
位
ま
で
浮
上
し
た
。

し
か
し
レ
ー
ス
終
了
間
際
に
再
び
デ
フ
が
機
能
不
全
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
チ
ー
ム
は
ピ
ッ
ト
で
約
50
分

や
り
過
ご
し
、
16
時
の
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
受
け
る
決
断
を

下
し
た
。
16
時
直
前
、
ピ
ッ
ト
ク
ル
ー
は
祈
る
思
い
で

マ
シ
ン
を
コ
ー
ス
に
送
り
出
し
、
ド
ラ
イ
ブ
す
る
寺
田

は
薄
氷
を
踏
む
よ
う
な
慎
重
さ
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
た
。

そ
し
て
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
受
け
て
パ
ル
ク
フ
ェ
ル
メ
に
マ

シ
ン
を
進
め
る
と
、
チ
ー
ム
は
緊
張
感
か
ら
や
っ
と
解

放
さ
れ
た
。
レ
ー
ス
結
果
は
総
合
15
位
。
ニ
ッ
サ
ン
３

０
０
Ｚ
Ｘ 

Ｇ
Ｔ
Ｓ
に
次
ぐ
ク
ラ
ス
２
位
で
あ
っ
た
。

望
ん
だ
結
果
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
サ
ル
ト
の
地
で

は
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
受
け
な
け
れ
ば
「
無
」
で
あ
り
、
傷

つ
き
な
が
ら
も
ゴ
ー
ル
し
た
も
の
だ
け
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ャ
ー
と
し
て
記
録
さ
れ
る
の
だ
。
寺
田
は
94
年
ル
・
マ

ン
に
Ｒ
Ｘ
‐
７ 

Ｇ
Ｔ
Ｓ
で
参
戦
し
、
そ
れ
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

f

ル・マンのレギュレーションに合わせた
細かな改修とともにエキゾーストも耐久性を重視

「私はRX-7 GTOの製作からこのクルマに関わりました。
1990年デビューレースのデイトナではエアインテークの
部分の小さなナットの締め付けが緩く、エンジンに吸い込
んでしまいリタイヤという苦い経験をしましたが、第５戦
のトペカで初優勝を飾りました。その時にドライバーのピ
ート・ハルズマーから優勝トロフィーを頂いたのですが、
今でも大事に飾っています。私はそのレースを最後に広島
へ帰任しましたが、その後は出張というかたちでレース対
応して第11戦のサンアントニオで100勝目を挙げること
ができ、とても感激しました。
　94年のル・マンではアートネイチャー号の74号車をサ
ポートすることになったのですが、スロットルやデフのト
ラブルで苦戦しました。いずれもIMSAでは発生したこと
がないトラブルで、ル・マンはやはり過酷なんだというこ
とを実感しました。でもエンジン自体には問題がなかった
ので、ホッとしました。IMSAでは、ピートや設計者のリ
ー（ダイクストラ）から“テストでピットにクルマが戻っ
てもエンジンルームを開けないでいいクルマは初めてだ”
と驚かれましたからね。本当にあのエンジンは信頼性が高
かったんです」

「テストでエンジンを
チェックする必要がない
高い信頼性を誇っていた」──土屋富志雄

1990年のRX-7 GTO
が初勝利を飾ったトペ
カにて、ドライバーの
ピート・ハルズマーか
ら手渡された優勝トロ
フィー（左）は、今で
も土屋富志雄（下）の
宝物となっている。彼
がアメリカに駐在した
87年シーズンからの３
年間は、マツダモータ
ースポーツにとって大
転換期であった。

最後の力を振り絞って24時間目のチェッカーフラッグを受ける74号車
のアートネイチャーRX-7。総合15位／クラス２位という結果であった。
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RE雨宮的「GT300を制するマシンメイキング」

最強のレーシングFD3Sここにあり
初陣から16シーズン、FD3S型のRX-7でGTを戦い続けたRE雨宮

そんなRE雨宮の車両のなかでも“第２世代”ともいえる
2004年に導入されたパイプフレームシャシーになったRX-7を

“全バラ”にした貴重な写真とともにRE雨宮のマシン作りの術を解剖する
Text/Makoto Ogushi  Photos/Shimpei Suzuki, SAN-EI

Special Thanks/Web Option
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本
企
画
は
２
０
０
７
年
に
弊
社
が
刊
行
し
た
い
ま
は

貴
重
な
ム
ッ
ク
で
あ
る
『
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
』

よ
り
写
真
を
活
用
し
、
誌
面
を
再
構
成
し
た
う
え
で
、

Ｒ
Ｅ
雨
宮
流
の
Ｇ
Ｔ
３
０
０
マ
シ
ン
製
作
術
を
雨
宮
勇

美
代
表
の
証
言
も
交
え
て
、
振
り
返
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
冒
頭
で
お
こ
と
わ
り
す
る
。

　
　
　
　

※　
　
　
　
　

※　
　
　
　
　

※

　

Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
、
国
内
Ｇ
Ｔ
レ
ー
ス
で
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
が
活
躍
で
き
た
旧

き
良
き
時
代
を
象
徴
す
る
マ
シ
ン
で
あ
る
。

　

雨
宮
勇
美
が
率
い
る
Ｒ
Ｅ
雨
宮
は
言
う
ま
で
も
な
く

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
中
心
と
し
た
ス
ト
リ
ー
ト
カ

ー
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
名
を
馳
せ
た
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ

ッ
プ
だ
が
、
１
９
９
５
年
の
全
日
本
Ｇ
Ｔ
選
手
権
（
Ｊ

Ｇ
Ｔ
Ｃ
。
現
・
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
）
Ｇ
Ｔ
２
ク
ラ
ス
（
現

・
Ｇ
Ｔ
３
０
０
ク
ラ
ス
）
に
Ｒ
Ｘ
‐
７
（
Ｆ
Ｄ
３
Ｓ
）

ベ
ー
ス
の
車
両
で
参
戦
し
た
。

　

Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
初
年
度
か
ら
２
勝
を
挙
げ
る

な
ど
高
い
戦
闘
力
を
発
揮
し
て
活
躍
を
始
め
た
が
、
ラ

イ
バ
ル
車
の
戦
闘
力
も
上
が
っ
て
エ
ン
ジ
ン
の
パ
フ
ォ

「本当はレースには興味な
い」という雨宮だが、とき
に冗談を混えながら、真剣
な眼差しで当時製作したマ
シンのことを語ってくれた。
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ー
マ
ン
ス
不
足
が
露
呈
し
て
き
た
97
年
、
当
初
用
い
て

い
た
13
Ｂ
型
の
２
ロ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
か
ら
20
Ｂ
型
の

３
ロ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
に
積
み
替
え
て
戦
力
強
化
を
行

な
っ
た
。

　

こ
の
エ
ン
ジ
ン
は
ユ
ー
ノ
ス
コ
ス
モ
に
搭
載
さ
れ
て

市
販
さ
れ
て
い
た
20
Ｂ
シ
ー
ケ
ン
シ
ャ
ル
タ
ー
ボ
か
ら

タ
ー
ボ
を
取
り
去
り
自
然
吸
気
化
し
た
う
え
で
、
サ
イ

ド
ハ
ウ
ジ
ン
グ
で
は
な
く
ロ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
吸

気
ポ
ー
ト
が
あ
る
ペ
リ
フ
ェ
ラ
ル
ポ
ー
ト
形
式
へ
変
更

し
、
Ｆ
Ｃ
３
Ｓ
型
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
北
米
輸
出
型
が
搭
載
し

て
い
た
13
Ｂ
の
高
圧
縮
型
ロ
ー
タ
ー
を
組
み
込
ん
だ
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
仕
様
だ
っ
た
。

「
当
時
、
マ
ツ
ダ
が
出
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ト
を

組
ん
だ
ら
４
５
０
万
円
し
ま
し
た
が
、
う
ち
は
エ
ン
ジ

ン
を
解
体
屋
で
５
万
と
か
で
買
っ
た
り
、
お
客
さ
ん
に

も
ら
っ
た
り
し
て
そ
れ
を
自
分
で
改
造
し
た
の
で
１
０

０
万
円
も
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ト

の
ロ
ー
タ
ー
は
圧
縮
比
も
異
な
り
バ
ラ
ン
ス
も
取
り
直

し
た
特
製
で
し
た
が
、
う
ち
は
輸
出
用
の
Ｆ
Ｃ
が
使
っ

て
い
た
市
販
の
ロ
ー
タ
ー
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
ま
し
た
。

日
本
の
Ｆ
Ｃ
は
タ
ー
ボ
で
し
た
が
輸
出
用
は
Ｎ
Ａ
で
高

圧
縮
型
だ
っ
た
の
で
ロ
ー
タ
ー
を
そ
の
ま
ま
使
え
た
ん

で
す
。
多
分
Ｇ
Ｔ
に
出
て
い
る
チ
ー
ム
で
う
ち
が
一
番

お
金
を
か
け
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
雨
宮
は
言

う
。

　

そ
の
後
、
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
姿
が
大
き
く
変
わ

っ
た
の
が
04
年
の
こ
と
だ
。
こ
の
シ
ー
ズ
ン
、
あ
え
て

言
う
な
ら
ば
〝
第
２
世
代
〞
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
戦

線
に
投
入
さ
れ
た
の
だ
。

　

こ
の
時
代
、
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｃ
の
車
両
規
定
が
大
き
く
変
わ

り
、
キ
ャ
ビ
ン
前
後
の
サ
イ
ド
フ
レ
ー
ム
を
切
り
取
っ

て
車
室
内
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
を
伸
ば
し
た
パ
イ
プ
フ
レ

ー
ム
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
量
産
ベ

ー
ス
の
改
造
車
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
Ｇ
Ｔ
車

両
の
〝
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
化
〞
が
こ
こ
か
ら
進
行
す
る

こ
と
に
な
る
。
歴
史
の
変
わ
り
目
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
量
産
ベ
ー
ス
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
と
し

て
進
化
し
て
き
た
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７
も
こ
れ
を
機
に

レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
方
向
へ
進
化
し
た
。
00
年
以
降
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
レ
ベ
ル
が
急
激
に
上
が
っ
て
レ
ー
シ
ン
グ

カ
ー
に
近
い
シ
ャ
シ
ー
を
用
い
た
車
両
が
Ｇ
Ｔ
３
０
０

ク
ラ
ス
に
参
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐

７
は
厳
し
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

た
め
「
レ
ー
ス
に
は
興
味
が
な
い
」
と
嘯
く
雨
宮
に
と

っ
て
も
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
化
は
避
け
ら
れ
な
い
決
断
だ

っ
た
。

　

と
は
い
え
、
メ
ー
カ
ー
の
支
援
を
受
け
た
一
部
Ｇ
Ｔ

３
０
０
車
両
が
新
規
定
に
沿
っ
た
パ
イ
プ
フ
レ
ー
ム
化

に
踏
み
切
っ
た
の
に
対
し
、
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
基

本
骨
格
を
パ
イ
プ
フ
レ
ー
ム
と
し
た
も
の
の
、
前
後
と

も
旧
規
定
に
適
合
し
た
サ
イ
ド
フ
レ
ー
ム
を
残
し
て
い

る
。
サ
イ
ド
フ
レ
ー
ム
を
完
全
に
切
り
取
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
新
規
定
で
定
め
ら
れ
た
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
構

造
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
資
金
的
に
余
裕
が
な
か

っ
た
Ｒ
Ｅ
雨
宮
は
重
量
増
を
覚
悟
し
て
サ
イ
ド
フ
レ
ー

ム
を
残
し
た
。
あ
る
意
味
、
第
２
世
代
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ

‐
７
は
旧
規
定
と
新
規
定
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
両
だ
と

言
え
る
。

　

旧
規
定
で
は
量
産
状
態
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
形
式
、

取
り
付
け
位
置
か
ら
の
改
変
が
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、

パ
イ
プ
フ
レ
ー
ム
化
で
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
も
自
由
に
設

計
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７
も
新

規
定
を
受
け
て
メ
カ
ニ
カ
ル
グ
リ
ッ
プ
を
高
め
る
た
め
、

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ム
を
延
長
す
る
な
ど
ジ
オ
メ
ト

パイプフレーム化の恩恵で03年までのクルマと比較してグッとローフォルムになった
第２世代のRE雨宮RX-7。07年は新車の導入から４シーズン目を迎えた年だったが、
この車両は参戦最終年までアップデートを繰り返しながら使われ続けた。

王者獲得の翌年である
2007年仕様の撮影個
体。この年は井入／折
目のコンビで戦い、９
戦中５戦でポイントを
獲得するがランキング
では下位に沈んだ。

資金面に余裕がなかったこともあり
第２世代のRE雨宮RX-7は

旧規定と新規定のハイブリッド車両に
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1エンジンフード、2リヤハッチ、3フロントバンパー、4リヤバンパー、5フロントスポイラー&アンダーパネル、6サイドステップ、7フロントフェンダー、8リヤウイング、9リヤフ
ェンダーというエクステリアを構成するエアロパーツたち。1エンジンフードはセパンなど熱に厳しいレースのときにはエンジンルーム内の排熱のためにダクトにフィンが追加されることも
あった（写真は非装着）。このフィンの装着でフロントのダウンフォース量も変化した。10マシンの下面はネックだった排気温度のためにミッション付近は覆われていないものの、ほぼ全面的
にフラットボトム化されている。112005年にはマツダの三次試験場にて風洞実験を実施。しかし量産車用の風洞だったため、レース向けの開発に役立てることはあまりできなかった。
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リ
ー
を
見
直
し
て
、
パ
イ
プ
フ
レ
ー
ム
に
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
の
取
り
付
け
位
置
を
設
け
て
い
る
。

　

し
か
し
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
場
合
、
サ
イ
ド
フ
レ

ー
ム
が
残
っ
て
い
る
の
で
サ
イ
ド
フ
レ
ー
ム
に
穴
を
開

け
、
内
側
に
あ
る
パ
イ
プ
フ
レ
ー
ム
ま
で
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
ア
ー
ム
を
貫
通
さ
せ
る
手
間
が
必
要
だ
っ
た
。
同

様
の
手
法
で
リ
ヤ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ジ
オ
メ
ト
リ
ー

も
見
直
さ
れ
た
。
ジ
オ
メ
ト
リ
ー
の
見
直
し
に
伴
い
、

フ
ロ
ン
ト
タ
イ
ヤ
が
リ
ヤ
と
同
じ
２
８
０
／
７
１
０
Ｒ

18
へ
と
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ャ
シ
ー
に
搭
載
さ
れ
た
の
は
第
１
世
代
か
ら

引
き
継
い
だ
20
Ｂ
の
３
ロ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
だ
が
、
第

２
世
代
で
は
ド
ラ
イ
サ
ン
プ
化
さ
れ
た
。
ま
た
パ
イ
プ

フ
レ
ー
ム
化
に
伴
い
ク
ロ
ス
メ
ン
バ
ー
を
廃
し
て
エ
ン

ジ
ン
搭
載
位
置
自
体
も
下
げ
ら
れ
た
の
で
、
車
高
は
80

㎜
下
が
り
低
重
心
化
が
実
現
し
た
。

　

車
高
を
下
げ
た
う
え
で
大
径
化
し
た
フ
ロ
ン
ト
タ
イ

ヤ
を
収
め
る
た
め
、
フ
ロ
ン
ト
フ
ェ
ン
ダ
ー
部
分
が
盛

り
上
が
り
ボ
デ
ィ
前
半
部
分
の
外
観
は
大
き
く
変
わ
っ

た
。
こ
れ
に
伴
い
全
体
の
空
力
デ
ザ
イ
ン
も
見
直
さ
れ

た
が
、
予
算
が
十
分
で
な
い
た
め
風
洞
実
験
を
行
な
う

こ
と
な
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
実
車
が
完
成
し
た

あ
と
、
マ
ツ
ダ
の
実
車
風
洞
で
風
洞
実
験
を
す
る
機
会

が
あ
っ
た
も
の
の
、
ム
ー
ビ
ン
グ
ベ
ル
ト
も
荷
重
計
も

な
い
量
産
車
開
発
用
の
施
設
で
レ
ー
ス
用
に
踏
み
込
ん

だ
実
験
は
で
き
ず
。
ド
ラ
ッ
グ
が
大
き
い
程
度
の
解
析

し
か
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
経
験
を
基
に
06
年
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
リ
ヤ

フ
ェ
ン
ダ
ー
を
テ
ー
ル
エ
ン
ド
に
向
け
て
下
げ
る
な
ど

ド
ラ
ッ
グ
低
減
を
狙
っ
た
空
力
の
改
良
が
行
な
わ
れ
た

が
、
結
局
は
見
よ
う
見
ま
ね
で
場
合
に
よ
っ
て
は
他
車

の
模
倣
で
工
夫
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
当
時
、
Ｇ
Ｔ

５
０
０
も
含
め
て
空
力
が
一
気
に
進
化
す
る
時
代
だ
っ

た
が
、
ま
だ
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
が
あ
る
程
度
成
果
を

生
ん
だ
の
だ
か
ら
い
い
時
代
で
は
あ
っ
た
。

　

97
年
の
段
階
で
は
20
Ｂ
３
ロ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
に
は

Ｈ
パ
タ
ー
ン
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
組
み
合
わ
せ

ら
れ
て
い
た
が
、
さ
す
が
に
周
囲
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
来
て
対
処
が
必
要
に
な
っ
た
。
し
か
し
新
た
に
ト
ラ

ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
購
入
す
る
に
は
資
金
が
必
要
に
な

っ
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
と
き
、
た
ま
た
ま
交
流
が
あ
っ
た
チ
ー
ム
か

ら
、
使
わ
な
く
な
っ
た
ヒ
ュ
ー
ラ
ン
ド
の
６
速
シ
ー
ケ

ン
シ
ャ
ル
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
い
う

申
し
出
が
あ
り
、
99
年
型
に
搭
載
し
て
い
る
。
場
合
に

よ
っ
て
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

チ
ー
ム
間
で
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
融
通
し
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
当
時
の
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｃ
で
生
き

続
け
て
い
た
互
助
的
な
空
気
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

あ
る
。

　

04
年
の
第
２
世
代
で
も
こ
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
新
規
定
で
は
ト
ラ
ン
ス
ア
ク

ス
ル
化
も
可
能
だ
っ
た
が
、
当
然
そ
れ
だ
け
コ
ス
ト
も

か
か
る
の
で
行
な
わ
ず
。
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト
の
後
半

分
及
び
デ
フ
、
ド
ラ
イ
ブ
シ
ャ
フ
ト
は
ノ
ー
マ
ル
の
純

正
部
品
が
使
わ
れ
た
。
と
は
い
え
Ｒ
Ｘ
‐
７
自
体
、
ノ

ー
マ
ル
の
段
階
で
フ
ロ
ン
ト
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
を
売
り
に

し
た
モ
デ
ル
で
、
３
ロ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
も
ほ
ぼ
ホ
イ

ー
ル
ベ
ー
ス
の
中
に
収
ま
り
前
後
重
量
配
分
は
50
：
50

だ
っ
た
。

　

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ジ
オ
メ
ト
リ
ー
の
見
直
し
で
回
頭

性
が
高
ま
っ
て
、
よ
り
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
に
近
づ
き
コ

ー
ナ
リ
ン
グ
性
能
は
有
数
だ
っ
た
。
反
面
ホ
イ
ー
ル
ベ

ー
ス
は
ポ
ル
シ
ェ
に
次
い
で
短
く
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
が
不

サイドフレームは残しつつキャビンの前後がパイプフレーム化さ
れたシャシー。これにより03年までの車両と比較して80㎜もの
車高ダウンに成功。またシャシー自体は長期間の使用を想定して
製作され、2006年にはレース欠場を余儀なくされるほどのクラ
ッシュも経験したが、フレーム寸法の狂いはほぼなかった。
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1クァンタム製の別タンク式が採用されていたダンパー&スプリングユニッ
ト。スプリングのバネレートは20㎏/㎜前後だったとされる。2RE雨宮RX-7
専用に設計されたアルミ製のアップライト。フロントのブレーキキャリパー
はap製の６ポットだった。3エアロパーツなどが外された状態のリヤセクシ
ョン。456サスペンションは取り付け位置をパイプフレームに設けたほか、
ジオメトリーも見直されたがインボード化は行なわれなかった。

サスペンションジオメトリーの見直しで
回頭性が高まってレーシングカーに近づき

コーナリング性能は有数だった

1

2

3

4

5

6
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利
な
点
は
変
わ
ら
ず
。
ス
ト
レ
ー
ト
は
明
ら
か
に
ス
ピ

ー
ド
不
足
で
燃
費
も
悪
く
、
レ
ー
ス
中
の
給
油
時
間
が

か
さ
む
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
は
抱
え
た
ま
ま
だ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
04
年
の
第
２
戦
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
Ｓ
Ｕ
Ｇ

Ｏ
で
山
路
慎
一
／
井
入
宏
之
組
の
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
り
デ

ビ
ュ
ー
し
た
第
２
世
代
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
、
レ
ー

ス
ウ
イ
ー
ク
の
木
曜
日
に
シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
し
た
ば
か

り
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
き
な
り
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

1エンジンベンチにかけられるペリフェラルポートの20B
型３ローターNAエンジン。20Bに13Bのパーツを組み
込むなどして最適化したハイブリッド仕様だ。2吸気ポ
ートが設けられたペリフェラルポート仕様のローターハ
ウジング。3ローターはNAで9.7と圧縮比の高い輸出用
FC3Sのものを採用。それよりもRX-8用のほうが圧縮自
体は高かったが、GTで使用するには不向きだったとされ
る。4２分割式のアペックスシール。GTでは耐久性を求
め、摩耗に強いセラミック製を使うようになった。5ド
ライサンプのオイルポンプと6レギュレーションにより
装着されるリストリクター。7ミッションはヒューラン
ド製の６速シーケンシャルだった。

1

2

3
4

5

6

7
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獲
得
。
デ
ビ
ュ
ー
わ
ず
か
2
レ
ー
ス
目
の
セ
パ
ン
で
行

な
わ
れ
た
第
３
戦
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
優
勝
を
飾
り
、
第

６
戦
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
で
は
ポ
ー
ル
・
ト
ゥ
・
ウ
イ
ン
を

記
録
す
る
な
ど
躍
進
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
４
位
に
食
い
込

ん
で
そ
の
素
性
の
良
さ
を
見
せ
つ
け
た
。

　

し
か
し
当
然
な
が
ら
性
能
調
整
が
行
な
わ
れ
、
ス
ー

パ
ー
Ｇ
Ｔ
と
改
称
し
た
05
年
シ
ー
ズ
ン
は
シ
リ
ー
ズ
9

位
に
終
わ
る
が
、
山
野
哲
也
／
井
入
が
乗
っ
た
06
年
は

安
定
し
た
速
さ
を
発
揮
し
て
第
４
戦
マ
レ
ー
シ
ア
で
優

勝
。
シ
リ
ー
ズ
最
終
戦
の
最
終
ラ
ッ
プ
、
最
終
コ
ー
ナ

ー
で
順
位
を
入
れ
替
え
た
結
果
、
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７

は
初
め
て
ド
ラ
イ
バ
ー
、
チ
ー
ム
の
両
部
門
で
シ
リ
ー

ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

　

翌
07
年
は
井
入
／
折
目
遼
組
が
シ
リ
ー
ズ
20
位
と
苦

戦
し
、
08
年
は
開
幕
戦
で
優
勝
し
た
が
、
そ
の
後
点
数

が
伸
び
ず
シ
リ
ー
ズ
７
位
に
。
09
年
は
谷
口
信
輝
／
折

目
組
が
鈴
鹿
、
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
、
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て

ぎ
（
当
時
）
で
２
位
に
入
賞
し
て
シ
リ
ー
ズ
２
位
。
２

０
１
０
年
は
開
幕
戦
の
鈴
鹿
と
第
４
戦
セ
パ
ン
で
優
勝

を
遂
げ
、
シ
リ
ー
ズ
３
位
と
な
っ
た
。

　

雨
宮
は
な
か
で
も
セ
パ
ン
で
の
レ
ー
ス
が
印
象
に
残

っ
て
い
る
と
語
る
。
実
際
セ
パ
ン
で
は
第
１
世
代
で
２

勝
、
第
２
世
代
で
３
勝
と
、
出
走
し
た
10
戦
の
う
ち
通

算
５
勝
を
挙
げ
て
い
る
。

「
マ
レ
ー
シ
ア
の
セ
パ
ン
は
あ
ま
り
レ
ー
ス
を
や
っ
て

い
な
い
せ
い
か
、
舗
装
の
せ
い
か
、
路
面
μ
が
低
く
、

高
速
コ
ー
ナ
ー
が
多
い
。
ロ
ー
タ
リ
ー
は
パ
ワ
ー
が
な

い
け
ど
そ
の
分
タ
イ
ヤ
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
の
で
う

ち
の
ク
ル
マ
に
適
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
し
か
も
Ｎ
Ａ

だ
か
ら
踏
ん
で
い
け
る
ん
で
す
」
と
雨
宮
は
語
る
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
は
ト
ル
ク
が
細
く
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
も
限
界
が
あ
っ
て
、
20
Ｂ
の

最
終
仕
様
で
も
最
高
出
力
は
３
１
０
〜
３
２
０
馬
力
、

ト
ル
ク
は
33
・
０
㎏
・
ｍ
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
確
か
に

そ
の
分
、
リ
ヤ
タ
イ
ヤ
の
負
荷
は
少
な
か
っ
た
。
チ
ー

ム
で
は
こ
の
特
性
を
活
か
し
ト
ル
ク
が
細
い
の
に
あ
え

て
リ
ス
ト
リ
ク
タ
ー
を
絞
っ
て
で
も
ウ
エ
イ
ト
を
下
ろ

し
、
と
に
か
く
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
で
戦
う
と
い
う
戦
法
を

得
意
と
し
た
。
Ｒ
Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
好
成
績
を
記
録

し
た
サ
ー
キ
ッ
ト
を
振
り
返
る
と
セ
パ
ン
、
鈴
鹿
、
オ

ー
ト
ポ
リ
ス
な
ど
と
偏
り
が
あ
る
理
由
が
こ
う
し
た
戦

い
方
に
理
由
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

Ｒ
Ｅ
雨
宮
は
結
局
10
年
い
っ
ぱ
い
で
Ｇ
Ｔ
３
０
０
で

の
活
動
を
打
ち
切
っ
た
。
第
２
世
代
の
シ
ャ
シ
ー
は
丸

６
シ
ー
ズ
ン
を
戦
っ
て
さ
す
が
に
旧
式
化
し
て
い
た
。

し
か
し
わ
ざ
わ
ざ
同
じ
Ｆ
Ｄ
３
Ｓ
で
シ
ャ
シ
ー
を
作
り

直
し
レ
ー
ス
を
続
け
る
意
味
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
レ
ー
ス
に
適
し
た
次
期
モ
デ
ル
も
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
16
年
に
わ
た
っ
た
戦
い
は
終
わ
っ
た
。
Ｒ

Ｅ
雨
宮
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
Ｇ
Ｔ
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
良
き
時

代
を
走
り
抜
け
た
の
で
あ
る
。 

f

12スパルコのステアリングとモーテックのメーターが備わるコクピット。ステアリングの左にはパッシング、右にはラ
ジオスイッチ、さらに右奥には白いウインカースイッチが装備されていた。3センターのパネルにはエンジンスタートや
ワイパー、ピットロードリミッターなどのスイッチ類が並ぶ。ドライバー側に傾いているシフトレバーも特徴的だ。

パワーアップには限界があり、トルクも少なかったが
リヤタイヤの負荷が少ない特性を活かして戦った

1

23
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レーシングドライバー

谷口信輝× ×
RSファイン

河野高男
RE雨宮

雨宮勇美

【スペシャル鼎談】

RX-7でのJGTC／SUPER GTへの挑戦と活躍
熱烈なファンの声援に背中を押されて活躍したRE雨宮RX-7
2010年にSUPER GTから撤退して14年の時を経て
オーナー、エンジニア、ドライバーの３人が集結
参戦当初からの懐かしい日々を振り返ってもらった
Text/Yumiko Kaijima  Photos/Shimpei Suzuki, Naoki Kobayashi, Takashi Ogasawara, SAN-EI
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│
ま
ず
、
Ｒ
Ｘ
‐
７
で
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｃ
（
全
日
本
Ｇ
Ｔ
選

手
権
）
に
参
戦
を
開
始
し
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

雨
宮
勇
美
（
以
下
雨
宮
）
：
元
Ｇ
Ｔ
Ａ
の
加
治
（
次
郎
）

さ
ん
と
山
路
（
慎
一
）
選
手
が
た
し
か
一
緒
に
訪
ね
て

来
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
（
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｃ
の
）
Ｇ
Ｔ
３
０
０

に
出
て
く
れ
ま
せ
ん
か
っ
て
言
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｇ
Ｔ
で
は
寸
法
さ
え
合
え
ば
、
自
分
の
と
こ
ろ
の
エ
ア

ロ
を
付
け
て
も
構
わ
な
い
と
。
当
時
ウ
チ
も
い
ろ
い
ろ

エ
ア
ロ
を
作
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
い
い
な
と
思

っ
て
、
割
と
す
ぐ
に
参
戦
を
決
め
た
と
思
い
ま
す
。

河
野
高
男
（
以
下
河
野
）
： 

Ｇ
Ｔ
っ
て
最
初
は
Ｊ
Ｓ

Ｓ
（
ジ
ャ
パ
ン
・
ス
ー
パ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ダ
ン
レ
ー

ス
）
か
ら
の
移
行
も
多
く
て
、
そ
の
流
れ
も
あ
っ
た
の

で
１
９
９
５
年
の
第
２
戦
か
ら
参
戦
し
ま
し
た
。

谷
口
信
輝
（
以
下
谷
口
）
：
も
と
も
と
フ
ァ
イ
ン
は
Ｒ

Ｘ
‐
７
で
Ｊ
Ｓ
Ｓ
を
や
っ
て
い
た
ん
だ
よ
ね
。

雨
宮
：
そ
れ
の
エ
ア
ロ
が
ウ
チ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

河
野
：
そ
う
そ
う
。
雨
宮
の
エ
ア
ロ
を
使
っ
て
レ
ー
ス

に
出
て
い
た
の
で
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

以
前
に
〝
や
ん
ち
ゃ
〞
を
し
て
い
た
頃
か
ら
付
き
合
い

は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
Ｇ
Ｔ
の
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
い

た
時
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
し
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
よ
。

│
参
戦
当
初
の
95
年
の
マ
シ
ン
は
ど
う
い
う
仕
様
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

雨
宮
：
あ
れ
は
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
（
の
ク
ル
マ
）
を
使

っ
た
ん
だ
よ
ね
。

河
野
：
元
は
Ｊ
Ｓ
Ｓ
ベ
ー
ス
に
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
を
入
れ

た
ク
ル
マ
。
ほ
ぼ
ほ
ぼ
ノ
ー
マ
ル
で
、
足
回
り
に
ピ
ロ

ボ
ー
ル
を
入
れ
た
り
ダ
ン
パ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
を
入
れ
た

り
し
た
だ
け
の
軽
度
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
、
Ｒ
Ｅ
雨
宮

の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
そ
の
ま
ま
で
し
た
ね
。

雨
宮
：
５
穴
だ
っ
た
よ
ね
？

RE雨宮レーシング戦績表｜1995-2010
Machine Drivers Ranking

1995 RE雨宮SuperG RX7 竹内浩典／松本晴彦 ３位（Rd.２～／２勝＋２位１回＋PP３回）

1996 RE雨宮SuperG RX7 山路慎一／松本晴彦ら ６位(山路／３位２回)
オールスター戦セントラル：PP／優勝

1997 RE雨宮SuperG RX7 山路慎一／松本晴彦 ８位(３位１回)

1998 RE雨宮マツモトキヨシRX7 山路慎一／松本晴彦 10位(３位１回)
オールスター戦TI英田：２位

1999 RE雨宮マツモトキヨシRX7 松本晴彦／山野哲也 ５位(２位２回)
オールスター戦AP：２位

2000 RE雨宮マツモトキヨシRX7 山野哲也／松本晴彦 ５位(２位１回＋３位２回＋PP１回)
セパン特別戦：PP／優勝

2001 雨宮マツモトキヨシアスパラRX7 山野哲也／松本晴彦 ２位(１勝＋３位１回)
2002 雨宮マツモトキヨシアスパラRX7 松本晴彦／谷口信輝ら 10位(松本／１勝＋３位１回)
2003 雨宮マツモトキヨシアスパラRX7 谷口信輝／大井貴之 15位(大井／３位１回)
2004 雨宮アスパラドリンクRX7 山路慎一／井入宏之 ４位(２勝＋PP２回)
2005 雨宮アスパラドリンクRX7 山路慎一／井入宏之 ９位(２位１回)
2006 雨宮アスパラドリンクRX7 山野哲也／井入宏之 チャンピオン(１勝＋２位２回)
2007 RE雨宮 RX-7 井入宏之／折目 遼 20位
2008 ORC雨宮SGC 7 井入宏之／折目 遼 ７位(１勝＋３位２回)
2009 M7 MUTIARA MOTORS雨宮SGC 7 谷口信輝／折目 遼 ２位(２位３回＋３位３回)
2010 M7 MUTIARA MOTORS雨宮SGC 7 谷口信輝／折目 遼 ３位(２勝＋PP１回)

1995年第２戦富士でデ
ビューしたRE雨宮の
RX-7は予選２位を獲得。
決勝ではフューエルポン
プトラブルでクラス９位
に沈んだが初戦から高パ
フォーマンスを発揮した。
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め
て
や
り
直
し
ま
し
た
。

│
そ
の
頃
、
谷
口
選
手
は
ま
だ
レ
ー
ス
を
し
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
Ｒ
Ｅ
雨
宮
で
Ｇ
Ｔ
デ
ビ
ュ
ー

す
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

谷
口
：
僕
は
98
年
頃
、
28
歳
に
な
る
時
に
モ
ー
タ
ー
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
な
り
た
く
て
上
京
し
ま
し
た
。
で
も

当
然
で
す
け
ど
最
初
の
頃
は
仕
事
が
な
か
っ
た
の
で
、

圭
オ
フ
ィ
ス
（
土
屋
圭
市
氏
経
営
）
の
川
崎
出
張
所
で

電
話
番
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ

Ｅ
（
ブ
リ
ッ
ド
）
と
い
う
バ
ケ
ッ
ト
シ
ー
ト
メ
ー
カ
ー

の
方
か
ら
「
鈴
鹿
ク
ラ
ブ
マ
ン
に
出
て
み
な
い
？
」
っ

て
誘
わ
れ
て
、
ス
プ
リ
ン
ト
レ
ー
ス
で
優
勝
し
た
ん
で

す
。
そ
の
半
年
後
に
も
再
び
誘
わ
れ
て
レ
ー
ス
に
出
た

ら
ま
た
勝
っ
て
、
そ
れ
で
「
レ
ー
ス
や
り
た
い
」「
Ｇ

Ｔ
に
乗
り
た
い
」
と
。
そ
の
後
、
２
０
０
０
年
に
ヴ
ィ

ッ
ツ
レ
ー
ス
に
４
回
ぐ
ら
い
代
役
参
戦
を
し
て
、
翌
01

年
に
ア
ル
テ
ッ
ツ
ァ
レ
ー
ス
と
Ｎ
１
耐
久
に
出
ま
し
た
。

そ
う
し
て
02
年
に
雨
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
「
雨
さ

ー
ん
、
Ｇ
Ｔ
乗
り
た
ー
い
！
」っ
て
言
い
ま
し
た（
笑
）。

ず
っ
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
後
押
し
も

あ
っ
て
、「
じ
ゃ
あ
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
し
て
や
る
」

っ
て
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

│
初
め
て
谷
口
選
手
に
会
っ
た
時
の
印
象
は
？

雨
宮
：
今
で
は
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
す
け
ど
、
当
時
か

ら
オ
ー
ラ
が
あ
っ
て
、
人
と
違
う
感
じ
が
し
ま
し
た
ね
。

河
野
：
ド
ラ
イ
バ
ー
の
最
終
決
定
を
す
る
の
は
や
っ
ぱ

り
雨
さ
ん
な
ん
で
す
よ
。
で
も
、
僕
ら
と
し
て
も
自
分

た
ち
が
い
い
と
思
う
ド
ラ
イ
バ
ー
を
乗
せ
た
か
っ
た
で

す
し
、
速
い
ド
ラ
イ
バ
ー
を
乗
せ
る
こ
と
が
勝
つ
条
件

に
も
な
っ
て
き
ま
す
か
ら
ね
。
そ
の
点
、
谷
口
は
ハ
ナ

っ
か
ら
速
か
っ
た
。
レ
ベ
ル
違
い
で
し
た
。

谷
口
： 

Ｇ
Ｔ
初
年
度
は
（
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
が

狭
く
て
）
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
難
し
い
の
も

あ
り
ま
し
た
け
ど
、
結
果
が
出
な
く
て
四
苦
八
苦
し
て

ま
し
た
。
自
分
が
う
ま
く
乗
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て「
面

白
く
な
い
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
雨
さ
ん
の
（
怒

り
の
）
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
ち
ゃ
っ
て
…
…
。

雨
宮
：
そ
う
？　

俺
は
あ
ん
ま
り
怒
ら
な
い
よ
ね
。

谷
口
：
い
や
い
や
い
や
（
笑
）。

河
野
：
結
構
怒
っ
て
ま
し
た
よ
（
笑
）。
一
番
雨
さ
ん

が
怒
っ
た
の
は
（
03
年
第
4
戦
）
富
士
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
。

谷
口
：
雨
の
レ
ー
ス
で
、
ス
タ
ー
ト
（
の
水
煙
）
で
前

が
何
も
見
え
な
い
な
か
、
よ
う
や
く
見
え
た
時
に
は
目

の
前
で
ス
ピ
ン
し
て
横
を
向
い
て
い
る
ク
ル
マ
が
い
て
、

僕
は
左
に
避
け
て
な
ん
と
か
デ
カ
い
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
ギ

リ
ギ
リ
か
わ
し
た
ん
で
す
が
、
壁
に
当
た
っ
て
サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
が
折
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
僕
と
し
て
は

河
野
：
96
年
か
ら
５
穴
を
セ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
97
〜
98
年
は
Ｒ
Ｅ
雨
宮
内
部
で
Ｇ
Ｔ
を

や
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
ウ
チ
（
Ｒ
Ｓ
フ
ァ
イ
ン
）
は

携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
98
年
に
マ
ツ
ダ
ス

ピ
ー
ド
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
て
ク
ル
マ
を
作
り
直
し
て
い

て
、
マ
ツ
ダ
ス
ピ
ー
ド
で
設
計
し
た
足
回
り
を
組
ん
で

い
ま
す
。
99
年
に
復
帰
し
て
か
ら
、
ジ
オ
メ
ト
リ
ー
含

1946年３月３日生まれ、山梨県出身。14歳で上京して悪行を重ねたの
ち21歳で独立。板金屋を経て、30歳の時に雨宮自動車を設立し、ロータ
リーの道へ。その後、スピードの虜になってレースにも挑戦。フレッシ
ュマンやJSSを経て、95年からJGTC／SUPER GTに参戦し、06年に
GT300王者に。04年より全日本プロドリフト選手権（D1GP）に参戦中。

雨宮勇美

「
俺
は
メ
カ
ニ
ッ
ク
出
身
で
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
し
か
扱
え
な
い   

だ
か
ら
レ
シ
プ
ロ
の
エ
ン
ジ
ン
で
ど
う
か
っ
て
聞
か
れ
て
も
で
き
な
い
」

“アマさん”が最も印象に残っていると語ったマレーシア戦（セパンサーキット）。RE雨宮が参戦した９戦中
５勝を挙げている。写真は2002年第４戦、谷口にとってはGT初優勝の記念すべきレースでもある。
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ギ
リ
ギ
リ
の
リ
カ
バ
リ
ー
を
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
雨
さ
ん
は
「
オ
マ
エ
の
後
ろ
を
走
っ
て
い
た

山
路
は
ぶ
つ
か
っ
て
な
い
」
と
。

河
野
：
そ
の
時
が
多
分
、
一
番
怒
っ
て
た
ね
（
笑
）。

僕
も
車
載
を
見
て
、
こ
れ
は
も
う
避
け
ら
れ
な
い
な
と

思
っ
た
ん
だ
け
ど
、
雨
さ
ん
が
あ
ま
り
に
怒
っ
て
い
た

か
ら
何
も
言
え
な
か
っ
た
（
笑
）。

谷
口
：「
あ
ぶ
ね
ぇ
〜
、
大
事
故
に
な
る
と
こ
だ
っ
た
」

と
い
う
の
が
最
小
限
で
済
ん
だ
。
そ
う
思
っ
て
ピ
ッ
ト

に
帰
っ
た
ら
〝
カ
ミ
ナ
リ
〞
が
す
ご
か
っ
た
（
笑
）。

雨
宮
：
い
や
あ
、
俺
、
あ
ん
ま
り
怒
ら
な
い
よ
。

谷
口
：
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
（
笑
）。
あ
れ
は
も
う
誰

も
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
な
っ
て
感
じ
だ
っ
た
。

│
谷
口
選
手
は
別
の
チ
ー
ム
を
経
て
、
09
年
に
Ｒ
Ｅ

雨
宮
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
パ
イ
プ
フ
レ
ー
ム
化
さ

れ
ま
し
た
が
、
03
年
と
09
年
で
マ
シ
ン
の
印
象
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
か
？

谷
口
：
そ
れ
は
全
然
違
う
よ
（
笑
）。
そ
れ
ま
で
は
チ

ュ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
の
延
長
線
上
み
た
い
な
ク
ル
マ
だ
っ

た
け
ど
、
09
年
は
幅
広
く
ワ
イ
ド
に
な
っ
て
、
ボ
ン
ネ

ッ
ト
も
低
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

河
野
：
完
全
に
パ
イ
プ
フ
レ
ー
ム
用
の
設
計
の
違
う
ク

ル
マ
で
し
た
。

雨
宮
：
98
年
ま
で
は
純
正
部
品
で
チ
タ
ン
と
か
使
っ
ち

ゃ
い
け
な
く
て
、
エ
ン
ジ
ン
の
ア
ペ
ッ
ク
ス
シ
ー
ル
も

ノ
ー
マ
ル
を
使
っ
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
、
98
年
か
ら

セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
使
い
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
入
れ
て
か

ら
エ
ン
ジ
ン
の
耐
久
性
が
良
く
な
り
ま
し
た
ね
。

河
野
：
エ
ン
ジ
ン
は
雨
さ
ん
が
組
ん
で
い
た
ん
で
す
け

ど
、
も
ち
ろ
ん
耐
久
性
も
大
事
だ
け
ど
一
番
は
性
能
で
、

Ｒ
Ｘ
‐
７
の
Ｂ
ｏ
Ｐ
（
性
能
調
整
）
が
厳
し
か
っ
た
ん

で
す
。
で
も
Ｇ
Ｔ
Ａ
の
人
が
「
こ
れ
じ
ゃ
、
ロ
ー
タ
リ

ー
厳
し
い
よ
ね
」
と
、
04
年
に
リ
ス
ト
リ
ク
タ
ー
を
大

き
く
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
ベ
ー
ス
車
両
が
良
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
速
く
な
り
ま
し
た
。

デ
ビ
ュ
ー
戦
で
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）
を
獲
れ

る
く
ら
い
強
烈
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
し
た
。

1962年２月４日生まれ、東京都出身。専門
学校を卒業後、マツダオート東京でエンジン
を担当。退社後はレースメカニックの手伝い
を経て、86年末にRSファインを興し、JSS
やJTC、N1耐久／スーパー耐久等で活躍。RE
雨宮レーシングでは95～96年＋99～2010
年のJGTC／SUPER GTでエンジニア等を務
め、06年にダブルタイトルを獲得した。

河野高男

「
タ
イ
ヤ
無
交
換
は
谷
口
が
戻
っ
て
か
ら
温
め
て
い
た
作
戦

初
め
て
タ
イ
ヤ
無
交
換
を
や
っ
て
成
功
し
た
レ
ー
ス
は
特
別
な
も
の
」

2006年、山野哲也／井入宏之を擁してダブルタイトルを獲得。同点上位入賞回数の差で
タイトルが確定したため、その瞬間、雨さんは理解するのに少し時間がかかったという。

（上）「死にそうな思いで作
り上げた」新型車で挑んだ
2004年第２戦SUGOでデ
ビューPPを獲得。決勝は４
位に終わったが、次のセパ
ン戦で見事優勝を飾った。
（右）09年第２戦鈴鹿では
優勝こそ叶わなかったもの
の、“タイヤ無交換”作戦が
見事ハマり、２位表彰台に。
「04年SUGOは苦労が報わ
れたレースで、クルマも本
当に速かった。09年鈴鹿は
『してやったり』でしたね」
と振り返る河野。
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し
な
が
ら
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
を
始
め
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

が
多
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
谷
口
だ
け
は
（
ブ
レ
ー
キ

を
）
リ
リ
ー
ス
し
て
ク
ル
マ
を
曲
げ
て
い
く
タ
イ
プ
だ

っ
た
ん
で
す
よ
。
実
は
今
の
Ｇ
Ｔ
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
う

い
う
乗
り
方
。
そ
の
一
番
最
初
が
谷
口
だ
っ
た
か
な
と
。

そ
れ
か
ら
、
走
る
こ
と
に
対
し
て
は
天
才
的
な
も
の
を

持
っ
て
い
ま
す
。
身
体
の
感
性
が
優
れ
て
い
て
、
考
え

て
速
く
走
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
操
作
を
含
め
た

す
べ
て
に
余
裕
が
あ
る
。

雨
宮
：
タ
イ
ム
が
速
い
し
、
タ
イ
ヤ
無
交
換
作
戦
も
で

き
た
か
ら
ね
。

河
野
：
タ
イ
ヤ
な
ん
て
プ
ッ
シ
ュ
す
れ
ば
す
ぐ
終
わ
っ

て
し
ま
う
も
の
も
あ
る
し
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
コ
ン

マ
５
秒
我
慢
す
れ
ば
ラ
イ
フ
が
伸
び
る
乗
り
方
も
あ
る
。

逆
に
タ
イ
ヤ
を
使
わ
な
い
走
ら
せ
方
で
ど
の
く
ら
い
の

タ
イ
ム
を
出
せ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
、

谷
口
と
そ
う
い
う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
か
ら
タ
イ
ヤ
無
交
換
も
で
き
た
ん
で
す
。

ほ
か
の
ク
ル
マ
に
比
べ
て
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
燃
費
が
悪
く
て
、

給
油
時
間
だ
け
で
10
秒
以
上
長
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
の
解
決
策
を
考
え
た
時
に
タ
イ
ヤ
交
換
を

し
な
い
の
が
一
番
い
い
と
。
そ
れ
を
初
め
て
や
っ
た
の

が
09
年
の
鈴
鹿
（
第
２
戦
）
で
し
た
。

谷
口
：
そ
れ
は
僕
の
腕
と
い
う
よ
り
は
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
タ

イ
ヤ
に
対
し
て
優
し
い
ク
ル
マ
だ
っ
た
か
ら
で
す
よ
。

│
16
年
に
お
よ
ぶ
Ｇ
Ｔ
参
戦
の
な
か
で
最
も
思
い
出

に
残
っ
て
い
る
レ
ー
ス
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

雨
宮
：
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
っ
た
レ
ー
ス
（
06
年
）
も

そ
う
だ
け
ど
、
マ
レ
ー
シ
ア
（
セ
パ
ン
）
の
最
多
勝
。

セ
パ
ン
に
は
９
回
出
場
し
て
５
勝
し
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

そ
れ
は
も
う
感
動
で
す
よ
ね
。

河
野
：
そ
ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
ま
す
け
ど
、
一
番
感
動

し
て
い
た
の
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
っ
た
富
士
の
レ
ー

ス
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
雨
さ
ん
、
ピ
ッ
ト
で
泣
き
崩
れ

て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

雨
宮
：
俺
は
泣
い
て
な
い
よ
（
笑
）。

河
野
：
僕
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
け
ど
、
一
番
と
い
っ

た
ら
04
年
第
２
戦
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
の
Ｐ
Ｐ
で
す
ね
。
寝
な
い

で
ク
ル
マ
を
組
み
上
げ
て
、
予
選
で
山
路
選
手
が
Ｐ
Ｐ

を
獲
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
本
当
は
パ
ワ
ス
テ
に
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
て
レ
ー
ス
は
走
り
切
れ
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

谷
口
：
02
年
、
03
年
は
正
直
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
争
い
が
で
き
る
感
じ
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

で
も
09
年
、
10
年
の
ク
ル
マ
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
争
い
が

で
き
る
位
置
に
い
て
、
う
ま
く
や
れ
ば
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

も
獲
れ
た
な
と
思
う
。
戦
え
る
マ
シ
ン
で
し
た
ね
。

│
５
年
ぶ
り
に
Ｒ
Ｅ
雨
宮
に
戻
っ
た
谷
口
選
手
は
ど

ん
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
？

河
野
：
褒
め
す
ぎ
る
の
も
よ
く
な
い
で
す
け
ど
ね（
笑
）。

最
初
に
Ｒ
Ｘ
‐
７
に
乗
っ
た
時
か
ら
そ
う
で
し
た
け
ど
、

当
時
は
「
旋
回
ブ
レ
ー
キ
」
と
い
っ
て
ブ
レ
ー
キ
を
残

谷口が思い出のレースに挙げたのは自身にとってGT初優勝となった2002年第４戦セパン（P88）と足に大ヤケドを負
った10年夏の鈴鹿。そして、「タイトルを獲れそうで獲れなかった」09年最終戦もてぎ。タイトルを懸けて挑んだもの
の、決勝日朝のフリー走行でトラブルが発生してエンジンを乗せ換え、レースではピット作業後の再始動に手間取り４
番手に後退、最後はトップ車両を0.4秒差にまで追い詰めた。「勝てたらチャンピオンだったんだけどね」と谷口。
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雨
宮
：
で
も
４
位
だ
っ
た
よ
ね
？

河
野
：
そ
う
で
す
。
ふ
た
つ
目
が
タ
イ
ヤ
無
交
換
を
初

め
て
や
っ
た
時
。
先
ほ
ど
も
話
し
ま
し
た
が
、
09
年
第

２
戦
の
鈴
鹿
で
す
。
も
ち
ろ
ん
不
安
も
あ
り
ま
し
た
け

ど
、「
し
て
や
っ
た
り
」
っ
て
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

無
交
換
は
タ
イ
ヤ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
ド
ラ
イ

バ
ー
で
な
い
と
採
れ
な
い
作
戦
な
の
で
、
谷
口
が
戻
っ

て
か
ら
温
め
て
い
た
作
戦
で
す
。
谷
口
は
走
り
な
が
ら

タ
イ
ヤ
の
使
い
方
を
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
で
き

た
。
コ
ン
マ
３
秒
タ
イ
ム
を
落
と
せ
ば
走
り
切
れ
る
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
く
れ
た
の
が
谷
口
で
し
た
。

谷
口
：
僕
は
02
年
の
セ
パ
ン
（
第
４
戦
）
で
初
優
勝
で

き
た
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
嬉
し
か
っ
た
し
、
10
年
の
鈴
鹿

（
第
６
戦
）
で
の
低
温
ヤ
ケ
ド
も
強
烈
な
思
い
出
に
残

っ
て
い
ま
す
け
ど
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
れ
そ
う
で
獲

れ
な
か
っ
た
09
年
最
終
戦
の
も
て
ぎ
か
な
。
あ
の
時
は

決
勝
日
朝
の
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
エ
ン
ジ
ン
が
壊
れ
て
、

エ
ン
ジ
ン
を
載
せ
替
え
る
ん
だ
け
ど
、
グ
リ
ッ
ド
に
並

ぶ
ギ
リ
ギ
リ
の
ギ
リ
ギ
リ
で
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
た
。

「
流
れ
が
悪
い
よ
ね
」
っ
て
言
い
な
が
ら
も
レ
ー
ス
の

内
容
は
す
ご
く
良
く
て
、
ト
ッ
プ
を
抜
け
ば
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
っ
て
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
ん
だ
け
ど
…
…
。

雨
：
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ー
が
入
ら
な
か
っ
た
ら
い
け
た

か
も
な
あ
。

│
│
最
後
に
、
10
年
い
っ
ぱ
い
で
Ｇ
Ｔ
を
や
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
理
由
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

雨
宮
：
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
マ
ツ
ダ
か
ら
「
エ
ン
ジ
ン

出
す
か
ら
Ｇ
Ｔ
５
０
０
を
や
ら
な
い
か
」
っ
て
話
が
あ

っ
た
ん
で
す
よ
。
Ｇ
Ｔ
の
規
則
で
ロ
ー
タ
リ
ー
が
使
え

な
く
な
り
ま
し
た
か
ら
。

河
野
：
３
ロ
ー
タ
ー
タ
ー
ボ
で
の
話
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

雨
宮
：
ア
テ
ン
ザ
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
で
や
ら
な
い
か
と
い

う
話
も
あ
っ
た
。

谷
口
：
最
終
的
に
は
な
ん
で
辞
め
た
ん
で
し
た
っ
け
？

河
野
：
ス
ポ
ン
サ
ー
に
ク
ル
マ
を
売
る
と
い
う
条
件
で

支
援
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
、
ク
ル
マ
が
な
か
っ
た
。
そ

れ
に
も
う
雨
さ
ん
に
や
る
気
が
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

雨
宮
：
４
ロ
ー
タ
ー
を
理
解
し
て
支
援
し
て
く
れ
る
人

が
い
な
か
っ
た
。

河
野
：
レ
ー
ス
に
は
莫
大
な
お
金
が
か
か
る
し
、
そ
の

金
額
を
工
面
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
。

雨
宮
：
（
泣
き
マ
ネ
）

河
野
：
だ
か
ら
、
ど
こ
か
で
線
引
き
し
よ
う
っ
て
い
う

の
が
10
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
本
当
は
続
け
た

か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

雨
宮
：
俺
は
メ
カ
ニ
ッ
ク
出
身
で
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ

ン
し
か
扱
え
な
い
。
だ
か
ら
レ
シ
プ
ロ
の
エ
ン
ジ
ン
で

ど
う
か
っ
て
聞
か
れ
て
も
で
き
な
い
よ
ね
。
だ
け
ど
、

こ
れ
だ
け
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
に
携
わ
っ
て
き
た
ん

だ
か
ら
、
メ
ー
カ
ー
が
「
雨
宮
さ
ん
を
支
援
し
よ
う
」

と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
で
も
頑
張
り
た
い

で
す
ね
。「
Ｇ
Ｔ
に
復
活
し
て
ほ
し
い
チ
ー
ム
」
と
し

て
一
番
人
気
が
あ
る
ら
し
い
で
す
か
ら
ね
（
笑
）。 

f

1971年５月18日生まれ、広島県出身。ドリフト界で活躍後、モータ
ージャーナリストを目指して28歳で上京。2000年から本格的にレー
スを始め、02年にRE雨宮からJGTCデビュー。RE雨宮には03／09
／10年に所属。11／14／17年にSUPER GT／GT300クラスでチャ
ンピオンに輝いたほか、スーパー耐久や86/BRZ Raceなどでも活躍。

谷口信輝

久しぶりにRE雨宮のガレージを訪ねたという谷口に、過去の無礼を詫びる雨
さん。とても和やかな雰囲気のなか、２時間におよぶ鼎談が行なわれた。

「02年、03年はチャンピオン争いができる感じじゃなかった
でも09年、10年のクルマは戦えるマシンだった」



2010年 SUPER GT 第１戦 鈴鹿GT300kmレース　2010年３月21日（予選20日）　鈴鹿サーキット　主催：KSCC、SMSC、（株）モビリティランド　観客：31,000人
［結果］5.807㎞×52周＝301.964㎞　参加34台／予選出走33台／決勝出走32台／完走24台　２列ローリング右上位　14：04'48"スタート　晴れ＆曇り／ドライ

Chassis Engine Cyl. Disp. Weight/Restrictor Tyre Entrant Laps Time Best Time Qfy.S1 Qfy. Time Grid
ニッサンR35 ニッサンVRH34A V8 3396 1100kg/29.1φ×2 YO KONDO RACING 52 1:53'23"333 1'56"178/A 1'56"712/B 2'04"139/S2/A 10
トヨタUZZ40 トヨタRV8KG V8 3399 1100kg/29.1φ×2 BS LEXUS TEAM LeMans ENEOS 52 1:53'32"655 1'56"427/B 1'55"788/A 1'53"442/S3/A 4
ホンダH010 ホンダHR10EG V8 3397 1100kg/29.1φ×2 BS TEAM KUNIMITSU 52 1:53'38"730 1'56"430/A 1'55"709/B 1'53"819/S3/A 7
トヨタUZZ40 トヨタRV8KG V8 3399 1100kg/29.1φ×2 BS LEXUS TEAM PETRONAS TOM'S 52 1:53'41"287 1'56"016/A 1'56"970/A 1'54"278/S2/A 8
トヨタUZZ40 トヨタRV8KG V8 3399 1100kg/29.1φ×2 DL LEXUS TEAM SARD 52 1:53'42"659 1'56"914/B 1'57"778/A 1'55"019/S1/A 13
トヨタUZZ40 トヨタRV8KG V8 3399 1100kg/29.1φ×2 BS LEXUS TEAM KRAFT 52 1:53'43"696 1'55"640/A 1'55"531/B 1'53"637/S3/B 5
ホンダH010 ホンダHR10EG V8 3397 1100kg/29.1φ×2 BS KEIHIN REAL RACING 52 1:54'09"841 1'56"389/A 1'55"788/B 1'54"335/S2/A 9
ニッサンR35 ニッサンVRH34A V8 3396 1100kg/29.1φ×2 MI NISMO 52 1:54'55"666 1'57"188/B 1'55"354/B 1'53"367/S3/B 3
トヨタUZZ40 トヨタRV8KG V8 3399 1100kg/29.1φ×2 BS LEXUS TEAM ZENT CERUMO 51 1:53'39"547 1'56"245/B 1'55"081/A 1'53"277/S3/A 2
ホンダH010 ホンダHR10EG V8 3397 1100kg/29.1φ×2 DL NAKAJIMA RACING 51 1:53'57"334 1'55"839/B 1'56"461/A 1'54"406/S1/A 11
マツダFD3S マツダ20B 3r 1962r 1145kg/42.8φ YO M7 RE雨宮レーシング 48 1:53'59"916 2'07"236/A 2'07"813/B 2'05"391/S3/A #15
ニッサンZ33 ニッサンVQ35DE V6 3498 1200kg/24.8φ×2 YO MOLA 48 1:54'31"810 2'08"712/A 2'07"812/A 2'05"827/S3/B 17
トヨタGSE21 トヨタRV8J V8 3399 1235kg/24.8φ×2 YO RACING PROJECT BANDOH 48 1:54'36"414 2'08"521/B 2'07"065/B 2'06"299/S3/B 20
R&D 408R ポルシェM96-77 F6 3598 1160kg/27.9φ×2 YO TEAMマッハ 48 1:54'37"100 2'06"494/B 計測できず ──/S1/A 32
ニッサンZ33 ニッサンVQ35DE V6 3498 1200kg/24.8φ×2 YO HASEMI MOTOR SPORT 48 1:54'50"218 2'08"576/B 2'07"610/B 2'06"664/S3/A 21
ポルシェ997GT3 ポルシェM97-80 F6 3996 1200kg/27.0φ×2 HK HANKOOK KTR 48 1:54'50"316 2'08"205/B 2'09"435/B 2'07"552/S2/A 26
ランボZHWGE ランボ07L1 V10 4961 1150kg/27.6φ×2 YO JLOC 48 1:54'53"753 2'08"582/B 2'08"644/B 2'06"849/S3/A 22
トヨタNZE141 トヨタ2GR-FSE V6 3456 1235kg/24.8φ×2 MI apr 48 1:55'02"835 2'08"233/B 2'08"376/B 2'06"294/S3/A 19
フェラーリF430 フェラーリF136GT V8 3995 1230kg/27.0φ×2 YO LMP MOTORSPORT 48 1:55'05"640 2'08"393/B 2'09"220/A 2'08"155/S2/B 27
ランボZHWGE ランボ07L1 V10 4961 1150kg/27.6φ×2 YO JLOC 48 1:55'24"239 2'09"042/B 2'09"543/B 2'07"719/S3/A 24
ポルシェ997GT3 ポルシェM96-77 F6 3598 1200kg/27.4φ×2 YO Team TAISAN 47 1:54'27"225 2'09"652/A 2'11"816/A 2'08"338/S2/A 28
ポルシェ997GT3 ポルシェM96-73 F6 3598 1100kg/27.9φ×2 HK DOODSMILE RACING with COX 46 1:53'35"618 2'08"629/A 2'09"602/A 2'09"151/S2/B 30
スバルBM9 スバルEJ20 F4 1994t 1225kg/37.9φ YO R&D SPORT 44 1:55'10"622 2'10"972/A 2'10"155/A ──/S1/A 33
ポルシェ986 ポルシェM96-77 F6 3598 1200kg/27.9φ×2 YO BOMEX ROSSO 38 1:55'12"825 2'14"121/A 2'14"051/A 2'11"887/S1/A 31
フェラーリF430 フェラーリF136GT V8 3997 1230kg/27.0φ×2 DL JIMGAINER 27 ラジエター 2'08"029/A 2'07"324/B 2'05"599/S3/B 16
ニッサンR35 ニッサンVRH34A V8 3396 1100kg/29.1φ×2 BS TEAM IMPUL 10 メカニカル 1'57"162/B 1'55"979/A 1'53"716/S3/B 6
ホンダH010 ホンダHR10EG V8 3397 1100kg/29.1φ×2 BS AUTOBACS RACING TEAM AGURI 10 アクシデント 1'57"122/A 1'56"885/A 1'54"525/S1/A 12
ホンダH010 ホンダHR10EG V8 3397 1100kg/29.1φ×2 BS ウイダー ホンダ レーシング 10 アクシデント 1'55"555/A 1'55"148/B 1'53"182/S3/A 1
トヨタNZE141 トヨタ2GR-FSE V6 3456 1200kg/24.8φ×2 YO apr 1 アクシデント 3'51"034/A 2'08"706/B 2'07"276/S3/A 23
ASLガライヤ ニッサンVQ35DE V6 3497 1260kg/24.8φ×2 MI AUTOBACS RACING TEAM AGURI 1 アクシデント 10'03"098/A 2'08"520/B 2'05"975/S3/A 18
R&S+MC 紫電RT16 トヨタ1UZ-FE V8 4400 1225kg/23.6φ×2 YO Cars Tokai Dream 28 0 アクシデント ── 2'06"500/A 2'07"308/S2/B 25
アストンマーティン アストンマーティン V8 4475 1170kg/27.9φ×2 YO A Speed 失格 ペナルティ不履行 2'08"055/B 2'08"397/S2/A 29
ポルシェ997GT3 ポルシェM96-73 F6 3598 1100kg/27.9φ×2 YO TOMEI SPORTS ─ 2'16"317/A ──/S1/A ─

・優勝スピード：No.24 HIS ADVAN KONDO GT-R（J.P.デ・オリベイラ／安田裕信）　159.785㎞/h
・最速ラップ：小暮卓史（No.18 ウイダーHSV-010）　1'55"555　180.911㎞/h　５周目

・ペナルティ：No.32は60秒停止。No.17は接触により27秒加算。No.27は黄旗区間の追越しにより、No.66はセーフティーカー中の追越しによりドライビングスルー。No.66はペナルティ不履行により失格
・予選は２回目の「ノックダウン予選」でグリッド決定。３セッションに分かれ、各セッション終了時に遅い者から落ちていく方式。S2に進めるのはGT500が10台、GT300が16台、S3に進めるのはGT500が７台、GT300が10台

同一ドライバーが連続してセッションに臨むことはできず、セッション間に交代する必要あり
　・No.62は車両規則違反により予選タイム削除。No.360は予選通過基準タイムをクリアできず。No.88（リールランボルギーニRG-3 余郷敦／細川慎弥）は電気系トラブルにより予選不出走

・*印はスターティングドライバー。Grid欄の#印はGT300最上位。14位は空位
・Weight/Restrictor欄は事前の公表データによる申請車重とリストリクター。開幕戦なので重量ハンデはない

・タイヤ略号：BS＝ブリヂストン、DL＝ダンロップ、HK＝ハンコック、MI＝ミシュラン、YO＝ヨコハマ

リザルトに見る物語

番外編
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2010 AUTOBACS SUPER GT Round 1

 SUZUKA GT 300km
2010年 SUPER GT 第１戦

鈴鹿GT
300㎞レース
内外新旧車種入り乱れてのGT300

開幕戦をポール・トゥ・ウインで制したのは
７年目を迎えたRE雨宮RX-7だった

そしてロータリーは40年間の
活動に終止符を打つ
Text & Data/Shinji Hayashi

Photos/Naoki Kobayashi, Masahide Kamio

（上）GT300クラスにはRX-7、フェラーリ、ガライヤ、Z、カローラア
クシオ、レクサス等々、個性豊かな車種が参戦。半周後のデグナーで名
手・谷口がコースオフ！（下）２時間後、右手を上げて優勝を喜ぶ折目。



Pos. Class Pos. No. Driver A Driver B Car Name
1 500 1 24 J.P.デ・オリベイラ* 34周 安田　裕信 18周 HIS ADVAN KONDO GT-R
2 500 2 6 伊藤　大輔 21周 B.ビルドハイム* 31周 ENEOS SC430
3 500 3 100 伊沢　拓也* 33周 山本　尚貴 19周 RAYBRIG HSV-010
4 500 4 1 脇阪　寿一 24周 A.ロッテラー* 28周 PETRONAS TOM'S SC430
5 500 5 39 A.クート* 27周 平手　晃平 25周 DENSO DUNLOP SARD SC430
6 500 6 35 石浦　宏明 28周 大嶋　和也* 24周 MJ KRAFT SC430
7 500 7 17 金石　年弘* 25周 塚越　広大 27周 KEIHIN HSV-010
8 500 8 23 本山　　哲 34周 B.トレルイエ* 18周 MOTUL AUTECH GT-R
9 500 9 38 立川　祐路 28周 R.ライアン* 23周 ZENT CERUMO SC430
10 500 10 32 道上　　龍* 30周 中山　友貴 21周 EPSON HSV-010
11 300 1 7 谷口　信輝* 25周 折目　　遼 23周 M7 MUTIARA MOTORS雨宮SGC7
12 300 2 46 横溝　直輝 25周 阿部　　翼* 23周 アップスタート MOLA Z
13 300 3 19 織戸　　学* 22周 片岡　龍也 26周 ウェッズスポーツIS350
14 300 4 5 玉中　哲二* 17周 黒澤　治樹 31周 マッハGOGOGO車検408R
15 300 5 3 星野　一樹* 14周 柳田　真孝 34周 HASEMI SPORT TOMICA Z
16 300 6 33 木下みつひろ 14周 影山　正美* 34周 HANKOOK PORSCHE
17 300 7 86 山西　康司* 25周 関口　雄飛 23周 JLOC ランボルギーニ RG-3
18 300 8 74 井口　卓人* 22周 国本　雄資 26周 COROLLA Axio apr GT
19 300 9 27 山岸　　大* 24周 小泉　洋史 24周 NAC 衛生コム LMP Ferrari
20 300 10 87 井入　宏之* 26周 坂本　祐也 22周 JLOC ランボルギーニ RG-3
21 300 11 26 I.スシュコ* 25周 植田　正幸 22周 CINECITTAタイサンポルシェ
22 300 12 9 番場　　琢* 25周 佐々木雅弘 21周 初音ミクX GSRポルシェ
23 300 13 62 山野　哲也* 25周 佐々木孝太 19周 R&D SPORT LEGACY B4
24 300 14 666 山下潤一郎* 27周 宮本　隆士 11周 BOMEX LIAN BOXTER
R 300 11 田中　哲也* 21周 平中　克幸  6周 JIMGAINER DIXCEL DUNLOP F430
R 500 12 松田　次生  0周 R.クインタレッリ* 10周 カルソニック IMPUL GT-R
R 500 8 R.ファーマン* 10周 井出　有治  0周 ARTA HSV-010
R 500 18 小暮　卓史* 10周 L.デュバル  0周 ウイダーHSV-010
R 300 31 嵯峨　宏紀*  1周 松浦　孝亮  0周 apr COROLLA Axio
R 300 43 新田　守男*  1周 高木　真一  0周 ARTA Garaiya
R 300 2 加藤　寛規*  0周 濱口　　弘  0周 アップル・K-ONE・紫電
dq 300 66 松田　秀士* - 吉本　大樹 ─ triple a Vantage GT2
ns 300 360 澤　　圭太 - Takamori.com ─ 石松Kosei RUNNUP PORSCHE

　

前
日
の
公
式
予
選
は
、
ま
ず
１
回
目
は
各

選
手
が
予
選
通
過
基
準
タ
イ
ム
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
の
も
の
。
そ
し
て
２
回
目
が
グ
リ
ッ

ド
決
定
の
も
の
で
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
ら

れ
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と
に
タ
イ
ム
の
悪
い
マ

シ
ン
か
ら
振
り
落
と
し
て
い
く
か
た
ち
だ
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と
に
ド
ラ
イ
バ
ー
交
代
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
３
０
０
ク
ラ
ス
最
速

は
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
で
43
高
木
真
一
ガ
ラ
イ
ヤ

が
記
録
し
た
２
分
05
秒
０
３
２
だ
っ
た
が
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
最
速
（
谷
口
２
分
05
秒
３
９

１
）
の
⑦
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
ポ
ー
ル
シ
ッ
タ
ー
に
。

　

今
か
ら
30
年
前
の
１
９
９
４
年
に
本
格
開

始
と
な
っ
た
全
日
本
Ｇ
Ｔ
選
手
権
は
、
当
初

よ
り
２
ク
ラ
ス
混
走
形
式
で
競
わ
れ
て
き
た
。

国
内
3
ワ
ー
ク
ス
対
決
の
５
０
０
部
門
が
脚

光
を
浴
び
る
の
は
当
然
な
が
ら
、
プ
ラ
イ
ベ

　

新
車
登
場
や
新
体
制
で
注
目
を
集
め
る

2
0
1
0
年
ス
ー
パ
ー
G
T
の
開
幕
戦
。
14

時
過
ぎ
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
ま

ず
13
台
の
Ｇ
Ｔ
５
０
０
マ
シ
ン
が
先
陣
を
切

っ
た
後
、
⑦
Ｒ
Ｘ
‐
７
を
先
頭
に
19
台
の
Ｇ

Ｔ
３
０
０
マ
シ
ン
が
３
０
０
㎞
先
の
栄
冠
目

指
し
て
加
速
し
た
。
鈴
鹿
の
天
候
は
小
雨
、

路
面
は
湿
っ
て
い
る
。
Ｓ
字
を
登
り
デ
グ
ナ

ー
に
差
し
か
か
っ
た
時
だ
。
谷
口
信
輝
が
駆

る
先
頭
の
⑦
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
ラ
イ
ン
を
踏
み
外

し
て
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
。
ク
ラ
ッ
シ
ュ
こ
そ
逃

れ
た
が
、
順
位
を
大
き
く
落
と
し
て
し
ま
う
。

「
デ
グ
ナ
ー
の
１
個
目
が
濡
れ
て
い
て
全
然

グ
リ
ッ
プ
し
な
く
て
、『
ア
ッ
チ
ャ
ー
』
っ

て
感
じ
で
し
た
」。
直
後
、
ま
さ
に
同
じ
場

所
で
後
続
の
43
ガ
ラ
イ
ヤ
や
②
紫
電
ら
３
台

も
ス
ピ
ン
し
て
ク
ラ
ッ
シ
ュ
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
カ
ー
出
動
の
事
態
と
相
成
る
。

　

レ
ー
ス
３
分
の
１
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、

３
０
０
ク
ラ
ス
の
上
位
は
33
ポ
ル
シ
ェ
、
⑪

フ
ェ
ラ
ー
リ
、
86
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
、
⑦
Ｒ

Ｘ
‐
７
が
17
周
を
完
了
し
て
５
秒
差
と
い
う

展
開
。
そ
の
後
天
候
と
路
面
は
徐
々
に
回
復

し
、
⑪
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
ト
ラ
ブ
ル
で
後
退
、

33
ポ
ル
シ
ェ
も
ピ
ッ
ト
で
の
長
逗
留
で
圏
外

へ
。
谷
口
は
首
位
を
奪
い
返
し
て
コ
ド
ラ
イ

バ
ー
折
目
遼
へ
と
後
半
ス
テ
ィ
ン
ト
を
託
す
。

雨
宮
陣
営
は
得
意
の
タ
イ
ヤ
無
交
換
作
戦
を

敢
行
し
て
後
続
と
の
マ
ー
ジ
ン
を
図
り
、
最

後
は
46
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Ｚ
に
30
秒
差
を
つ
け

て
優
勝
。
こ
の
後
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
第
４
戦
セ
パ

ン
で
も
勝
利
す
る
が
、
ラ
ン
キ
ン
グ
は
僅
差

の
３
位
。
04
年
投
入
の
Ｆ
Ｄ
３
Ｓ
を
改
良
し

な
が
ら
参
戦
し
て
き
た
７
年
目
、
ラ
イ
バ
ル

の
進
化
の
な
か
で
の
活
躍
は
驚
異
的
だ
。

ー
タ
ー
や
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
レ
ー
サ
ー
た
ち

も
楽
し
め
る
３
０
０
部
門
の
存
在
が
あ
っ
て

こ
そ
、
そ
の
車
種
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
豊
富
さ
が

シ
リ
ー
ズ
全
体
を
華
や
か
に
盛
り
立
て
る
。

速
い
５
０
０
群
が
３
０
０
群
を
周
回
遅
れ
に

す
る
際
の
駆
け
引
き
が
勝
負
の
綾
と
な
る
こ

と
も
多
い
。
５
０
０
部
門
だ
け
の
レ
ー
ス
だ

っ
た
ら
と
っ
く
に
飽
き
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

３
０
０
部
門
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
チ
ー
ム
を
眺

め
て
み
る
と
、
２
０
０
５
年
ト
ヨ
タ
Ｍ
Ｒ
‐

Ｓ
、
06
年
マ
ツ
ダ
Ｒ
Ｘ
‐
７
、
07
年
紫
電
、

08
年
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Ｚ
、
09
年
レ
ク
サ
ス
Ｉ

Ｓ
３
５
０
と
混
戦
模
様
が
分
か
る
。
Ｇ
Ｔ
３

仕
様
の
外
国
車
も
11
年
Ｂ
Ｍ
Ｗ 

Ｚ
４
、
12

年
ポ
ル
シ
ェ
９
１
１
Ｇ
Ｔ
３
Ｒ
と
王
座
に
就

き
、
長
く
孤
軍
奮
闘
し
た
Ｒ
Ｅ
雨
宮
の
Ｒ
Ｘ

‐
７
は
こ
の
年
を
最
後
に
姿
を
消
す
。 

　今大会最大の関心は、GT500に臨
むホンダの新型車「HSV-010」に
注がれた。前年までのミッドシップ
NSXから一転してのFRマシン。５
台で臨戦し、予選で小暮卓史がポー
ルポジションを奪うものの、決勝では
11周目１コーナー手前で同士討ち
により２台リタイア、１台が３位に
食い込んだ。その後HSV-010は第
２戦岡山、第５戦SUGO、第６戦鈴
鹿と異なる陣営が１勝ずつを挙げる。
　GT500に臨む３メーカーのエン
ジンはいずれもＶ型８気筒3.4ℓNA
の500馬力、つまりフォーミュラ・
ニッポンと共用するものを09年から
使用。SUPER GT／GT500と国内
トップフォーミュラの２カテゴリー
を複数メーカー共演で両立させてい
る国など日本くらいしかない。

リマークス | ここに注目

GT300クラスの表彰台に立った（左から）２位46フェア
レディZ33の阿部翼／横溝直輝、優勝⑦RX7の谷口信輝
／折目遼、３位⑲レクサスIS350の片岡龍也／織戸学。

GT500は10番手スタ
ートの㉔GT-R（オリベ
イラ／安田裕信。ヨコ
ハマタイヤ）がRX-7
ばりのタイヤ無交換作
戦を敢行、⑥SC430
（伊藤大輔／ビルドハ
イム）を抑えて勝利。
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歴
代
Ｒ
Ｘ
‐
７
の
特
集
と
謳
っ
て
お
き
な
が
ら
Ｒ
Ｘ

‐
３
に
関
す
る
記
事
が
や
た
ら
と
多
い
。
反
省
し
て
い

る
が
、
後
悔
は
し
て
い
な
い
。
流
麗
と
は
言
い
が
た
い

フ
ォ
ル
ム
で
「
ロ
ー
タ
リ
ー
ロ
ケ
ッ
ト
」
な
ん
て
い
う

表
現
と
は
対
極
に
い
る
よ
う
な
マ
ッ
シ
ブ
ボ
デ
ィ
の〝
兄

貴
〞
だ
が
、
レ
ー
ス
で
も
業
績
で
も
「
Ｒ
Ｘ
‐
３
あ
っ

て
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
」
だ
っ
た
こ
と
は
こ
の
特
集
を
お
読
み

い
た
だ
け
れ
ば
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
は
ず
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
３
代
目
セ
ブ
ン
＝
Ｆ
Ｄ
が
現
役
だ
っ

た
時
期
に
マ
ツ
ダ
ス
ピ
ー
ド
は
瓦
解
し
て
し
ま
っ
た
し
、

セ
ブ
ン
の
レ
ー
ス
活
動
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
Ｆ
Ｃ
と

Ｓ
Ａ
（
お
よ
び
Ｒ
Ｘ
‐
３
）
に
偏
っ
て
〝
フ
ロ
ン
ト
ヘ

ビ
ー
で
北
米
寄
り
〞
と
な
る
の
は
自
然
な
こ
と
だ
。

　

個
人
的
に
良
識
だ
と
思
っ
て
見
直
し
て
い
る
の
は
、

歴
代
セ
ブ
ン
が
常
に
「
手
の
届
く
範
囲
」
に
い
た
ス
ポ

ー
ツ
カ
ー
だ
っ
た
と
い
う
点
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
今
特
集

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
完
全
復
活
が
待
た
れ
る
〝
俺
た

ち
の
〞
ハ
コ
ロ
ー
タ
リ
ー
」
な
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
日
本
の
自
動
車
史
に
お
い
て
Ｒ
Ｘ
‐
７
と
い

う
名
は
広
く
知
ら
れ
た
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
に
は
違
い
な
い

が
、
で
は
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
か
と
い
え
ば
、

歴
史
面
で
も
性
能
面
で
も
そ
こ
ま
で
で
は
な
い
気
も
す

る
。
ど
ち
ら
も
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
か
か
わ
り
が
深

く
、
エ
ン
ジ
ン
と
走
り
に
こ
だ
わ
っ
た
名
車
に
は
違
い

な
い
が
、
少
な
く
と
も
〝
両
巨
頭
〞
で
は
な
い
し
、
レ

ー
ス
で
は
ラ
イ
バ
ル
の
よ
う
に
見
え
て
も
ま
っ
た
く
同

じ
土
俵
で
丁
々
発
止
を
繰
り
広
げ
た
時
期
は
ご
く
わ
ず

か
だ
。
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
に
せ
よ
ル
・
マ
ン
に
せ
よ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
に

せ
よ
シ
ル
エ
ッ
ト
に
せ
よ
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
に
せ
よ
、
Ｒ

Ｘ
‐
７
は
い
つ
も
ど
こ
か
少
し
だ
け
「
落
ち
る
」
の
だ
。

縦
横
無
尽
に
ト
ッ
プ
戦
線
を
ぶ
っ
ち
ぎ
る
の
が
Ｇ
Ｔ
‐

Ｒ
だ
と
す
れ
ば
、
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
そ
の
下

に
位
置
し
た
と
こ
ろ
に
い
る
。
だ
が
そ
れ
が
い
い
。
そ

れ
は
互
い
の
企
業
規
模
の
差
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、

や
は
り
そ
こ
に
あ
る
の
は
セ
ブ
ン
の
、
マ
ツ
ダ
な
り
の

美
学
と
い
う
か
ス
タ
ン
ス
の
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

ち
ょ
っ
と
下
か
ら
、
時
々
大
物
を
喰
う
。
時
々
ズ
バ
ッ

と
勝
っ
ち
ゃ
う
。
そ
こ
が
セ
ブ
ン
ら
し
く
、
素
敵
だ
。

　

次
の
、
未
来
の
Ｒ
Ｘ
‐
７
が
ど
ん
な
仕
様
と
な
る
か

は
わ
か
ら
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
Ｒ
Ｅ
で
な
く
Ｅ
Ｖ
か

も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
、
考
え
た
く
も
な
い
。f

いつも少しだけ“下”にいるセブン。だがそれがいい。
Text/Joe Kojima(Racing on)  Photo/SAN-EI

おわりに



大きめのA2変形サイズのカレンダー。ポスター感覚でマシンの迫力をいっぱいに体感できます。

SUPER GT カレンダー 202４

202４202４年カレンダー

2800円（税込）

2800円（税込）

https://as-web-shop.jp/

はやくもセはやくもセーール実施中

ィスF1カメラマン リス氏のアーティ
ンダティックな写真満載の卓上カレン
リアー。３大特典（国旗シール、クリ

ファイル、ポストカード）付き。

F1速報×ほぼ日手帳 2024

イラストが引き立つ光沢感のある表紙はカラフルな模
様と鮮やかなマシンがデザインされ、F1好きをさりげ
なくアピール。赤旗、黄旗を思わせる２色の栞もポイ
ントです。もちろん、おまけのページにはF1関連デー
タが満載。付属の国旗シールをスケジュールに貼れば
レースの見逃しを防げます。

SUPER GT
卓上カレンダー 2024
1500円（税込）

毎年話題のGT壁掛け＆卓上カレンダー    ほぼ日手帳    F1卓上カレンダー 

全品半額
　送料無料で
お届け！！

1400円（税込）

    2000円（税込）

レンダダー 2024オートスポーツカレ

ULLA 1～～FORM
1000円

（税込）

750円（税込）

1400円（税込）
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SPARK  

問：スパークジャパン
https://sparkmodel.co.jp

https://ja-jp.facebook.com/spark.jp/

96

世界が注目するSF、新車勢揃い
　レースのないシーズンオフはミニカー蒐
集家にとって活況期となる。2023年を戦
ったマシンたちが続々と発売され、コレク
ションを充実させるに最適なタイミングと
言えるだろう。とりわけスパークはF1や
WRC、ル・マン車にフォーミュラE、日
本のSUPER GTまで網羅しているからコ
レクターの嬉しい悲鳴は止まらない。
　本誌のイチオシはスーパーフォーミュラ
だ。新シャシー「SF23」に生まれ変わり、
“新人”リアム・ローソンがシーズン途中
にF1デビューして快走したり、王者とな
った宮田莉朋がFIA F2挑戦を表明したり
と内外から大きな注目が集まることとなり、
オフテストの熱狂度を見る限りでは新シー
ズンもその勢いがやむことはなさそう。い
ま「キテる」カテゴリーだと言えよう。
　ここでは各チームの上位車１台ずつを集
めたが、もちろんスパークは全22台をモ
デル化している。造形や細部の再現力は相
変わらず高いレベルにあり、眼前で眺めた
時の満足度は間違いなく高い。とはいえ人
気選手のマシンはすでに完売の声が聞かれ
ているから、ファンは買い逃しなきよう即
行動するべし。集め、眺め、そして開幕を
待つ。これぞ正しきコレクターの姿。 F

F1に準じる速さを誇るSF23、モデルはそのフォルムはもちろんカラーリングや
精細なロゴまで完璧に再現しており満足度は高い。出走全22台、各１万2100円。



レーシングオン×エムエス・モデルズ

※実際の製品とは異なる場合があります。モデルはレジン製です。表記は10％税込価格です。97

シーズン開幕が待ち遠しいこの季節こそミニカー蒐集を進めていこう
今号の本誌オススメはスパークのスーパーフォーミュラ、新車SF23だ
気づけば全車が出揃っていた話題のマシン、推しの１台を入手すべし

Text/Joe Kojima(MS-models)  Photos/Spark/MINIMAX, Motorsport Images

実車の再現度という点で言えば「1/43スケールでは完璧
に近い」と評せそうなスパークのSF23。JRPと各チー
ムによる全面協力がなせる技だと言えるだろう。

宮田とローソンの活躍が世
界のレースファンから注目
を集め、確実に評価が高ま
っているスーパーフォーミ
ュラ。今季も岩佐歩夢が参
戦するなど話題は豊富。

特注＆スペシャル品を見逃すな
全車の発売が終わったスパークの
SF23はいま、チームによる特注品
が続々と発売されコレクターから新
たな熱視線を集めている。KONDO
はニスモフェスティバルで、インパ
ルは自社サイトで２台セットを発売
し、さらに無限も特製パッケージデ
ザイン品を展開中だ。
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Ｆ
Ｉ
Ａ
／
Ｆ
Ｉ
Ｍ
世
界
ラ
リ
ー
レ
イ
ド
選
手

権
の
開
幕
戦
、
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
２
０
２
４
が

１
月
５
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
で
開
催
さ
れ
た
。
４
輪
部
門
の
ス
ト
ッ
ク（
市

販
車
の
新
呼
称
）
部
門
に
ト
ヨ
タ
・
ラ
ン
ド
ク

ル
ー
ザ
ー
３
０
０ 

Ｇ
Ｒ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
で
参
戦
し

た
ト
ヨ
タ
車
体
の
ラ
リ
ー
チ
ー
ム
で
あ
る
Ｔ
Ｌ

Ｃ
（
チ
ー
ム
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
・
ト
ヨ
タ
オ

ー
ト
ボ
デ
ー
）は
、
三
浦
昂（
ト
ヨ
タ
車
体
社
員
）

／
マ
イ
ヨ
ー
ル
・
バ
ル
べ
組
の
５
０
０
号
車
が

累
積
順
位
の
総
合
81
位
で
同
部
門
優
勝
。
総
合

１
０
９
位
の
ロ
ナ
ル
ド
・
バ
ソ
／
ジ
ャ
ン
・
ミ
ッ

シ
ェ
ル
・
ポ
ラ
ト
組
の
５
０
１
号
車
が
部
門
２

ストック（市販車）部門優勝を果たした500号車の三浦／バルべのコンビを中心に11連覇を祝うチー
ムの面々。三浦は昨年他界した元ナビゲーターのローラン・リシトロイシターの遺影を掲げた。

TLC、市販車部門
全ステージ完全走破V11

Text/Mario Taga  Photos/TOYOTA AUTO BODY

昨年、新車導入初年度ながら10連覇という快挙を成し遂げたTLCは
前年の反省点を改善してさらなる安定感で走り切り、さらに連勝記録を伸ばした

DAKAR RALLY  TEAM LAND CRUISER TOYOTA AUTO BODY
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位
で
続
き
、
チ
ー
ム
は
同
部
門
の
11
連
覇
を
１

‐
２
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
飾
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
舞

台
を
移
し
て
５
年
目
。
今
大
会
は
同
国
北
西
部

の
ア
ル
・
ウ
ラ
で
第
１
ス
テ
ー
ジ
の
出
走
順
を

決
め
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
ラ
ン
を
５
日
に
実
施
し
た

あ
と
６
日
に
ス
タ
ー
ト
し
、
南
部
の
砂
漠
地
帯

や
北
部
の
山
間
部
を
巡
っ
て
19
日
に
紅
海
岸
の

ヤ
ン
ブ
ー
に
ゴ
ー
ル
す
る
総
延
長
約
８
０
０
０

㎞
（
う
ち
競
技
区
間
約
４
７
０
０
㎞
）
で
行
な

わ
れ
た
。

　

前
回
大
会
で
デ
ビ
ュ
ー
ウ
イ
ン
を
達
成
し
た

ラ
ン
ク
ル
３
０
０
は
、
改
造
ク
ラ
ス
に
分
け
入

る
速
さ
の
一
方
で
、
速
さ
ゆ
え
の
ト
ラ
ブ
ル
が

頻
発
。
完
走
は
果
た
す
も
ス
テ
ー
ジ
ペ
ナ
ル
テ

ィ
を
受
け
な
が
ら
の
ほ
ろ
苦
い
勝
利
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
Ｔ
Ｌ
Ｃ
は
約
１
年
を
か
け
て
ト
ラ
ブ

ル
対
策
を
実
施
。
吸
気
系
を
見
直
し
て
エ
ン
ジ

ン
へ
の
砂
埃
の
侵
入
を
抑
え
、
リ
ヤ
シ
ョ
ッ
ク

ア
ブ
ソ
ー
バ
ー
の
取
り
付
け
位
置
も
変
更
し
て

ダ
ン
パ
ー
の
耐
久
性
を
高
め
た
。
さ
ら
に
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ｏ 

Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
か
ら
の
供
給
を
受
け
る
ラ
リ

ー
タ
イ
ヤ
も
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
と
タ
イ
ヤ
の
減

衰
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
剛
性
の
最
適

化
を
図
り
、
操
安
性
と
耐
久
性
を
向
上
さ
せ
た
。

　

６
日
に
ラ
リ
ー
が
始
ま
る
と
こ
う
し
た
対
応

も
奏
功
し
て
２
台
は
順
調
な
滑
り
出
し
。
第
３

ス
テ
ー
ジ
で
５
０
０
号
車
が
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ

ン
グ
の
油
温
上
昇
に
見
舞
わ
れ
た
ほ
か
は
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
せ
ず
、
前
年
度
大
会
よ
り

パ
ン
ク
の
本
数
も
激
減
し
た
。

　

し
か
し
、
今
大
会
最
大
の
難
所
と
な
っ
た
11

〜
12
日
の
２
日
間
で
ひ
と
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
走

破
す
る
「
48H

ク
ロ
ノ
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
５
０

０
号
車
が
日
没
ギ
リ
ギ
リ
に
ゴ
ー
ル
で
き
た
の

に
対
し
５
０
１
号
車
は
タ
イ
ヤ
２
本
の
リ
ム
落

ち
（
空
気
圧
を
下
げ
た
タ
イ
ヤ
が
ホ
イ
ー
ル
リ

ム
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
こ
と
）
で
遅
れ
、
コ
ー

ス
上
で
２
日
目
の
夜
を
迎
え
た
。
周
囲
は
険
し

い
砂
丘
群
で
暗
闇
の
中
の
走
行
は
危
険
を
伴
う

た
め
、
や
む
を
得
ず
明
る
く
な
る
の
を
待
っ
た

５
０
１
号
車
は
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
と
な
り
、
ス
テ

ー
ジ
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
後
半
戦
に
入
る
と
路
面
が
変
化
し
、

砂
丘
は
減
っ
た
が
荒
れ
た
路
面
で
車
両
へ
の
ス

ト
レ
ス
が
増
大
。
ま
た
砂
塵
の
影
響
も
あ
っ
て

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
難
易
度
が
高
ま
っ
た
。
Ｔ

Ｌ
Ｃ
は
５
０
０
号
車
、
５
０
１
号
車
と
も
に
リ

タ
イ
ア
に
繋
が
り
か
ね
な
い
ト
ラ
ブ
ル
に
も
見

舞
わ
れ
た
が
、
２
台
が
互
い
に
フ
ォ
ロ
ー
し
合

う
こ
と
で
回
避
。
19
日
、
ヤ
ン
ブ
ー
の
ゴ
ー
ル

に
無
事
到
着
し
た
。

　

近
年
、
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
の
コ
ー
ス
は
参
加

台
数
の
多
い
改
造
ク
ラ
ス
や
走
破
性
の
高
い
軽

量
バ
ギ
ー
へ
の
配
慮
に
よ
り
、
最
低
地
上
高
が

低
く
重
量
が
重
い
市
販
車
ベ
ー
ス
の
ラ
リ
ー
車

に
は
走
破
す
る
こ
と
自
体
が
容
易
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
。
だ
が
生
産
車
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
最
大
の
目
的
と
し
て
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
参

戦
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
Ｔ
Ｌ
Ｃ
は
、
こ
れ
か

ら
も
ス
ト
ッ
ク
（
市
販
車
）
部
門
に
こ
だ
わ
っ

て
挑
戦
を
続
け
る
覚
悟
だ
。 

f

（右）501号車は48Hクロノステージでのタイムペナルテ
ィのほかステージ11ではトラックに追突されるという不運
もあったが、500号車とフォローし合いながら、部門２位
で完走。（右下）互いの健闘を讃え合う両ドライバー。（下）
過酷な競技ゆえトラブルが発生する場面もあったが、メカ
ニックたちの働きが11連覇に大きく貢献した。

日程 1/5 1/6 1/7 1/8 1/9 1/10 1/11-12 1/13 1/14 1/15 1/16 1/17 1/18 1/19

ステージ Prologue 01 02 03 04 05 06 休息日 07 08 09 10 11 12

No.500 三浦／バルベ 市販車部門優勝 1（1） 2（2） 1（1） 1（2） 1（1） 1（1） 1（1） → 1（2） 1（1） 1（2） 1（1） 1（2） 1（1）

No.501 バソ／ポラト 市販車部門２位 2（2） 1（1） 2（2） 2（1） 2（2） 2（2） 2（2） → 2（1） 2（2） 2（1） 2（2） 2（1） 2（2）

■ダカールラリー2024 TLC累計成績

※市販車部門累計順位。（）内は当該日のステージ順位。





特別付録：A1サイズ特大ポスター ［au TOM’S GR Supra］

ご購入はこちらから

三栄オフィシャル
通販なら
送料無料！2023-2024スーパーGT

公式ガイドブック総集編

〝
ベ
ス
ト
〞で
も
足
り
な
い
、
試
さ
れ
た
真
の
強
さ

好評発売中 定価：1650円 

お問い合わせ：株式会社三栄・販売部
TEL：03-6773-5250（平日10:00～17:30）

ご注文

●WEB：https://shop.san-ei-corp.co.jp
●受注センター TEL：03-5357-8802　平日10:00～17:00





No.526

 特集  ル・マン24時間レース Part.2
 ［世界を沸かせたふたりの闘争、終演から30年］

No.528

 特集  R32 カルソニック
スカイラインGT-R
 ［後世に語り継ぎたい名レーシングカー］

・  ル・マン名勝負ストーリー 
 フォードvsフェラーリ
 アメリカからの挑戦者
 ル・マンで開花したテクノロジー
・ マシンギャラリー 
 ジャガーDタイプ
・ インタビュー 
 ジャッキー・イクス
雑誌コード：66731-30
定価：1760円

・ 全方位解剖 
・ ６面細部 徹底撮り下ろし  
 初号機スーパーディテールファイル
・ ロングインタビュー   
 星野一義
・ 市販車の時点で始まっていた
 圧勝プラン 

雑誌コード：66731-43
定価：1760円

・  勃発から終演まで、
 出来事史を網羅して解説  
 世紀の頂上対決、その全貌
・ 当事者の述懐 
 アラン・プロスト
・ 貴重な実機と邂逅  
 オランダに眠る
 幻のトヨタ７ターボ
雑誌コード：66731-35
定価：1760円

No.527

 特集  F1最熱狂期：セナプロ対決
 ［世界を沸かせたふたりの闘争、終演から30年］

バックナンバーご注文方法

送料・手数料について
■クレジットカード払いの場合　送料：一回200円　手数料：無料
■代金引換払いの場合送料：一回200円　手数料：300円　
※ご注文金額が1000円以上の場合は、送料無料

 パソコンから https://shop.san-ei-corp.co.jp
 お電話で 03-5357-8802  通信販売センター（平日10：00～17：30）

 ケータイから

新 し い「 昔 」あ り ま す 。　 絶 賛 発 売 中 ！

株式会社 三栄　販売部　
〒163-1126 東京都新宿区西新宿6-22-1
新宿スクエアタワー 26F　
TEL. 03-6773-5250 （平日10:00～17:30）

人気のあった特集企画をまとめて１冊に
レーシングオン・アーカイブス
Vol.18

 特集  追憶のJTCC
 ［忘れられない、濃密な“ハコ”バトル］

・ フェリオ34連敗からの大逆襲
 最強アコード開発物語
・ 再考証トヨタ・エクシヴ
 そしてチェイサー挑戦へ
・ 73レース全戦レビュー＋
 オールマシンカタログ
・ 特別対談 
 中子 修×本山 哲

  
雑誌コード：66731-47
定価：1980円





a b

1名

1 1/43 ロム特注スパーク 
ティレル P34 P.デュパイエ
1976 F1インジャパン 2位
提供：モデルガレージ ロム　https://romu-romu.com

1名

4 1/43 ミニチャンプス ミニカー
ウイリアムズFW11B No.6 N.ピケ
フィニッシュラインエディション
提供：京商　https://dc.kyosho.com/ja/

1名

5 1/43 スパーク ミニカー
レッドブル RB18 2022 日本GP
No.1  M.フェルスタッペン
提供：F1コレクターズストア シグナス
www.signass.com

1名

7 1/43 ENIF ミニカー
日産ブルーバード U 2000GTX
2ドア ハードトップ（KG610）
1974年型 ホワイト
提供：キッドボックス本店　https://www.kidbox.co.jp

1名

2 トヨタ・チームランドクルーザー
TLC ３点セット（Tシャツ／サイズ：L＋トートバッグ
＋2023 ブルーレイディスク）
提供：トヨタ車体　
www.toyota-body.co.jp/dakar/

1名

6 1/24 プラモデルキット
ギャザス MAXFLI EG9シビック
（1993 インターTEC）
提供：ハセガワ   www.hasegawa-model.co.jp

1名

3 1/24 ixo ミニカー
スバル インプレッサ WRC
2001 ラリーGB #6 P.ソルベルグ
提供：国際貿易
https://www.kokusaiboeki.co.jp

2024 カレンダー
a 日産／NISMO（壁掛け530×728㎜）
　 提供：日産モータースポーツ＆カスタマイズ

b ホンダ／HRC（壁掛け297×420㎜）
    提供：ホンダ・レーシング
※希望の品の記号を明記してください

a1名

8

b5名

105

読者プレゼント

R’on 
No.

52
9

応募
券

PCやスマートフォンからは、弊社が運営する『三栄ID』より応募できます。こ
ちらのQRコードもしくは下記URLよりアクセスをお願いします。登録後はサイ
ト内の指示に従って必要事項をご記入ください。その際、ご住所等は正確にご入
力いただきますよう、お願いします。

オンライン応募方法

オンライン応募締め切り  2024年3月31日（水）
オンライン応募コード    『Ron529』
※お預かりした各種データは、今後の誌面作りへの活用、プレゼント発送、
弊社刊行物のご案内発送以外の目的には使用いたしません。

https://id.san-ei-corp.co.jp/

宛先はこちら

ハガキでの応募方法
官製ハガキに左下の応募券を貼り、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と①
希望プレゼント番号とプレゼント名②今号の特集（P8～94）で良かった記事と
その理由③特集以外で良かった記事ひとつとその理由④本誌へのリクエストや感
想を明記して、下のあて先「プレゼント応募」係へお送りください。締め切りは
2024年３月31日（当日消印有効）、当選者の発表は発送をもって代えさせてい
ただきます。

〒163-1126 東京都新宿区西新宿6-22-1 26F 
株式会社三栄 レーシングオン編集室 「プレゼント応募」係 

※ はがきに記載された個人情報はプレゼントの抽選および当選者への発送などに活用させていただきます。
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●電子版のご案内

※価格・購入方法は三栄オンライン通販をご確認ください。

●本誌バックナンバーのご案内
＜Racing on／レーシングオン＞

　No.511 鈴木亜久里
　No.512 富士グランチャン／高橋国光
　No.513 マクラーレンvsウイリアムズ
　No.514 WRC グループＡの時代 その２
   No.515 GT500 ［2000-2007］
　No.516 日産NP35＆R390GT1
　No.517 F1デザイン論（付録クリアファイル付き）
　No.518 We Love Gr.C !
　No.519 スーパーシルエット Part 2

　No.520 WRC グループＢのテクノロジー
　No.521 F1サムライ列伝
　No.522 嗚呼、栄光の日産ワークス
　No.523 TOYOTA’s C
　No.524 葉巻型F1の時代
　No.525 ル・マン24時間レース Part.1
　No.526 ル・マン24時間レース Part.2
　No.527 F1最熱狂期：セナプロ対決
　No.528 R32 カルソニックスカイラインGT-R

保管場所に困らず、誌面をダウンロードしてiPadやPC、
スマートフォンといった複数の端末で読むことができま
す。新刊からバックナンバーまでオートスポーツブック
ス「ASB電子雑誌書店」ほか、電子雑誌書店にて販売中。

外誌が収めていた“ラスト・インタビュー”
セナを特別な存在たらしめる「偉大な瞬間」
Ayrton Senna's Glorious 11 Cars
悲劇のイモラ タンブレロ、30年目の再考察
提言：セナを知らぬ者たちへ── など

セナの思い出
没後30周年記念特集

※内容は予告なく変更になる場合があります。

レーシングオン次号 No.530
刊行予定は ４月１日（月）

アカウント名は @Racingon_JP

➡https://shop.san-ei-corp.co.jp/sp/tuhan/

レーシングオン
 X （旧Twitter）
はじめました

今さら

レー

は
公式



「「GT1GT1G マシンマシンマママ のすべのすべててて」、「「欧州シ欧州シ欧州シ欧州シルエッルエッルエルエ トフォトフォトフォフォーミューミューミュミュラのすラのすラのすラのすべてべてべてべて」」」」も好評も好評も好評も好評も 発売中発売中発売中発売中発発 !!!「「欧州シ欧州シ欧州シルエッルエッルエッルエットフォトフォフォフ ーミューミュラのすラのすラのすラのすラのすのすべてべてべてべて」」」」ももも「「GT1GT1マシンマシンマシンンのすべのすべのすべの てててて」、

好好評評評
発発売売中中!!

お求め方法
●パソコンから

https://shop.san-ei-corp.co.jp
●お電話で

03-5357-8802
受注センター（平日10：00～17：30）

お支払い方法・送料について
●クレジットカード払いの場合
手数料：無料／送料：一回200円　

●代金引換払いの場合
手数料：300円／送料：一回200円　

〒163-1126
東京都新宿区西新宿6-22-１ 新宿スクエアタワー26F
TEL：03-6773-5250 （平日10：00～17：30）

株式会社三栄 販売部

見
た
目
そ
の
ま
ま
、中
身
は
モ
ン
ス
タ
ー

「
Ａ
」こ
そ
ツ
ー
リ
ン
グ
カ
ー
レ
ー
ス
の
至
高

定価：1100円（本体価格：1000円+税）

お求めお求めお求めお求めお求めおお求お求めおおお ははははは
こちらこちらこちらこちらちこちらちち !!!!!!

「「「JJJGGGTTTCCC「「 マシマシマシマシンンンンのすのすのすのすのすべてべてべてべてべて」」」も好も好も好評発評発評発評評発売中売中売中中売中売売 !!!!

お求めはお求めはお求めは
こちらからこちらからこちらから

お求めお求めお求めおお めはははは
こちらこちらこちらこちらこちらからからからら

お求めはお求めはお求めはお求めは
こちらからこちらからこちらからこちらから

ご注文金額が1000円以上の場合は、送料無料

「「「JJJJJGGGGGTTTCCC「「「「「「 マシマシマシンンンのすのすのすすべてべてべて」」」」も好も好も好も好1994199419941994994----99／299／299／299／29／29／2000000000000----040404040444



雑誌 66731-50
PRINTED IN JAPAN TOPPAN株式会社

SAN-EI CORPORATION

定
価
17
6
0
円

（
本
体
16
0
0
円
+
税
10
%
） 

ニ
ュ
ー
ズ
ム
ッ
ク
 ［
レ
ー
シ
ン
グ
オ
ン
 N
o.529］　

2024年
3月
16日

発
行
　
発
行
人
：
伊
藤
 秀
伸
　
編
集
人
：
三
橋
 崇
司

発
行
元
：
株
式
会
社
三
栄
   〒
163-1126　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
6-22-１

　
新
宿
ス
ク
エ
ア
タ
ワ
ー
26F

TE
L：
03-6773-5250（

販
売
部
）　
TE
L：
048-988-6011（

受
注
セ
ン
タ
ー
）


